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一章　ドジっ娘こ魔ま王おうつかまる、しかもかなりあっさり







　夏休みが終わって、二学期の始業式がいよいよ明後日あさつてに近づいてきた。

　剣けん士し系勇者の父と、僧そう侶りよ系勇者の母を持つ、バリバリの勇者の家系の俺おれ・遊ゆ佐さヒロも、それなりに平へい穏おんだった帰省を終えて、六六五名の魔王候補生が通う麻ま桜おう中学に戻もどる日がやってきてしまった。

　また、「魔王学校に俺だけ勇者」な毎日がはじまると思うと、気が重い……。俺は自分の部屋で電気は消したものの、気が重すぎて、なかなか寝ねつけなかった。

　ふと、真っ暗な天てん井じようを白い光が照らした。携けい帯たいだ。浦うら島しま太た郎ろうの着メロが流れる……俺と同じ二年こうもり組の魔王候補生、竜りゆう崎ざきリュウナからだ。

『やっほーヒロ、明日は八月三十一日だなっ♪　ヒロも明日の船で戻ってくるのだろう？　こなた、やっと明日ヒロに会えるのだなっ♪　わくわく♪』

　俺が携帯に出るなり、竜崎はわくわくした声で言った。携帯の画面に表示されているアナログ時計の針は、二時三十五分をしめしている。

「竜崎……なんでこの時間に、そのハイテンションなんだ」

『だってこなた、明日がすごく楽しみなのだ♪　夏休みのあいだ、ヒロに会えなくてすっごくさびしかったからな♪　ペルチェがいたから、ちょっとはさびしくなかったけど、でもやっぱりさびしかったのだ♪　だからこなた、楽しみすぎて、何だかぜんぜん眠ねむれないのだ♪』

　竜崎の語ご尾びがスキップしている。俺はゆううつで寝られなかったっていうのに、竜崎のその声を聞いてると、なんだか悩なやんでいた自分がバカらしくなった。竜崎の声で、胸の中のモヤモヤがスッと軽くなったのを感じた。

　ちなみに、ペルチェというのは俺たちと同じクラスの、未来からきた完全究極機械魔王だ。夏休みでみんなが帰省したとき、自分だけ未来に帰れなくて帰省先がなかったので、竜りゆう宮ぐうで世話になっていたのだ。

「寝ろよ、何時だと思ってるんだ？　二時半だぞ？」

『寝ようと努力はしているのだ♪　一番お気に入りの、ピンクのふわふわしたバラの飾かざりとひらひらのレースがいっぱいついたネグリジェを着て、寝ようと気合を入れてるのだ♪　でも眠れないのだ、てへぺろ♪』

「何がてへぺろだ。文脈に対して高すぎるテンションもおかしい。あと、おまえのパジャマの描びよう写しやはいいから、寝ろよ」
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　うっかりその「ひらひらレースのパジャマ」で、竜宮の高級ベッドに横たわっている竜崎を想像してしまい、俺は内心あせってしまう。

『がるるー』

　電話の向こうから、犬のうなる声も聞こえてきた。

「ガルムも起きてるのかよ！　寝ろ！」

『ガルムは良い子だからもう寝ているぞ、これはいびきだ』

　竜崎が言った。ガルムは竜崎の三人の四天王の一人で、目がギョロついて歯がギザギザした、顔の怖こわいチワワである。四天王が三人とか、そもそも人じゃないとか、魔王なのに保健所からかわいそうな犬をもらってくる竜崎は魔王の自覚があるのかとか、もうそんな議論をする段階ではないのでスルーするとして、ガルムは顔も怖いけどいびきも怖いんだな。

「じゃあ、飼い主も寝ろよ」

『ヒロだって、起きてるではないか。寝てるとこを起こしたならガラガラ声のはずだから、いつものかっこいい声だということは、ヒロも寝てなかったのだろう？』

「うっ」

　竜崎は、たまに鋭するどい。いや、俺の声がかっこいいってことはぜったいにないが、それは置いといて、竜崎はぽやぽや天然ドジっ娘こ魔ま王おうのくせに、たしかに案外けっこう鋭いのだ。魔ま力りよくもダメ、体力も戦せん闘とう力りよくも皆かい無む、ダメダメづくしで俺にいきなり（勇者と魔王の長きにわたる確かく執しつとか死し闘とうとかそんなのをいっさいすっとばして）世界の半分をくれようとした劣れつ等とう生せい魔王の竜崎ではあるが、さすが世界の海を支配するほど大きな権力を持つ、超ちよう一いち流りゆうの魔王である竜りゆう王おうの娘むすめだけのことはある……かも。

「俺が寝てないからって、関係ないだろ。それじゃ、俺が死んだら竜崎も死ぬのか？」

　小学生のような返しをしてしまったが、すると竜崎はものすごく真しん剣けんな声で答えた。

『……当たり前ではないか。こなた、もちろん大好きなヒロが死んでしまったら生きていられないぞ？』

「そういう問題じゃなくて……」

『ヒロがもし死んでしまったら、なんて悲しいことを考えたら、こなた、よけいに眠れなくなったぞ。ヒロは意地悪だぞ』

　電話のむこうの竜崎の声が、ふるえている。あの泣き虫魔王のことだから、ひょっとして泣きかけてるのか？　これぐらいで？

　竜崎に泣かれたら何となく困るので、俺はあわてて電話にむかって叫さけんだ。

「いや、ごめん、死なないから、大だい丈じよう夫ぶだから！」

『ほんとか？』

「ほんとだから、謝あやまるから、もう寝ろよ」

『だって、眠れないのだからしかたがないだろう』

「竜崎と電話してたら、俺だって眠れない。俺は明日の朝、連れん絡らく船せんに乗らないと麻ま桜おう島じまに戻れないんだぞ？　一日一本しか出ないから、乗りおくれたら始業式に出られないだろ」

『それなら、こなたカメに乗ってむかえに行くぞ』

「いや、カメはやめろ。港には一いつ般ぱん人じんもいるんだぞ、魔王や勇者の存在は一般人には秘密だろ？　魔王ギルドに罰ばつ則そくくらったら、そうでなくても成績が微び妙みようなのに、内ない申しん点てんにひびくぞ？」

　魔王や勇者というのはかくれた特権階級で、それぞれギルドという組合を作って就職や出世などに便べん宜ぎをはかっている。つまり学がく閥ばつみたいなもので、一般人から見れば、ぶっちゃけズルである。そうでなくてもこのごろ、不景気で公務員の給料を削さく減げんしろーとかやってるのに、まして魔王や勇者に特別手当が出てるとなれば、槍やり玉だまに挙げられるのは目に見えている。

　だから、魔王や勇者の存在は、一般人にはぜったいに秘密だ。万一、魔ま法ほうを使ってるところを見られたり、使い魔まが目もく撃げきされた場合は、マスコミ関係の魔王や勇者に連れん絡らくして、「幽ゆう霊れい目もく撃げき！」だとか「ＵＭＡ出しゆつ没ぼつ！」といううさんくさいすりかえ記事を書かせるのだ。

『でも、こなた眠れないのだ』

「羊を数えてみろよ」

『ネレウス一人しかいないぞ』

「執しつ事じじゃない」

『ヒロが子こ守もり歌うたを歌ってくれたら、眠れるかも』

「子守歌っ？」

　竜崎があんまり突とつ拍ぴよう子しもないことを言ったから、俺の声はひっくりかえってしまった。夜中に大声を出してしまって、俺はあわてて口を押おさえ、ひそひそ声で反論した。

「おまっ……何バカなこと言ってんだ！」

『ちっともバカではないぞ、とっても良い考えではないか。ほらヒロ、こなたベッドに横になったぞ。目も閉じたぞ。さあ歌え』

「さあ歌えって言われても……」

　俺はとまどう。音楽は苦手だし、そもそも子守歌なんか知らない。だけど……。

『楽しみだなー♪　ヒロの子守歌、楽しみだなー♪』

　だけど、ノーとは言えない。魔王の頼たのみにノーと言えない勇者ってのは問題じゃないかとも思うんだが、竜崎のうれしそうな声を聞いてノーと言えるほどの強きよう靭じんな精神を持った勇者がいるなら、教えてほしい。

「♪すりぷら　すりぷる　うぉーむんぐる　はぁーとんぐる　ねら　ねら♪」

　俺は歌った。子守歌を知らないので、夏休みに勇者パーティの助すけっ人とのアルバイトをしたときに聞いた歌を思いだしながら歌った。

『ぷっ。ヒロ、何だそれ、ものすごく変な歌だぞ』

　竜崎が、電話の向こうでコロコロ笑う。

「変な歌なのは、俺のせいじゃなくて精せい霊れい語だからだ。吟ぎん遊ゆう詩人系勇者の、眠りの精霊への賛歌なんだ」

『ぎんゆーしじん、とは何なのだ？』

「魔力が弱いから、魔ま法ほう使つかいみたいに魔法を使えるわけじゃなくて……そのかわり、自然の精霊の力を借りるんだ」

『どうやって？』

「精霊をほめたたえる賛歌を作って、歌うんだ。すると精霊が気をよくして、喜んで力を貸してくれる」

『ほほう。こなたや代々の乙おと姫ひめが、自分は激弱魔王だけど、海の魔ま物ものたちに竜宮を守ってきてもらったのに似ているな』

「うん、似てると俺も思った。竜崎の参考になるかなと思って、それでがんばって覚えてきたんだ」

『こなたのために……か？』

　竜崎の声が、一オクターブはねあがる。

『ヒロのバカ、うれしすぎてもっと眠れなくなったではないか。責任を取って、もう一度さっきの歌を歌うのだ』

「もう一度っ？　いや、だって俺が歌ったって、俺には吟遊詩人の能力はないから、べつに眠くはならないぞ？」

『いいのだ。ヒロが歌ってくれるなら、こなた、ぜったい寝る自信があるぞ』

「まいったな……」

　まいったが、竜崎はおとなしいくせに意外にガンコだから、ぜったい引かないのはわかっていた。そして、竜崎が寝てしまわなければ、俺も寝られないってことも。

「♪すりぷら　すりぷる　うぉーむんぐる　はぁーとんぐる　ねら　ねら♪」

　くすくす、と電話の向こうで竜崎が笑っている。その声が可愛かわいすぎて、耳の穴がくすぐったくなるんですけど。

「笑うなよ、竜崎」

『笑ってないぞ』

「そりゃ、俺は歌がへただけど……」

『そうか？　こなた、ヒロの声、大好きだぞ』

　竜崎がささやいた。竜崎に振ふりまわされたおかげでさっきまでのゆううつは消えたけど、そんなことを言われるとまたカカッと目がさめてしまうじゃないか。

『ヒロ、歌が止まっているぞ』

「あ、ごめん。♪すりぷら　すりぷる　うぉーむんぐる　はぁーとんぐる　ねら　ねら♪」

『くすくす』

「♪すりぷら　すりぷる　うぉーむんぐる　はぁーとんぐる　ねら　ねら♪」

　俺はそのまま、竜崎の「すうすう」という寝ね息いきが聞こえてくるまで、十分ほど歌いつづけていた。十分ですんだのは助かったが、「すうすう、むにゃむにゃ、ヒロだぁーい好きっ♪」という寝ね言ごとが耳元に直ちよく撃げきしたため、俺は目がさえまくっておかげでぜんぜん眠れなかったのだ。




　そして、翌朝。

　ほとんど眠れなかった夜が明け、俺は案の定寝ね坊ぼうして、あわてふためきながら朝の冷たい空気の中を、港にむかって走っていた。

「やばい、やばい、遅おくれる！」

　時間がなくて、俺は両親に別れのあいさつもせずに飛びだしてきた。というか、顔を合わせてもいない。自分の部屋から階段を駆かけおりて、そのまま出てきたのだ。大きなリュックサックを背負っているので、なかなか思うように走れない。

「やばい！　もう乗船手続き、はじまってる！」

　麻桜中学は、魔王の秘密を隠かくすために絶海の孤こ島とうにある。それは勇者養成学校（にして、俺が受験しそこねて行けなかった中学）の、聖セントレジェンド中学も同じだ。

　それぞれの島には一日に一度、連絡船が出ている。連絡船といっても、勇者学校と魔王学校の存在も隠されているので、港に入るときは「貸切のミステリーツアーです」とごまかすらしい。

　聖セントレジェンド島とうへ行く船も、麻桜島へ行く船も、すでにタラップを出してその前に乗客が列を作っていた。二つの船は、乗り場は違ちがうけれど同じ港から出る。それで俺もかつて、受験のときにちがう船に乗ってしまい、勇者のくせに魔王学校に通うハメになってしまったのだが……。

　などと苦い思い出を思いだしつつ、俺は麻桜島行き波は止と場ばをばたばたと走っていた。そのとき。

「おっ、遊佐！　ぐーぜんだなっ、同じ船か！」

　ぐえ。

　連絡船に乗ろうとしてタラップを上がろうと一歩を踏ふみだした瞬しゆん間かん、いきなり後ろから首に腕うでをまわされて、俺の目の前に一いつ瞬しゆんきれいなお花畑が広がった。

　ついでに、背中にむにゅうと押し当あてられる、空気が半分抜ぬけたゴムボールのようなやわらかい感かん触しよく、これはいったい……？

「なんだよ、遊佐。夏休みが長かったからってアタイを忘れるなんて薄はく情じようじゃねーか、遊ー佐っ♪」

　いや、今思いだした。このやわらかい感触、サラサラした長い黒くろ髪かみ、ちょっと低めの女の子の声。俺はたしかに、この声を知っている。そしてこの声でいつも、

『てめーの経験値はアタイがいただくぜ！　遊佐っ、アタイとバトりやがれ！　アタイの名刀・長は谷せ部べ国くに重しげでブッ殺したらァァァァッ！』

　などと、言われていた記き憶おくがある。

「織お田だっ？」

　俺おれは本能的に命の危険を感じて、振りかえりながら後ろに飛びすさった。

　桟さん橋ばしの上に立っているのは、背の高い長い黒髪の少女、俺と同じ二年こうもり組の織田志し信のぶだ。織田は、第六天てん魔ま王おうと呼ばれた織田信長の末まつ裔えいの魔王で、白い特とつ攻こう服の背中には、五弁の花をあしらった織田木瓜もつこうと呼ばれる家か紋もんと「天てん下か布ふ武ぶ」の文字が、金糸銀糸で派手やかに刺し繍しゆうされている。そして背中に背負っているのは、長ドス……と言ったらいつも織田が怒おこる、代々伝わる日本刀「長は谷せ部べ国くに重しげ」だ。

　ちなみにこの白い特攻服は、織田にとっては私服のおしゃれ着らしい。制服としてふだん着ているのは、男子の冬の制服と同じ黒っぽい学ランを改造した特攻服だ。どっちも似たり寄ったりじゃないか、と思うのだが、織田的にはおしゃれポイントが違うのであろう。

　ちなみに、俺の背中にさっきから当たっていたむにゅむにゅしたものは、サラシに巻かれた織田の豊かな胸だったようだ。

　織田は、フレンドリーな笑え顔がおを俺に向けながら言った。

「どうしたんだ、取って食われそうな顔してんじゃねーよ」

「おことばですが、織田って一学期中さんざん俺の経験値をねらって、取って食おうとしてきたよな？」

「やだなー、ケンカするほど仲がいいっつーだろ？」

「愛あい想そ笑わらいのように見える表情を浮うかべてみせてはいるけど、何かをねらうようにギラギラしまくってる目力は隠せてないぞ。何をたくらんでるんだ」

「たくらんでるなんて、人聞きが悪いなあ。ちょっとばかり『夏休みの強敵とも』を写させてほしいだけじゃないか」

「やってないのか！　しかも八月三十一日に写す気か！　とんだ豪ごう傑けつだな！」

　やっぱり、織田がニコニコしてるなんてロクなもんじゃないと思っていたが、そのとおり下心アリアリだったようだ。これは、断固として断らねばならない、と俺は思った。

「悪いが断る、同じところをまちがえてたら俺のを写したことがバレて、俺まで内申点を下げられる。そうでなくても俺は、魔王学校に通いながら勇者検定試験の勉強をしてるっていうだけでも不利なのに……」

「大丈夫だ、遊佐は成績がいいからぜったいにまちがったりしてない。もっと自分に自信を持て！」

　ばん、と織田が俺の背中をいきおいよく叩たたいた。

「なんでおまえが、上から目線で俺をはげましますか？」

「写させてくれたら、成なり増ますの駅前のセイユーで今朝買ってきたばっかの焼きたてクロワッサンをやるぞ」

　織田が俺のまえに、おしゃれなベーカリーの紙かみ袋ぶくろを突つきだした。ふわん、と甘あまいバニラの香かおりがする。

　織田は第六天魔王にふさわしく、六ろく道どうの辻つじというところに住んでいる。現世と地じ獄ごくをつなぐという六道の辻だが、意外に東京西部ののんびりした住宅街・成増にある。それで織田は、成増駅近辺の店にくわしいのだ。魔王にしてはちょっと生活に密着しすぎている感もなくはないが。

「だれがクロワッサンで買収されるか！」

「おフランス系は好みじゃないか。あんこ系のほうが良かったか？」

「そういう意味じゃなくてだなー！」

　俺が織田を前にしてどなっていると、ふと、桟橋に大人が二人やって来るのが見えた。

　片方は、いかにも休日のちょっとアクティブ系なサラリーマンパパといったふぜいの、流は行やりのラガーシャツを着ている。そしてもう片方は森ガールとかほっこり系とかいうのだろうか、ゆるめのワンピースにロングスカートの重ねばき、ほっこりしたニットのカーディガンにヘアバンド……どこからどう見ても高校生にしか見えないが、俺はその女性がけっこう歳が行ってることを知っている。なぜなら、彼かの女じよは俺の母親だったから。

「あーよかった、間にあった！　もー、ヒロくんったら朝ごはんも食べずに、だまって出てっちゃうんだもーん」

　母さんは、ぷう、とほっぺたをふくらませる。見た目はどう見ても小こ柄がらな美少女だから、まわりで船を待ってた同じ学校の男子たちがざわついていた。母さんは僧そう侶りよ系勇者で、治ち癒ゆ魔ま法ほうポイミンを使える。母さんが作った食べ物なんかも、ポイミンの効果がある。

　だからたぶん、母さん自身の体もつねにポイミンの魔法にさらされているのかもしれない。それで、つねに「老化」とか「劣れつ化か」が回復しているため、見た目がこんなに若々しいのだろう。

「……遊佐。だれだ、この小こ娘むすめ」

　さっきまで妙みようなテンションで上じよう機き嫌げんだった織田の表情が、一気に第六天魔王らしい殺意に満ちたものになった。

「だれって、俺の母親だけど」

「はあ？　ごまかすんじゃねー、母親がこんなに若くてちっちゃくてかわいいわけねーだろっ、どーせアタイはデカくてかわいくねーよ！」

「織田、どういう文脈で一番最後の文章に接続するのか、意味不明なんだが」

「アタイ国語は苦手なんだよ、だから『夏休みの強敵とも』を写させろつってんだよタコ！」
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「宿題を写させてもらおうというのに、宇宙から地球を見下ろして『地球は青かった』って言った宇宙飛行士なみの上から目線だよな」

「それは上から目線って言わねーだろタココラ！」

「国語、苦手じゃないじゃないか」

　織田がいったい何をそんなに怒っているのか、俺には意味不明だ。織田にかみつかれほうだいになってる俺の前に、母さんが割りこんできた。

「同じクラスの方ですか？　はじめまして、遊佐ヒロの母です、息子むすこがいつもお世話になっております」

　ぺこり、と母さんが頭を下げた。

「えっ……な、何、ほんとに母親なのかよっ？　マジでっ？」

　織田はものすごくあわてて、あたふたと頭を下げた。

「あっ、いえ、はじめまして、クラスメイトの織田志信です。その、こちらこそ、いつも息子さんにはお世話になっています」

　織田、第六天魔王のくせにえらくきっちりしてるぞ。ふだんは特攻服をなびかせたスケバンだけど、家でのしつけがけっこういいと見た。

「あの……遊佐くんのお母さん、お若いですね」

「そんなことないですよ、僧侶系勇者ならふつうです。織田さんこそ、モデルさんみたいに背が高くて、すごい美人ですね」

「はあ？　アタイが美人っ？　えっ、いやあのその、それってギャグですよね？」

　織田は真っ赤になって、あわてふためいた。母さんは、僧侶系勇者らしい癒いやし系けいの笑顔でにっこりと笑う。

「本気の感想ですよ。織田さんみたいにスタイルのいい魔ま王おうが封ふう印いんの呪じゆ文もんで石像化したら、ぜったいミロのヴィーナスよりも綺き麗れいだわぁ～」

「うわー、ギャグになってねー」

　うっとりしている母さんに、織田は思いっきりドン引きしている。母さんに悪気は決して無いのだが、勇者の立場として発言するとどうしても魔王にとって縁えん起ぎの悪い発言になってしまうのだろう。

　どうでもいいが、まわりにいる麻桜中学の生徒たちはだれ一人、俺を攻こう撃げきしてこない。麻桜島では、俺の経験値目当てに、すぐに攻撃してくるくせに。魔王ギルドと勇者ギルドはおたがいの勢力のバランスと治安を守るため、さまざまな取り決めをしていて、魔王や勇者の存在を一般人に知られないよう公共の場所ではバトルしない、というのもそのひとつである。ということは、みんなそれをきちんと守ってるから、ここでは攻撃してこないのだろうか？

　だが、魔王ってのはそもそも、約束とか規則とかルールなんてものを守るタイプじゃない。世界の半分をあげると言って、ほんとに世界の半分をくれるバカ正直な魔王なんて、竜崎ぐらいのものだ。そんなルール無用の魔王候補生たちが攻撃してこないってことは……俺が両親とも勇者の家系のサラブレッド勇者だってことはみんな知ってるから、ここで俺を攻撃したら現げん役えき勇者二人に反はん撃げきされるのがわかってるからだろうな、と俺は察した。

　生徒たちを送りにきたほかの保護者（すなわち、現役魔王）にいたっては、父さんと談だん笑しようしたりしている。

「遊佐さん、うちの会社が伊い豆ずに新しいリゾートダンジョンを作ったんですよ。今度、社員旅行に使っていただくよう社長さんにお伝えくださいよ」

「いやぁ～、うちの会社も最近は不景気でしてねぇ。若い勇者職の社員が、『一ヶか月げつあたりこんな経験値じゃやってられない！』と、けっこうやめて行ってる状態なんですよ」

「そこでうちのリゾートダンジョンですよ。中国の奥おく地ちから珍めずらしいモンスターを輸入してきて放してあるんです、逃にげ足あしは速いですが経験値がびっくりするほど高いってやつでしてね」

「んー、勇者職の社員の経験値補ほ充じゆうに良さそうですけどねぇ～」

　何だか魔王でも勇者でも、大人って大変そうだな。……などと、俺がそのやり取りをぼんやり見ていると、

「ボオ～ッ！」

　と、低い汽笛の音が港にひびいた。出航の時間が近づいたことを知らせる汽笛だ。

　それを聞くと、母さんはあわてて、

「あら、大変だわ！　これを渡わたしにきたのに、忘れるところだった！」

　と、両手に持っていたカゴバッグからタッパーを取りだした。タッパーの中には、いびつなハート型のクッキーがざらざら入っていた。

「はい、これ。船の中で食べればいいと思ってゆうべ焼いておいたの、朝ごはんのかわりにしなさい。母さんの愛情たっぷりの手作りよ♪」

「いらない」

「どうして？　そりゃ形は悪いけどおいしいし愛情たっぷりだし、ちっちゃいころ大好物だったじゃない」

「へー、ママの手作りクッキーが大好物とか、遊佐にもかわいい時代があったんだなー」

　感心したような織田のことばに、俺の羞しゆう恥ち心しんは最大限に燃えあがった。

「母さん、やめてくれよな！　思春期の男子に、母親の愛情たっぷりの手作りとか地じ雷らいだから！」

　俺は母さんにタッパーを押しつけた。母さんは、負けじとタッパーを押しかえしてくる……おっとりしてるといえども勇者は勇者、負まけず嫌ぎらいの性格でなければ経験値もつめないし、十六歳さいの誕生日に受ける勇者検定試験も他の勇者より高いランクで合格できないってわけだ。

「なまいき言わないで、ありがたくいただいておきなさい！　受験ミスで魔王学校に通うことになってしまったのも、きっと勇者の神々の思おぼし召めしだから、くじけずがんばりなさいという気持ちをこめたんだから！」

「やっぱり僧侶系勇者の母さんは、俺のこのやっかいな運命も神の思し召しでかたづけるつもりか！」

　俺と母さんが押しあっていると、横から父さんが手をのばして、むりやり俺の腕の中にタッパーをねじこんできた。さすがに父さんの力には勝てなくて、俺はタッパーを受けとってしまう。

「まあまあ、ヒロももう二年生なんだから、そろそろこの状じよう況きようにも開きなおったらどうだ。まわりは魔王ばかりといっても、こんなすてきなクラスメイトもいることだし」

　父さんは、能天気に言った。俺がふだん麻桜島で、魔王候補生どもに襲おそわれまくってどんなに大変な思いをしてるかも知らずに。

「そうだぞ、遊佐。手作りのクッキーを焼くのってものすごく大変なんだからな、ありがたくもらわないとバチが当たるぞ」

　織田は織田信長の末裔の魔王のくせに、どうしてときどきものすごく所帯じみたことを言うのだろう。魔王である織田にまでそう言いふくめられてしまうと、ここでクッキーを海に投げ捨てたりしたらどう見ても俺が一番悪い魔王みたいになってしまう。しかたなく、

「……わかった。いただきます」

　と、俺はクッキーが入ったタッパーをリュックサックに入れようとした。

　ちなみに俺が背負っているこのリュックサックには、洗った体操服とか絵の具箱とか辞書とか、いろんなものを詰つめこんであるのでパンパンだ。ふつう、遠い学校から帰省する場合、荷物は宅配便で寮りように送るのがかしこいと思うのだが、麻桜島のことは秘密であるため、ふつうの宅配便は使えない。そして、魔王ギルド直営の宅配便の窓口はうちからちょっと遠いので、持って行くのが面めん倒どうくさかった。だからつい、リュックサックにぜんぶ詰めこんでしまったのだ。

　リュックサックがあまりにもパンパンなので、かさばるタッパーはなかなか入らない。ウエストポーチにねじこもうとしたけれど、そっちも無理だった。それで俺は、リュックサックの中から体操服を引っぱりだしたり戻もどしたりしながら、なんとかタッパーをしまいこんだ。

「ボオ～ッ、ボオ～ッ！」

　汽笛が、さらにひびいた。いよいよ出航時間だ。織田がハッと船のほうを見て、

「遊佐急げ、これに乗りおくれたら明日まで帰れないぞ！」

　と、叫さけんで俺の腕を引っぱった。麻桜島に帰るのは気が進まないが、帰らざるをえない。始業式をサボったら、出席日数が減る。すると、勇者検定試験の評価に重要な内ない申しん点てんにひびいてしまう。

「じゃ、行ってきます！」

　むしろ気持ち的には「征いってきます」的な感じで、俺は両親にそう言い残し、何だかんだでけっこうおせっかいじゃないかと思う織田に腕を引っぱられながら、船のタラップを駆けあがったのだった。




　やがて、船は港を出た。

「遊ー佐せ・ん・ぱいっ♪」

　港を出るやいなや、俺は背後から声をかけられた。

　俺は、ほかの魔王候補生たちがみんなベンチがならぶ船室で座すわっているので、そこにいるとまわりから集中攻撃されそうな気がして落ちつかなくて、一人で甲かん板ぱんを歩いて風に吹ふかれているところだった。

「はい？」

　だれが甲板に出てきたんだろう、と俺は振りかえった。

　そこに立っていたのは、一年の女子。名前は知らないが、俺はノラ子と呼んでいる。ノラ子はニコニコ満面の笑えみを浮かべて、私服のフリルスカートのすそを両手でぎゅっとつかんでいた。

「げっ……ノラ子！」

「遊佐先せん輩ぱい、明日にならないと会えないかなーと思ってたら、いきなり今日会えちゃうなんてラッキーなのら♪　しかも、こんな逃げ場ばのない船の上で運命の出会いを果たすなんて、超ちようラッキーなのら～♪　えいやっ♪」

　ノラ子は俺の目のまえで、フリルスカートを思いっきりよくまくり上げた。

　もちろん、期待すべき事態など起こりはしない。そこそこ美少女めの下級生のフリルスカートの中から、それぜったい腹が冷えるぞって言いたくなるほど布が薄うすくて小さいパンツが、レースをひらひらさせながら顔を出す……なんて状況は、少なくともこの魔王学校では決して起こりえないことを、俺はすでに知っている。

　果たして、ノラ子のスカートの下から顔を出したのは、いつもどおりクロコダイル調の、緑のパンツだった。

「ノラ子の二学期の目標は、二学期こそ逆上がりができるようになることと、二学期こそ先輩の経験値をいただくことなのら！　行くのらっ、装甲騎竜パンツアー艤装下穿ドラグーンっ！」

「ドギャオオオオオンッ！」

　ノラ子のパンツから、甲こう羅らから出てくるカメのようにドラゴンの首と手足としっぽが伸のび、見る見るうちに大型トラックほどもある巨きよ大だいなグリーンドラゴンに変わった。グリーンドラゴンは、背中にノラ子をのせてバタバタ羽ばたきながら、俺に向かって真っ赤な炎ほのおを吐はいてきた。

「グオオオオオオオッ！」

「おいこら、船が火事になるだろ！　出いでよっ、消火器！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえた。魔王たちは、危険物持ち込み禁止の学校に平気で武器を持ちこんでくる。俺はそれに反撃しないと殺されてしまうけど、でも勇者たるもの、いくら相手がルール無用の反則技をくりだしてきたところで、それじゃあと自分もルールを破るわけにはいかない。勇者はいつも、あくまでも正々堂々とあらねばならないのだ。

　そこで俺がひねり出した窮きゆう余よの一策ってやつが、この剣の呪言ソード・ワードだ。これは「言こと霊だま」の一種で、ことばを口から出すと、それが実際の物質として出現する。だから消火器と言えば、当然俺の手元に赤い消火器があらわれて、俺はその長いホースをつかんでさっそうと火を消……。

「……あ、れ……？」

　俺はたしかに、片手に赤いものを持って、もう片手にホースを持っている。でも、何だか手ざわりがヌメヌメネチネチしてて、やわらかい。俺はおそるおそる、自分の手もとを見た。

　俺がかかえていたのは、赤い巨大な胃い袋ぶくろで、手に持ったホースはそれからのびる長い腸……だめだ、これ以上はグロすぎるので、描びよう写しやできない。とにかく結論だけ説明すると、俺の手の中にあったのは消火器じゃなくて、

「消化器かよ！」

　焦あせっていると、剣の呪言ソード・ワードはこのような誤ご爆ばくをする。どんなトラブルがあろうとも、たとえドラゴンの炎がすぐそこまで来ていても、勇者たるもの冷静に精神統一をしなければならないのだ。冷静沈ちん着ちやくを保ち、決して焦ってはいけないとわかってはいるけれど、俺はまだまだ修しゆ行ぎよう途と中ちゆうで未熟なので、剣の呪言ソード・ワードもまだまだ百パーセント使いこなせてるとはいえない。

　いや、そんな細かい説明はどうでもいい。今の俺の状況をかんたんに説明するならば、目の前には炎を吐くドラゴンがいて、俺の手にはなぜか消化器が握にぎられていて、俺が突きだした腸の先がドラゴンの炎でじゅうじゅう焼かれて、焼肉屋さんのようなにおいがまわりに充じゆう満まんしていた。そして、あと三秒で炎は俺のもとに到とう達たつし、俺も焼肉になるだろう。

「しょしょしょっ、しょかっ、しょうかっ……！」

　焦りすぎて、もうことばを出すところからつまっている。このまま俺は、手の中のミノのようなものやテッチャンのようなものといっしょに焼かれてしまうのか……。この状況で考えるべきことでもないんだが、焼肉屋に行くと最初に出てくる四角いキャベツは、肉がくるまで焼いて食べてろということなのか、それともあのまま生で食べるのが正解なのか？　テーブルの上の、塩とごま油をふりかけて生で食うのがツウなのか？

「出でよっ、茶ちや坊ぼう主ず！」

　俺が目の前の現実から一いつ瞬しゆん逃とう避ひして、四角いキャベツのことを考えていると、とつぜん織田の凛りんとした声がひびいた。

　俺たちから少しはなれたところで、織田が背中にせおった長ドスをすらりと抜ぬいていた。鏡のようにきらめく刀身から、抹まつ茶ちや色いろの羽織はかまに身をつつんだ茶運びカラクリ人形のような小さな人形がぼわんと現れる。

　人形はその手に、お茶が入ったお椀わんを持っていた。ドラゴンの炎をよけながら素す早ばやく飛びまわり、ドラゴンの顔面間近まで一気に距きよ離りをちぢめると、茶ちや碗わんをひっくりかえした。

　―――ドザア！

　茶碗から滝たきのようにお茶があふれ出し、ドラゴンの頭からぶっかけられる。

「グオオオオオオンッ！」

　ドラゴンの口から炎が消え、まるで塩をかけられたナメクジのように、しおしおと小さくなってしまう。……そうか、こいつは水が弱点だったのか？

「きゃあああ～っ！　やらあっ、熱いのら～っ！」

　ドラゴンは緑のパンツに戻ってしまい、ノラ子はお茶でぬれてしまったパンツを押おさえながら、その場にへたりこんでしまった。

「やらあっ、おもらしみたいなのら～！」

　ノラ子は真っ赤になって、スカートをひっぱり必死でぬれたパンツを隠かくそうとした。

「オラ一年生、トイレでパンツはきかえてきな。寮に置いてあったパンツが最近減ってきたからセイユーで買いたしてきたんだ、新品だぞ」

　織田がノラ子に紙袋を放ほうりなげた。セイユーの紙袋だ。ノラ子は、目をうるうるさせながら織田を見あげた。

「織田先輩、見た目はすっごく怖こわそうだと思ってたけど、優やさしいのら～……。ノラ子、すぐ着がえてくるのら！」

　ノラ子は、ぱたぱたと船室のほうへ走っていった。俺はホッと胸をなでおろしながら、織田に言った。

「ありがとう、織田……助けてもらったな」

「はあ？　助けた？　だれが？　だれを？」

　織田は、思いっきり眉み間けんにしわを寄せながら、俺に言った。

「かんちがいすんなよ、遊佐。アタイはテメーを助けたわけじゃねー！　ただ、こんなとこで火を吹かれて船が火事にでもなったら、竜崎との約束に間にあわなくなっちまうからだからなっ！」

　たとえそうでも、礼を言われたんだからとりあえず自分の手て柄がらにしておけばいいものを、織田は正直者なんだろうか？　正直はいいことだが、しかし正直に話しているだけなのに、なんでこんなにプンスカ怒おこっているのだろう。

　そして、今織田は「竜崎との約束」って言わなかったか……？

「竜崎との約束って、何なんだよ」

「竜りゆう宮ぐう特製のクラーケンのふりかけ『ふらーけん』がすごくおいしかったから、お土産みやげをたのんだんだ。今日の晩飯の前に渡してくれ、って頼たのんであんだよ」

「雑な商品名だな」

　クラーケンは巨大なイカの怪かい物ぶつだ。マオウイカと同じように、くさみが強くて俺は苦手だったけど、織田はお土産をたのむぐらい気に入ったのか。

「竜崎、まさかとは思うが、お土産忘れてねーだろうな。竜宮に遊びに行った帰りに、バタバタしながら頼んだっきりだからなあ……。ゆうべ、確かく認にんの電話入れとけばよかったかなあ……」

　織田が、心配そうに甲板から海のほうを見た。

「大だい丈じよう夫ぶだろ。竜崎はぼんやりしてそうに見えるけど、約束とかはけっこうきっちり守るぞ」

「そうか？」

「うん、デートとかのときもちゃんと時間どおりくるし、俺が遅おくれてもずっと待っててくれげふんげふん！」

　危ない、うっかり俺と竜崎の秘密デートのことを話してしまうところだった！　いや、別に秘密というわけでもないのだが、人にべらべらしゃべるのも恥はずかしいし。

「どうした、風邪かぜか？　アタイにうつすなよ？」

　織田は俺に背中を向けて立ち、長ドスの刀身をじっと見つめている。良かった、そっちに気がそれていて、今の俺の発言を聞き流していたようだ。

「どうした、織田？　何見てるんだ？」

「竜崎がいるかなーと思って、茶坊主を飛ばしてんだよ」

　俺は、織田の横に移動して刀身をながめた。織田の茶坊主は、遠えん隔かくカメラのような働きもする。遠くへ飛んで、その目で見たものが茶坊主の本体であるこの刀に映されるのだ。

　刀には、青い海がうつっている。果てしなく何も無い大おお海うな原ばら……その真ん中にぽつりと、白い小さな波が見えた。

「あれっ。ここ、何かいるぞ」

　俺が指さすと、茶坊主も気づいたのか、小さな波がぐいーんとクローズアップした。

　それは、大きなマオウイカの背中に斜ななめ座りで座っている竜崎と、その後ろに乗っているペルチェだった。竜崎は淡あわいピンク色のワンピースが海風にひらひらしていて、すごく似合うし、あいかわらずかわいい。ペルチェは、いつもはメタリックなチューブトップのような、布が少なめで体の線がぴったり出る未来っぽい服を着ているのだが、竜崎と色ちがいでおそろいの、水色のワンピースを着ている……何だか、けっこうペルチェは押しに弱いのかもしれない。にあうけど。

　二人が乗っている、胴どう体たい（イカメシのごはんをつめる部分）だけでも十メートル以上もある巨大なマオウイカは、白いボートのように見える。

　竜崎のひざの上には、怖い顔をしたチワワのガルムが座っていた。二人とも俺とちがって、荷物はきちんと別便で送ったようだが、でも手ぶらというわけではなく、竜崎の手には「おみやげ処どころ　竜宮堂」と印刷された紙かみ袋ぶくろがある。

　そのとき、竜崎が茶坊主に気づいて、ニコニコしながら手を振ふってきた。

『あっ、志信か？　志信は今、どこにいるのだ？　約束のふらーけん、いっぱい買ってきたぞ♪　竜宮宅配便を使おうと思ったが、遅れたら困るから、これだけはこなた自分の手で持って帰ることにしたのだぞ♪　こなた、これからヒロをむかえに行ってから麻桜島へ戻るが、夕ゆう餉げの時間にはちゃんと戻ってくるから心配は無用だぞ♪』

　竜崎は茶坊主に向かって、紙袋をぱかっと開いて見せた。中には、「深海ふりかけ　ふらーけん」と書かれた小こ瓶びんがいっぱい入っていた。

　竜崎は俺といるときだけじゃなく、だれに対しても優しくて愛あい想そがいいんだな。そういうところがますますかわいいとは思うんだが、でも、魔王なのにこの性格で大丈夫なのかな、とちょっと心配になったりもする。

　そばにいるのが俺だからいいようなものの、悪い勇者にでも引っかかったら、世界の半分も竜崎も何もかもうばわれてしまうんじゃないかと思って、せっかく久しぶりに見る竜崎の笑え顔がおなのに、俺は何だか胸が痛い。

　そして、なぜか織田もけわしい表情をしている。せっかく竜崎が待望のふらーけんをいっぱい買ってきてくれたというのに、どうしてだ？

「……ちょっと待て、竜崎。遊佐をむかえに、って言ったか？」

　すると、ペルチェが無表情のまま、竜崎のかわりに答えた。

『わたしの名はペルチェ……。ただし、これは竜王の娘むすめ・竜崎リュウナの四天王、淫魔サキユバスの魔王の夢ゆめ野のサキおよび、毒水蛇ヒユドラの魔王の黄よ泉み原はら冥めい土とには秘密ですので、お忘れのないように……わたしの名はペルチェ……』

　メタリックに輝かがやく髪かみ、銀色の瞳ひとみ、細身でやや長身のペルチェは、液体金属の体を持つ、未来からこの時代を支配するためにやってきた完全究極機械魔王だ。

　いや、ペルチェのプロフィールを紹しよう介かいしてる場合じゃない。俺おれは、びっくりして叫んだ。

「竜崎、なんで俺をむかえにっ？　俺はもう連れん絡らく船せんに乗ってるんだぞっ？」

『何だか雑音が多くてよく聞こえないぞ、志信。いっしょにだれかいるのか？』

　竜崎には、こちらの声がよく聞こえないようだ。海の上は風が強いし、波の音や船のエンジン音もはげしいせいだろう。それに、こちらからの声は茶坊主の口から出る方式になっているので、茶坊主が小さい＝スピーカーが小さいぶん、聞き取りにくいのか？

「っていうか、竜崎、テメーどこを泳いでんだよ？」

　織田が、刀のつかにある金の飾かざりをボタンのように押して、表示を切りかえた。映像モードから、カーナビのような地図モードになる。けっこう高機能である。

　ふと、俺はゆうべの電話のやりとりを思いだした。

『カメに乗ってむかえに行くぞ』

　と言った竜崎に、俺は、

『カメはやめろ』

　と言った……それは、「一いつ般ぱん人じんに目もく撃げきされて魔王の存在がばれたら、魔王ギルドから処しよ罰ばつされるから、むかえにくるな」という意味だったのだ。まさか竜崎が、「ならば、イカなら大丈夫、ということだな？」などと、斜め上うえの行動を取るとは、予想だにしていなかった。

『あっそうだ、志信。ペルチェもさっき言っていたが、こなたがヒロをむかえにいったこと、サキと冥土にはないしょだぞ？　ヒロはかっこいいから、こなたが仲良くしてると、二人がヤキモチを焼いてすごく怒るのだ。まあヒロはかっこいいから、しかたがないのだがなっ』

　おいバカ竜崎、織田の前で何言ってんだバカ！　俺なんかべつに全然かっこよくないし、ほら、織田も呆ぼう然ぜんとしてるじゃないか！

「寝ねボケてんのか竜崎、このヌケサク！」

　織田は刀に向かって、血相を変えてどなった。いや、寝ボケたことを言ってるとは思うが、そこまで怒るほどのことでも……。

「すぐＵターンしろ！　そっちへ行くなバカ！」

　……えっ？

　俺は、あわてて織田の刀をのぞきこんだ。刀にうつっているのは地図、というか海図で、一面水色が広がっているのだが、ぽつんと茶色い島が見える。あれ、竜崎は俺をむかえに、つまり東とう京きよう湾わんのほうへ向かってるはずなのに、この島って……？

「テメーが向かってんのは、聖セントレジェンド島だボケッ！」

　ええええええええっ！

『おかしいなあ、だいぶ進んでるのにちっとも着かないぞ。ゆうべイカには、ちゃんと地図を見せたのだが……』

　イカが地図を読めるわけがないだろう！　その頭のように見えるのは胴体だ、中には脳ミソじゃなくて塩しお辛からの原料がつまってるだけなんだぞ！　と、俺がツッコミを入れようとした瞬しゆん間かん、

『きゃあああああああ！』

『！』

　竜崎の悲鳴があがった。ペルチェは、無表情のままだ。

　織田はあわてて、刀の映像を切りかえる。とたんに、白銀の輝きが刀からはなたれた。まぶしさに、俺は思わず目をおおう。何とかうす目を開けながら、そこに何があるのか見ようとした……それは、神こう々ごうしいまでにまばゆい白銀に輝く、ホワイトドラゴンだった。

　明らかに、かなりレベルの高い勇者の召しよう喚かん獣じゆうだ。聖セントレジェンド島の勇者に気づかれて、マオウイカが襲しゆう撃げきしてきたと思われ、先制攻こう撃げきをかけられたのか？　マオウイカは勇者が好物なので、ふだんはエサを求めて、聖セントレジェンド島のまわりをウロウロしている。だから、聖セントレジェンド島の勇者たちはマオウイカに対して常に警けい戒かい態勢をしいていてもおかしくないのだが、それにしても、こんなすごい召喚獣に警備させているなんて。

　ホワイトドラゴンの鋭するどい爪つめが、竜崎の背中を大きく切きり裂さく。

「きゃあ！」

　赤い血の玉が飛び散った。傷はぱっくりと大きく開いて、明らかに致ち命めい傷しようだ……そのとき俺は、竜崎に聞こえはしないのに、思わず叫んでいた。

「竜崎っ、海に飛びこめ！」

　俺が叫ぶまでもなく、竜崎はバランスをくずして海に落ちていた。その瞬間、竜崎の背中の傷がしゅっと消えた。織田が、びっくりして目を見開く。

「傷が治ったっ？　そうか、竜崎は海に入ったら体力が無限回復するんだったっけか」

「だから海に飛びこめって言ったんだ。竜崎、そのまま潜もぐってろ！」

　俺は叫んだ……が、海の上にはいっしょに海に落ちて取りのこされたガルムが、あっぷあっぷ犬かきで泳いでいた。すぐに竜崎は海面に上がってきて、ガルムを助けあげる。

『大丈夫か、ガルムっ？』

『がるるー！』

　ガルムは竜崎にしがみつく。いくら無限回復したって傷つけられれば痛い、それを覚かく悟ごで竜崎は海面まで戻ってきた。竜崎が優しいのは俺もじゅうぶんわかっていたけど、でも今は竜崎の優しさが通用するような状じよう況きようじゃない。竜崎が泳いでることに気づいたホワイトドラゴンは、ひらりと空中でターンすると、竜崎を爪でつかみあげた。

『きゃー！　きゃーきゃーきゃーっ、何をするのだ、放せっ、放すのだー！』

　竜崎は絶ぜつ叫きようし、何とかのがれようと身をよじるのだが、ホワイトドラゴンの爪はびくとも開かない。

『がるるー！』

　ガルムは、必死で竜崎の足にかじりついてぶら下がっている。

「竜崎！」

　俺は叫んだ。ホワイトドラゴンはまさか、竜崎が海に入ると完全回復することに気づいたのか？　それで、海から上げてから殺そうとしてるんじゃないのか？　だとしたら、竜崎が危ない！

「織田、これどこだ！　船の進路を変えてもらって、助けに行くぞ！」

「バカ言うな、アホ遊佐！　聖セントレジェンド島の領海に麻桜中学の連絡船が突つっこむなんて、全面戦争の宣戦布告だぜ」

　織田にいさめられて、俺はハッとした。いつもは織田のほうがずっと頭に血がのぼりやすいのに、竜崎のことになると、俺は冷静でいられなくなるらしい。

　でも、だとするとどうやって竜崎を助けに行くか？　俺は必死に考える。

　いっぽうペルチェは、マオウイカの上ですっくと立ちあがり、その腕うでを伸ばした。

『ホワイトドラゴン……完全究極機械魔ま王おうのわたしの前では、ザコも同然ですね。竜王の娘は、こちらに返していただきます。白き竜りゆうよ、ゆで卵を輪切りにする道具にかけたゆで卵のように、きれいに輪切りにしてさしあげましょう……わたしの名はペルチェ……』

　ペルチェの腕の先が銀色の触しよく手しゆとなり、長く伸びてホワイトドラゴンに攻撃をしかけた。液体金属の触手は細く長く、ピアノ線のようになってホワイトドラゴンの体に巻きつく。

「やったぞ！　がんばれ、ペルチェ！」

　俺は手に汗あせを握って、ペルチェを応おう援えんした。

『さあ、すっぱりと輪切りに……』

　ペルチェが、ぐっと腕に力を入れる。だがそのとき、ホワイトドラゴンの全身がカッと光った。

『ジュウウウッ！』

　熱したフライパンの上に水をこぼしたときのような、激しい音と銀色の湯気が上がった。高熱によって、液体金属が蒸発してしまったようだ。

『っく……！』

　ペルチェが腕を引っこめた。そこにホワイトドラゴンが、容よう赦しやなく炎を吐く。

『グオオオオオオオッ！』

　ホワイトドラゴンは青い炎を吐きだした。炎は、周囲数十メートルをなめるように包みこむ。織田が、

「何だ、このバカみたいな火力は？　中ちゆう華か料理でも作る気か？」

　と思わずうなるほど、とんでもない炎の量だった。たちまち、ペルチェの体は青い炎に包まれて見えなくなった。

「ペルチェ！」

　俺は叫さけんだが、返事はなかった。魔法化学の時間に習ったが、たしかロウソクを燃やしたとき、赤い炎よりも青い炎のほうが温度が高かった。ロウソクの中の赤い炎は六〇〇度ぐらい、黄色い炎が九〇〇度ぐらいで、白い炎は一四〇〇度もあるらしい。ホワイトドラゴンの炎は白を通りこして、鉄を溶とかして溶よう接せつするときに使うアセチレンバーナーのように青く輝いている。あれっていったい、何度あるんだ？

　いや、こんなところで理科のおさらいをしている場合ではなく、要するに俺が言いたいのは、さっきノラ子のグリーンドラゴンが吐いた赤い炎よりも、ホワイトドラゴンの炎のほうがはるかに温度が高くて熱いってことだ。鉄をも溶かすほどの高熱の炎ってことは……液体金属でできているペルチェはどうなるんだ？

『ギュルルルルルルゥゥゥーッ！』

　断だん末まつ魔まの声とともに、ジュウジュウと激しくマオウイカが焼ける音がする。マオウイカの足がみるみるスルメのように縮んで曲がり、数秒ほどで完全に黒コゲの消し炭になってしまった。

『ギャオオオオオン！』

　マオウイカを始末したホワイトドラゴンは、誇ほこらしげに吼ほえると、大きな翼つばさを広げて青い空に舞まいあがった……竜崎とガルムをつかんだまま。茶坊主は、竜崎の胸ポケットに入っているようだ。俺たちから見えるのは竜崎からの視点……ホワイトドラゴンの爪にしっかりとつかまれている体と、いっしょにつかまれている「ふらーけん」の入った紙袋、空中でぶらぶらしている竜崎の足、その足の先にかじりついて必死に竜崎にしがみいているガルム、どんどん遠くなる海面、波のあいだに沈しずんでいく真っ黒こげの焼きすぎマオウイカ……。

『助けてーっ、ヒロ、助け……』

　とつぜん竜崎の声が消え、それと同時に織田の刀に映っていた映像も消えた。

「くそっ、しまった！　結界に入られた！」

　織田が舌打ちした。

「結界？」

「映画館に入ったら、携けい帯たいが使えなくなるだろ。あれと同じだ、たぶん魔王の使い魔とかに偵てい察さつされないように聖セントレジェンド島のまわりに魔法結界を張ってあるんだ」

「ってことは？」

「アタイの茶坊主と竜崎がどこに連れて行かれたのか、わからねーってことだ……」

　ぽつりと織田が言ったそのことばの重さは、俺の胸にあまりにも重く、ずしんとひびいたのだった。







二章　勇者は旅立つ、魔王を助けに？







　竜りゆう王おうの娘・竜りゆう崎ざきリュウナが、聖セントレジェンド中学の召喚獣につかまった……。

「そうだ、竜王さんだ！　竜王さんに連れん絡らくすれば、何とかしてくれるかも！」

　俺はすぐに、船の上から竜宮に電話した。ふつう海のど真ん中で携帯電話はつながらないのだが、竜宮への電話は、竜宮が海のあちこちに設置してある専用アンテナのおかげでどこにいてもつながるようになっている。

「そーだな、竜崎は竜王の娘なんだから、ホワイトドラゴンが聖セントレジェンド島とうに戻もどる前に、海の魔ま物ものに攻撃させて取りかえせるかもしれねーな！」

　織お田だも、ちょっと元気を取りもどしてそう言った。

　竜崎の父親の竜王さんは、巨きよ大だいなドラゴンに変化するようないかめしい魔ま法ほう使つかいではないかという俺の予想を大きくくつがえし、海運業や貿易業を主しゆ軸じくにすえたリューグー・コングロマリットという巨大起業を経営する、ものすごいやり手ビジネスマンだ。それで、竜宮が所有している船せん舶ぱくといつでも連絡がつくように、またお客さんが世界のどこにいても竜宮に注文できるように、アンテナを整備したそうだ。

　ところが、俺から事情を聞いた竜王さんは開口一番、

『それは、わたしからは何ともできないな』

　いきなりの、竜王さんの突き放はなした返事に、俺はびっくりしてしまった。

「どうして！　竜崎がさらわれたんですよっ？」

『リュウナは、聖セントレジェンド島の近くで迷子になっていてつかまったのだろう？　それなら、正式に勇者サイドの取得物ということになる。魔王ギルドの規定で、それに対して外野が私的に動くわけには行かないのだ』

「外野って、いや言ってる意味はわかるけど、でも竜王さんは親じゃないですか！　それに、まだホワイトドラゴンは島まで戻ってないかも！」

『今それは調べた、だがそのホワイトドラゴンはすでに聖セントレジェンド島の領海内に入っているようだ。竜宮のレーダー網もうに引っかかってこないということは、聖セントレジェンド島の魔法結界内に入っているということだからな。そこに海の魔物を送りこむというのは、竜宮が聖セントレジェンド島に宣戦布告したということになる。きみも知ってのとおり、この現代においては魔王といえども無法な存在ではない。魔王といえども法規は守らねばならないのだ』

「だけど、竜崎が……！」

『いちおう、リューグー・コングロマリットの名で聖セントレジェンド中学の校長に連絡しておく。勇者たちにとっても、将来のことを考えればわが社との関係を良好に保っておきたいはずだろうから、校長は必死にリュウナを捜すだろうし、ふつうに考えれば穏おん便びんに返してくれるとは思う』

「ふつうに考えなかったら？」

『中学生ぐらいというのは、大人の世界の決まりとかコネとか裏取引とか密約とかダセー俺は信じた道をつらぬくぜっ、などという青あお臭くさい気持ちが働く時期でもある。リュウナがそのようなタイプの勇者につかまっていたとしたら、彼かれらは校長が捜しにきても、滅ほろぼすべき悪の魔王であるリュウナを隠して引きわたしはしないだろう』

「それであきらめるんですかっ？　親でしょっ？」

『親でもあるが、わたしは魔王でもある。魔王である以上、魔王ギルド法規に逆らうことはできない。リュウナ自身も、法によって守られてきたのだ……都合が悪いときだけ、法に逆らうのはフェアではないだろう』

　竜王さんの言うこともわかる、ものすごい、厳しすぎるほどものすごい正論だけど……。

　でも俺は、はいわかりました、とは言えなかった。そのまま、だまって電話を切った。

「なんか交こう渉しよう決けつ裂れつって感じだな。なー遊ゆ佐さ、先生に相談してみっか？」

　織田が、俺に声をかけた。えっ、と俺は織田に目を向ける。

「前に聖セントレジェンド中学のやつらが麻ま桜おう島じまに襲撃かけてきてとっつかまえたとき、いろいろ取引して返したことあっただろ？　あれを利用すりゃ、竜崎を返してもらえるかもしれねーぜ」

「あっ……なーるほど！　思いつかなかった、ありがとう、織田！」

「だから、これはアタイの晩飯のためであって、礼を言われるようなことじゃねーつってんだろ？」

　織田は怒っていたけど、でも織田のことばは俺に希望をくれた。海の真ん中で、携帯電話は学校にはつながらない。麻桜島についたらすぐに学校に行こう、学校は船着場のすぐ目の前だし、ダッシュで走っていこう。竜崎を助けられるかもしれない、待ってろ竜崎……と、俺は心の中で何度もとなえていた。




　そして連絡船が麻桜島に到とう着ちやくしてすぐ、俺は学校の職員室に向かって、担任の魂ソウルシエル先生にそのことを伝えた。なぜか織田も、ついてきてくれた。

　魂先生は、明日の始業式で配るプリントを、輪転機でゴリゴリ印刷していた。

　魂先生は長い黄金の髪とでっかい星と三日月の形の金のイヤリングが派手な美人だが、基本体育教師なので、服装はジャージ姿に首からホイッスルだ。だけど魔ま女じよなので、頭には魔女帽ぼう子しを欠かさない。一説には、この魔女帽子は魔ま力りよく増ぞう幅ふく装置になっていて、外すと魔力が減ってしまうらしい。

「またまたー、先生をからかっちゃいけませんよ。いくら竜崎さんがドジっ娘こでも、まさかイカに地図を見せて迷子になって、よりによって聖セントレジェンド島に行ってつかまっちゃうなんて、もっと上手なうそをつきなさい」

　魂先生は、まるっきり本気にしていない。まあ俺だって、この目で見ていなければ、そんなマンガみたいなドジっ娘いるわけがない、マンガだって担当に「こんな展開はありえなくてウソくさいのでボツ」って言われるレベルだ……って、思ってただろうから、しかたがない。

　でも、竜崎がつかまったのは本当だし、どうにかして助けなければならない。俺は、先生にうったえた。

「ウソのようなほんとの話なんです、先生が思ってる以上に竜崎はドジっ娘なんですよ！　だから、早く助けないと！」

「そーだよ、このままじゃアタイの『ふらーけん』が勇者どもの晩ばん御ご飯はんにふりかけられて、食われちまう！」

「いや、あれを好きこのんで食べる人間はまずいないから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　俺は義ぎ理り堅がたく、織田にツッコミを入れた。

「ということは……本当に本当なんですか？　だとしたら、これは大変ですね……」

　魂先生はやっとわかってくれたようで、あせって自分の机に戻ると、ノートパソコンを開いた。何をしてるのかと思ったら、メールを開いていた。

「勇者系病院からの、魔王検死報告の確かく認にんはまだ来ていません……まだ、ペルチェさんも竜崎さんも死亡届は出されていないということですね」

「ペルチェは蒸発しちまったから、死亡届は無理じゃねーのかな」

　織田のことばに、俺は胸が痛んだ。やっぱり、ペルチェはほんとに、消えてしまったんだろうか……。

「そうですか……。でも早さつ急きゆうに、竜崎さんだけでなくペルチェさんのぶんも、聖セントレジェンド中学に返へん還かん要よう請せいを伝えておきましょう」

「返、還、要、請？」

　俺はあきれて、思わずそのことばを繰くりかえしてしまった。

「それって、『返してくれませんか？』って頼たのむ、ってことですか？」

「そうですけど、何か？」

「それのどこが『早急に』なんですか！　そんなことしてるあいだに、竜崎が殺されてしまいます！　竜崎は戦せん闘とう力りよくも魔法力も体力も何も無いのに、竜王と乙おと姫ひめ様の娘だから経験値だけはめちゃくちゃ高いんですよ？　一発逆転をねらいたい落ちこぼれ勇者なんか、喜んで殺しますよ？」

　経験値といっても、ゲームのように殺したそのときにチャリーンと経験値が入るわけではない。経験値というのは、あくまでもギルドに登録されている数値である。たとえば勇者なら、魔王を改心させて「更こう生せい証明書」にサインさせたものか、魔王を殺してギルドの医師に「死亡証明書」を書いてもらい、それをギルドに提出すると経験値のポイントが加算される。

　そして、そのポイントに応じて、たとえば勇者候補生なら十六歳さいの誕生日に受ける勇者検定試験でのランクが変わるわけだ。「伝説の勇者」ランクだと、たとえば自衛隊にいきなり将官クラスから入れたり、警察にいきなり警視監かんクラスから入れたりするという、超ちよう好こう待たい遇ぐうが待っている。一般人がどんなにがんばって勉強したところで、たとえ東大出身でも、これよりだいぶ下の階級からしか入れない。そりゃ、勇者や魔王の存在を隠かくしておかないと、とくにこの不ふ況きようの中、反乱でも起こりかねない。

　それで、魔王学校も勇者学校も、人目をはばかった遠い海の上の島に建てられているというわけだ。

「そうは言っても、こちらサイドが聖セントレジェンド島に上陸でもしようものなら、全面戦争になってしまいますよ」

「全面戦争上等じゃねーか！　焼やき討うちだ、焼き討ち！」

　さすが織田は物ぶつ騒そうである。魂先生は眉まゆをひそめて、首を横に振ふった。

「だめです、教師的には学校でのトラブルは責任問題になりますから、なるべく回かい避ひしたいんですから。とすれば、できることは『要よう請せい』しかないんです」

　魂ソウル先生がわりと生々しい大人の事情で語ったことは、まったくそのとおりなんだけど、でも、だからといって、はいそうですかと竜崎を見殺しにできるわけがない。

「麻桜島に聖セントレジェンド中学の勇者候補生が襲撃をかけてきたとき、何だかんだで帰したじゃないですか？　あれを交こう渉しように使えないんですか？」

「あれはすでに、別の案件と交こう換かん条件になっているので、今回の交渉に使えるかどうかは……」

「別の案件って？」

「麻桜島と聖セントレジェンド島の領海問題ですよ。せっかくセーフゾーンが広がったというのに、まさか思いっきりあっちがわに迷いこむなんて……」

　ふう、と魂ソウル先生はため息をつく。たしかに、俺もため息をつきたい。織田は腕うで組ぐみをして、うーんと考えこんだ。

「そんじゃ、ふつーに取りかえしにいくしかねーかな」

「五秒でミンチになる方法としては、一番適切かもしれませんね。このあいだ聖セントレジェンド中学の生徒たちがやってきて生きて帰れたのは、相手があなたたち未熟な魔王候補生だったからです。今回、相手のレベルがわからないのですから、聖セントレジェンド島に乗りこんで竜崎さんを個人的に取とり戻そうなんてことは考えないように」

　魂ソウル先生は俺たちにそうしっかりクギをさしてから、「校長先生！」と、校長室のほうへ行った。長い白ひげのサンタクロースのような校長が校長室から顔を出し、魂ソウル先生に話を聞くと、みるみる顔色が青ざめた。

「こりゃ、校長にも手出しできねーって感じだな」

　織田が職員室の扉とびらを開けて、廊ろう下かへ出た。俺は織田について廊下を歩きながら、小さな声で織田の背中に質問を投げかけた。

「織田……やっぱり、まだ茶ちや坊ぼう主ずとは連絡がつかないか？」

「助けに行くつもりだろ、遊佐」

「えっ？」

　いきなり図星をつかれて焦あせった俺に、織田は振りかえって、ニヤッと笑った。

「テメーの考えることぐらいお見通しだぜ。ま、アタイでもそーするけどな。勇者なんぞに頭下げて返してもらうなんて、魔王のプライドが許さねーってもんだ」

　織田が、じっと俺を見つめる。俺は、ごくりと息をのんだ。

「……織田。先生に言う……のか？」

「さぁーてどうしよっかなぁー？　条件によっちゃ、だまっててやってもいいぜ？」

「……もしかして、俺の経験値なら、竜崎を助けだしてからなら……」

「助けだせる気でいるのかよ？　聖セントレジェンド島のどこにいるかもわからねー竜崎を、テメー一人で？　寝ボケんな、先生が言うようにテメーはあっさり五秒でミンチになってアタイに経験値なんぞ入りっこねーんだから、そんな交換条件は無効だぜ」

「更生証明書を書いていくさ。俺が死んだらそれをギルドに持っていけば、織田には経験値が……」

「テメーはほんとにバカだな！　アタイがテメーとバトりたいのは、単なる経験値かせぎのためだけじゃねーんだっていつも言ってんだろーが。勇者予備校で剣けん技ぎがトップレベルだったっつーテメーとガチバトルして勝って、アタイの剣技のスキルアップをしてーんだって！」

「じゃあ、交換条件って何なんだよ」

「ここまで言ってもわかんねーか？」

　織田は俺のほうに完全に体を向ける形で振りかえり、あきれたように腰こしに手を当て、でも少し赤くなった顔はそっぽを向いて、言った。

「アタイも連れてけって意味だよ！　言わせんな、バカ」

「アタイも連れてけ？」

　俺はびっくりして、思わずオウムがえしをしてしまった。

「なんで？　五秒でミンチになるって、自分で今言っただろ？」

「でも、勇者候補生どもをブッ倒たおしてデカい経験値をゲットできるチャンスだろ？　それに、アタイはどうしても晩飯のごはんに『ふらーけん』をふりかけてーんだよ！」

　織田は力説した。いや、そんなにおいしいとはとても思えないのだが……。

「まあ、協力者が増えるならありがたいか……」

　俺がつぶやいたとき、ふと、後ろからポンと肩かたをたたかれた。

　ギョッとして振りかえると、二年こうもり組の委員長・黒くろ姫ひめリリ子こが立っていた。

「おはようございます、遊佐さん。召しよう喚かん獣じゆうに乗って朝イチで出てきたつもりだったのですが、連れん絡らく船せんのほうが先に着いていたんですね、わたしとしたことが遅おくれを取りました。ところで……今、おもしろそうな話をされていましたね？」

　長い三つ編みと赤ぶちのメガネの委員長は、地味でおとなしそうな顔に腹黒そうな笑えみを浮うかべて、俺の目をじっと見つめていた。ちなみに委員長も私服だったが、ブラウスにベストにスカート……と、それってむしろ制服のほうがまだ派手じゃないのかというぐらい、地味なファッションである。

　俺はあわてて、首を横に振り、思いっきりとぼけた。

「えっ、おもしろそうな話って、ゆうべのテレビの話かなっ？」

「おもしろかったよな、とんねるず！」

　織田もあわてて話を合わせる。ちなみに、成増出身の織田は熱ねつ烈れつなとんねるずファンである。

「ごまかしてもむだです。お二人が血相を変えて職員室へ飛びこんでいったのを見かけたので、使い魔を使ってちょっぴり盗ぬすみ聞ぎきさせていただいたんですよ」

　と、委員長はスカートのポケットに入れていた、黒い革かわ表びよう紙しの本を取りだす。それは、悪あく魔ま召喚の魔ま術じゆつ書「ソロモンの鎖さ骨こつ」……ではなくて、表紙に黄色いアヒルのひなの絵が描かかれた、コンラート・ローレンツの「ソロモンの指ゆび環わ」なのだが、委員長は力ワザでこの本で悪魔召喚をしてしまう。それもただの悪魔ではなく、魔王クラスですら召喚してしまうのだ。

　すると、どこからか蝶ちようのようなものが飛んできた。いや、蝶ではない。蝶のはねのかわりに、人間の耳が四枚生えた、ものすごく気持ち悪い虫だった。気持ち悪い虫は、委員長の頭の上にちょこんと止まる。まあ、まるでリボンのよう……なんて、思えるわけがない。ますます気持ち悪い。

「これがわたしの盗とう聴ちよう用使い魔の『キキミミ』です。かわいいでしょう？」

「いや、グロい」

「遊佐さん、どうやらご自分の立場がわかっていらっしゃらないようですねえ……？」

　委員長はニヤニヤしながら、俺の顔をのぞきこんできた。

「わたしがこのことを先生に話したら、聖セントレジェンド中学とのあいだでトラブルを起こしたくない諸先生がたは、遊佐さんを結界をはった独どく房ぼうに監かん禁きんしてしまうことまちがいなしなんですよ？」

「言うつもりか？」

「どうしましょうかね？　このことをだまっていたら、もれなく遊佐さんの更生証明書をいただけるとお聞きしましたので、それはちょっと魅み力りよくのある話ですよね……」

「ちょっと待ちな！　その約束はもともと、アタイとの間でしたんだぜ？」

　織田が委員長の前に、ギラリと長ドスを突きだした。そのとき、廊下のむこうを生徒が二人、しゃべりながら歩いていくのが見えた。こっちに目は向けなかったけど、俺おれはあわてて、二人のあいだに割って入った。

「おい、こんなところでケンカするな！　だれかに聞かれたら、そいつまで口止め料に更生証明書をくれとか言い出すだろ？　仲よく二人で分ける、とかは？」

「魔王が仲良く分ける、ですか？　魔王が勇者どものように仲良くパーティを組んで、せっかくの経験値をみんなで分け分けとか、せっかくの世界をみんなで分け分けとか、そんなお花畑っぷりで魔王をやっていられるとでも？」

　委員長が、ずばりと正論を言いはなつ。

「それに、わたしだって魔王ですから、口止め料ごときで経験値をせしめようなどとセコいことは言いません。ずばり、竜崎さんを助けだしたら引きかえに遊佐さんの経験値をいただく、という交換条件ではいかがですか？」

「何言ってんだバーカ。そんなかんたんに助けだすとか、竜崎がどこにいるかわかってんのか？」

　織田がバカにしたように言うと、委員長は胸のところで腕を組み、不敵な笑みをうかべた。

「織田さんこそ、わかってらっしゃいますかねえ？　このわたしが、召しよう喚かん系の魔王だということを」

　と、委員長は黒い革表紙の本を織田の目の前でヒラヒラさせた。

「すなわち、竜崎さんをここに召喚すれば、万ばん事じ解決じゃあないですか」

「召喚って、竜崎はテメーの使い魔王なのかよ？」

　織田がうさんくさそうにたずねた。委員長は、涼すずしい顔でうなずいた。

「ええ、もちろん。以前、国語の小テストの前に竜崎さんがシャーペンの芯しんが無くなったと言ってあせってらしたので、わたしの使い魔王になるならシャーペンの芯を一本さしあげますよ、と契けい約やくを果たしたんですよ」

「思いっきり不当契約だよな」

　俺のツッコミを、委員長はさらりと受け流す。ちなみに、俺も消しゴム半分と引きかえに、委員長の使い魔にされているわけだが。勇者が魔王の使い魔になるなんて勇者ギルドから除名ものだが、委員長を更生させれば俺も「魔王の使い魔」じゃなくなる、だからがんばってこの麻桜中学の魔王たちを更生させて全員の経験値をもらって、伝説レベルの勇者になるぞー、と俺の夢はふくらんでいたのだが、

「竜崎さんと引ひきかえに、更生証明書にサインをいただけますね？」

　と、委員長がずいっと俺に顔を近づけてきた。すなわち、竜崎の命と引きかえに、勇者としての夢の全すべてをあきらめるということだ。

　でも、俺は迷わなかった。だって、たった一人の命も守れなくて、伝説の勇者になんてなれるはずがないんだから。

「わかった、頼む」

「すなおでけっこうです。では、マジック・キングス・ザ・ギャザリング！」

　委員長が召喚呪文を唱えた。ぐるぐる輝かがやく魔ま方ほう陣じんがドンとあらわれて、その中心に竜崎が……出て、こない。

「あら？」

　委員長は、きょとんと目を丸くする。魔方陣は、むなしくぐるぐるぐるぐる回りつづけているだけだ。織田が委員長にかみつく。

「だめじゃねーか、口ばっかだな委員長！」

「ぐぬぬ。どうやら生意気なことに、勇者どもは、織田さんのしょっぱい茶坊主のみならずわたしの召喚呪文もはじきかえしてしまうほど強力な魔法結界を張っているようですね……」

　委員長はプライドが傷ついたのか、下くちびるをギリギリとかんでいる。織田は怒おこって言い返した。

「おいっ、アタイの茶坊主はしょっぱくねーぜ！　こぶ茶じゃねーんだから！」

「しかしチンケな魔ま法ほう結界など、直接攻こう撃げきで突とつ破ぱすればあっさり砕くだけてしまうもの……。この黒姫リリ子に『口ばっか』などと罵ば倒とうされるような恥はじをかかせたむくいは、受けていただきましょうかね……」

　委員長のことばに、俺は思わず耳をうたがった。

「委員長、それって、いっしょに竜崎を助けに行くってことか？」

「麻桜島に襲しゆう撃げきをかけた聖セントレジェンド中学の生徒たちと同じことをするだけです。彼らが厳重注意ですんだのですから、こちらだって厳重注意だけですむはずです。ちょっと注意されたぐらいで勇者候補生どもの経験値も手に入るわけですし、おいしいじゃありませんか」

「いや、あっちに襲撃かけるってことは『勇者の中に魔王が一人』状態になるんだぞ？　委員長が勇者の経験値をほしがるように、あっちも魔王の経験値をほしがってるんだぞ？　それに、ホームグラウンドのほうがぜったい有利じゃないか。聖セントレジェンド中学の奴やつらが襲撃してきたときだって、俺たちが勝てたのは戦場が麻桜島だったから、増ぞう援えんがあったからだろ？」
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「それぐらい、たいした問題ではありませんよ」

「危険がわかってるのに行くのか？　もしかして、委員長だからクラスメイトを守る義務で動くってことか？」

　俺は、ちょっと期待してしまった。この冷れい酷こくな美少女魔王たちのあいだに友達を思いやる優やさしい心が芽生えたのなら、きっとそのうち全員改心させて、更生させられる……俺以外全員魔王のこの麻桜島において、俺以外の六六五人の生徒を全員更生させる第一歩だ。俺はそんな期待に胸をふくらませながら、委員長にそうたずねたのだが、

「いえ、別に義務とかはありません」

　と、あっさり返されてしまった。

「わたしは、勇者候補生たちの経験値がほしいだけです。お姉様よりもちょっとでも高いランクの魔王になるために、どんなリスクを冒おかしても経験値は必要です。それに実戦経験をつむことで、お姉様に勝てる秘策を編み出せれば……！」

　委員長の姉・黒姫ルシフェは生徒会長で、めちゃくちゃ強い召しよう喚かん魔法の使い手だ。委員長とは犬けん猿えんの仲……というか、委員長は生徒会長を毛け嫌ぎらいしていて、生徒会長は委員長にゆがんだ溺でき愛あいを向けている。

　俺はかつて、生徒会長があやつる沈ちん黙もくの呪じゆ文もんに「剣の呪言ソード・ワード」を封ふうじられた。でも、呪言をとなえるかわりに文字で書く、という方法を思いついて打破した。委員長はまだそれを打破できていないから、あせる気持ちもわからないでもない。

「ということで、邪じや魔ま者ものに見つかって引き止められる前にこっそり出発しましょう。マジック・キングス・ザ・ギャザリング！」

　委員長が召喚呪文を唱えると、ゾウほどもある巨大なグリフォンがあらわれた。グリフォンはワシの頭と翼つばさと前足、獅し子しの下半身を持った、全身まばゆい黄金に輝くモンスターだ。

　俺たちはその背中に乗って、空高く舞まいあがった。




　グリフォンは大きく翼を広げ、風を切って飛ぶ。青い空と青い海が、どこまでも広がっている。

　眼下に、聖セントレジェンド島が見えた。麻桜島の地上からも見えるぐらいだから、ふたつの島はそんなに遠くはないのだ。

「さて、竜崎さんはどこへ連れて行かれたのやら……」

　委員長は、高空から聖セントレジェンド島を見下ろす。俺も、いつも麻桜島の港から指をくわえて見ているばかりだったので、こんなふうに全体を見下ろしたことはなかった。

　島のまわりには、要よう塞さいのように高い堤てい防ぼうがめぐらされている。そして島の上には、白く輝く建物が見えた。

　麻桜島は広めの平地が無かったので、島の中央はジャングル状態の山になっていて、島のはしっこに校舎、反対側のはしっこに学がく生せい寮りようが作られている。

　だが、聖セントレジェンド島は麻桜島に比べてずっとなだらかなので、島のまわりは緑の庭園になっていて、島のてっぺんに建物が集中している。中心には、僧そう侶りよ系勇者が瞑めい想そうするための大聖堂の尖せん塔とうが見えて、麻桜島にくらべるとずいぶん風ふう光こう明めい媚びだ。フランスの観光名所の、モン・サン＝ミッシェルに似ている。

「何だか、いかにもお姉様あたりが玉座を置きたがりそうな、趣しゆ味みの悪い大聖堂ですねー」

　委員長が文句を言った。

「そうかなあ。受験案内で見たけど、ステンドグラスとかすごく綺き麗れいだったぞ。鐘しよう楼ろうの鐘かねはふつうの金属じゃなく、魔ま法ほう力をこめたミスリル銀製で……」

「うわっ、ミスリル銀とかサイテーじゃねーか！　アタイ、それの金属アレルギーなんだよなー」

　織田にもずいぶん不評だ。やっぱり、魔ま王おうと勇者は趣味が違ちがうようだ。

「あの鐘の音も、ときどき風向きによって麻桜島に流れてきますけれど、最悪ですからね。ガラスを引っかいた音のほうが、まだましです。つねづね、苦情を入れようかと思っているんです」

「俺もときどき聞いてるけど、けっこういいと思うけどなあ。鐘が八個あってドレミの音階になってて、オルゴールみたいに賛さん美び歌かを演奏してるだろ？　すごいきれいだと思うけどなあ」

「ぜんぜん」

　委員長の返事は、ものすごく冷たい。

「そうかな、きれいなメロディーだと思うけど。勇者予備校でも一番最初に習った賛美歌だぞ、♪ハレルヤ・ハレルヤ・グローリア・イン・エクセルシス・デオ・ハレルヤ……」

「だーうるせー！　音おん痴ちな歌歌うなボケ！」

　そして、織田には思いっきりどなられた。

「いや、そんなにうまいとも思ってないけど、音痴ってほどでもないと思うんだが……」

「だからですよ。遊佐さんはもともと剣けん士し系勇者だったのが、剣の呪言ソード・ワードの修しゆ行ぎようを積んだことで、魔ま法ほう剣士系勇者になっているんです。それが魔王の耳元で賛美歌を歌うんですから、鼓こ膜まくに攻こう撃げき魔法をかけられまくっているようなものです、少しは配はい慮りよしてください」

　委員長に論理的に注意されて、俺は驚おどろいた。

「じゃあ、俺なんかの歌でも、ちょっと魔法が発動したってことか？」

「このアタイがこれだけ不快に感じるんだから、よっぽどパワーのある賛美歌ってことだな。そんなのガンガン鳴らしまくりながって、ほんと勇者ってやつは独善的でムカつくぜ。思いっきり騒そう音おん公害だから、あの鐘ブッ壊こわしてやろーかな」

　織田は相変わらず、言動が破は壊かい的てきだ。

「やめろって、俺たちの目的はそれじゃなくて竜崎を助けることだろ？」

「竜崎さんなら、聖セントレジェンド中学は麻桜中学とちがって建物が一ヶか所しよに集まっていますから、探すところはしぼれますね。わりと楽勝かもしれませんよ」

　委員長が言うと、織田もうなずいた。

「だな！　竜崎を助けだしたら、委員長のごはんにも『ふらーけん』ふりかけてやっからな！」

「やめてください嫌いやです」

　委員長が光の速さで織田にことばを返していた。やっぱり委員長も、あの味は好きではないらしい。

「楽勝ってほどじゃないだろ。問題は、どうやって警けい備び網もうに引っかからないように近づくか、だよな」

　俺は考える。少なくとも、島に近づいたマオウイカに対してすぐにホワイトドラゴンが攻撃してきたということは、海からくる敵は完全に察知されてるということなんだろうか。

「聖セントレジェンド中学の侵しん入にゆう者しやは、夜にこっそり何度も下見して、用よう意い周しゆう到とうに警備のうすいところを突ついてきましたが……」

　委員長は、じっと聖セントレジェンド島を見つめて、どのへんが防備がゆるそうか探しているようだ。

　ところで、ずっと言ってるその、聖セントレジェンド中学から侵しん入にゆうしてきた勇者というのは、俺の親友の天てん竺じくフリトのことだ。長身に長い銀ぎん髪ぱつ、どこから見ても完かん璧ぺきな勇者の中の勇者のフリト。

「あっ、そうだ。フリトに電話すればいいんじゃないか！」

　ピキーン、と俺は名案を思いついた。フリトがもし、もう聖セントレジェンド島に戻ってれば……だが、竜王の娘むすめを捕つかまえたという噂うわさぐらい聞いてるかもしれない。

「おや。何だか単純な解決策で気き抜ぬけしますが、そのとおりですね」

「フリトは、竜崎のことも知ってるし。話を聞くぐらいなら、迷めい惑わくかけないよな」

　ラッキーなことに、船から下りていきなり職員室、職員室を出ていきなりグリフォンの背中に乗って空へ舞いあがったから、俺はリュックサックを背負ったままだ。携けい帯たい電話は、リュックサックのポケットに入れてある。俺は携帯電話を取るため、リュックサックを背中から下ろそうとした……そのとき。

「リィ～ィリっ子ちゃん、見ィ～つ～けたっ♪」

　楽しげで軽かろやかな、なのになぜかものすごくドス黒い声が、俺たちよりさらに上空からひびいてきた。

　夏休み明けの突き刺ささるような青空の中に、くっきりと黒いドラゴンの影かげが刻まれている。それを見上げた委員長の顔が、みるみるこわばっていった。

「……お、姉……様っ！」

「えっ、生徒会長？　なんで生徒会長がここに？」

　俺は焦った。もしかして竜崎のことを聞きつけ、俺たちを止めにきたんだろうか？

　ブラックドラゴンは優ゆう雅がに舞い降おり、生徒会長が俺たちのグリフォンの横に並んで、俺たちにあざやかな笑みを向けた。光の粒りゆう子しのように輝く黄金の髪かみ、六枚の翼を模した頭飾りサークレツト、そして優しげで完璧な美び貌ぼう。女め神がみと言われても信じるほどの気品と美しさを誇ほこる生徒会長は、その優雅さをますます際きわ立だたせるような、ゴージャスなレースを襟えりにも袖そでにも幾いく重えにも使った、白いブラウススーツを着ていた。

「リリ子ちゃん……わたくし、ゆうべ言いましたわよね？　何度も念を押おして、言いましたわよね？　帰省のときは、ツンデレなリリ子ちゃんが先に帰ってしまってわたくしとてもさびしかったから、新学期に麻桜島に戻もどるときは姉きよう妹だい仲なか良よくいっしょに戻りましょうね……って？　忘れちゃったのかしらん？」

　生徒会長は、ものすごく優しげに微ほほ笑えんでいる。目も、本気で微笑んでいる……だからこそ、それが怖こわい。

　そして委員長は、こわばった表情で生徒会長をにらんでいた。

「帰りたければ、自分ひとりで帰ればいいじゃないですか、お姉様。できれば土に返ってくれると、とてもうれしいのですけど」

「もちろん死ぬときはいっしょのお墓に入ってあげますわよ、リリ子ちゃん。永遠に、逃・が・さ・な・い♪」

　ちっちっち、と生徒会長がお茶ちや目めに人差し指を横に振る。

「なのにリリ子ちゃんったら、わたくしが必死に追いかけてやっと学校に戻ってきたと思ったら、クラスメイトといっしょに空のお散歩だなんて、わたくしほんとにがっかりしましたわ。友達のほうが大事なのですかしら？」

「別に、友達のほうが大事とかではありません。というか、そもそも魔王は友達など作りませんから！　単にわたしは、お姉様といっしょに行動したくないから先に一人で帰ってきたんです。ですから、こんなところまで変態ストーカー丸出しで追いかけてくるのはやめて、さっさとお引き取りくださいませんか？」

　委員長がきっぱりそう言い切ると、生徒会長はますます明るく笑った。

「まあ、ほんとにリリ子ちゃんったらツンデレちゃんなのですから！　わたくしといっしょに行動するのが、そんなに恥はずかしいのですかしら？」

「しかたがありませんね。お引き取りくださらないなら、かわりに息をお引き取りくださいますか？」

「リリ子ちゃんが吐はいた息なら、いくらでもお引き取りいたしますわよ♪　はすはす♪」

　うわあ、へんたいだー。

「ざけんなボケがァァァーッ！　これ以上ワシは、テメーなんぞのオモチャにされたくねェっつっとんのがわからんのかッ、このドサンピンがァァァーッ！」

　あまりにも生徒会長に話が通じないものだから、ついに委員長がキレた。委員長の実家は、黒姫コンツェルンというブラック企き業ぎようだ。委員長も、いつも冷静な仮面をかぶっているが、興奮するとブラック企業の令れい嬢じようとしての地が出るようである。

「あら……リリ子ちゃん、せっかくそんなに顔がかわいいのに、そんなに口が悪いと、わたくしちょっぴりガッカリしてしまいますわよ？」
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　生徒会長は、形の良い金色の眉まゆを大きく下げて言った。

「ガッカリしてくださってけっこうです、それでわたしにこれ以上つきまとわないでいてくださるなら、どんどんガッカリさせたるわこのクソボケェ！」

　委員長がどなる。生徒会長は、あいかわらず静かな泉のような笑みをたたえながら、優しい声で言った。

「あらまあ、リリ子ちゃんったら、反はん抗こう期きですのね。でも大だい丈じよう夫ぶ、わたくしは姉として、妹を教育する義務がありますわ。わたくしは優しい姉だから、妹がどんなに不良になろうと、見捨てたりしませんわ。リリ子ちゃんが理想の妹になるまで、くじけずにがんばりますわ」

「理想の妹って、わたしはこれがわたしなんです、お姉様の好き勝手に変えられたくありません！」

「リリ子ちゃん、そこは『はい、わかりました、大好きなお姉様のおっしゃるとおりにいたします♪』と答えるのが、かわいい妹への道の第一歩ですわよ？」

「だから、ワシは別にテメーのかわいい妹なんかになるつもりはねェっつってんだろォがァァァァーボケェェェェーッ！」

　力いっぱい委員長は激げき怒どする。織田でも、ここまで言葉づかいは汚きたなくない。ある意味、生徒会長にちょっとぐらい教育してもらったほうがいいんじゃ、という気もちょっとだけしたのだが、

「ほら、そのことばが下品だと言っているのですわ。さくさく添てん削さくして、早くかわいいリリ子ちゃんにしなければなりませんわね。ということは、リリ子ちゃんを愛する心を鬼おににして、愛の鞭むちが必要ですわねェ……」

　生徒会長は、小さく舌なめずりした。愛の鞭って……ことばづかいの注意をされるぐらなら、せいぜいおしりペンペンだよな？

「リリ子ちゃんに熱いお灸きゆうをすえておあげなさい、黒い万軍ブラツク・サバオス！」

「ええーっ！　実の妹への愛の鞭に、いきなり竜りゆう騎き兵へいの一個大隊を呼びだす人とかいるふつうっ？」

　俺の素そ朴ぼくな疑問は、空にみるみる増えたブラックドラゴンたちが吐く炎ほのおの轟ごう音おんでかき消されてしまった。

「ズゴオオオオオオッ！」

　すさまじい音がひびく。空気中で突とつ然ぜん高熱の炎が吐かれたものだから、そこだけ空気が急に膨ぼう張ちようして、雷かみなりのような音も鳴っていた。

「ゴゴゴゴゴゴゴ！」

　ブラックドラゴンが吐く赤い炎は、すさまじい爆ばく音おんを立てながら俺たちのグリフォンをおそう。そして音よりも速く、ブラックドラゴンの背中に乗った竜騎士ドラゴンナイトたちが攻撃してくる。

　竜騎士たちは、黒い鎧よろいで完全武装し、巨きよ大だいなオノや剣を振ふりあげていた。しかも青空の中のゆがんだ空間の中から、それはどんどんと現れて、やがて空一面を覆おおいつくすほどになった。

　これが、黒い万軍ブラツク・サバオス……ふつうの魔王は一回の召喚で一体の使い魔ましか召喚できないのに、生徒会長は一万人の竜騎士の軍を召喚できるのだ。

「クキェェェーッ！」

　委員長のグリフォンも負けてはいない。鳥の中でももっともスピードが出る猛もう禽きん類るいの翼を持ったグリフォンのスピードは、爬は虫ちゆう類るいであるドラゴンの敵ではない。空中で素す早ばやく身をひるがえして、四方八方から乱れ撃うつ炎の攻撃を避さけながら、ボヤボヤしているドラゴンの間合いに一気に飛びこんでいった。

「キエェッ！」

　グリフォンは鋭するどいくちばしでドラゴンの胸をえぐり、鋭い爪つめでドラゴンの腹を切きり裂さく。ブラックドラゴンに取りかこまれて真っ黒ずくめな中で、孤こ軍ぐん奮ふん闘とう戦う金色一点、思わず応おう援えんしたくなる状じよう況きようだ……が、俺にはその余よ裕ゆうがなかった。

「うええ……」

　ものすごいスピードできりきり舞いするグリフォンの背中で、俺はたちまち酔よってしまったのだ。グリフォンは俺たちが振り落おとされないように気をつけて、たとえば背面飛行するときは大きく円を描くようにしていたのだが、その遠心力によって俺の耳の中のか弱いカタツムリは、一発でダメージをくらったようだ。

「バカっ、遊佐！　手をはなすな！」

　織田が叫さけんだその声が、なんだかずっと上のほうから聞こえる。

「……え？」

　俺は目を開けた。吐き気けをもよおして、両手で口を押さえたとき、一いつ瞬しゆん意識を失った……遠心力のせいで、脳貧血を起こしたようだ。

　気がついたときには、俺はまっさかさまに落下していた……というか、高速飛行中のグリフォンから、かなりのスピードで振り飛とばされていた。

「委員長っ、遊佐を拾え！」

「ブラックドラゴンの群むれが分厚くて進めないんですよっ！」

　織田と委員長が言い争う声が、ずいぶん遠い。俺はどんどん落ちていく。

「ウインウインウインウインウインウインウイン！」

　けたたましいサイレンの音が、聖セントレジェンド島のほうからひびいてきた。俺の頭は、まだぼんやりしていた。でも、海面がすぐそこまで迫せまっている。このままだと、海に叩たたきつけられて全身の骨が砕けてしまう。

「ゴムボート！」

　ぼんやりした頭の中で、俺は必死に剣の呪文ソード・ワードをとなえた。いつもあせって違うものが出てくることが多いのだが、頭に血が足りなかったぶん、逆に冷静になれていたようだ。

　ぽふ、と俺の体は黄色いゴムボートに受け止められた。その勢いで、ゴムボートのまわりにバシャーッと水柱が上がり、しぶきが俺の上に降りそそいだ。

　青い空の中、聖セントレジェンド島から五頭のペガサスが舞いあがるのが見えた。聖セントレジェンド島に近い空の上で、黒い大群がドンパチしているのはかなり目立ったから、何事かとようすを見に行ったんだろうか。

　ブラックドラゴンがまず、あわてて身をひるがえして去った。さすが、生徒会長の立場で他校とトラブルを起こすと問題が大きくなるというのを自覚しているのかもしれない。

　グリフォンのほうは、少しためらうように二度ほどくるくる回っていたが、あきらめて去っていった。

「俺のことが、見えてなかったのかな……？」

「そうです……見えていなかったのですよ、少年よ……」

　どこかから、声が聞こえる。聞き覚えのある声だ、でもとても小さい。

　どこから声が聞こえるんだろう、と、俺はきょろきょろとあたりを見まわした。でも、どこにも人の姿はない。そして、俺とゴムボートはいつのまにか、シャボン玉のようなドームにおおわれていた。

「何だ、これは？」

　ドームにさわると、弾だん力りよくがある。外の景色が、すけて見える。ブラックドラゴンの群がいなくなったのを見届けて、ペガサスたちが聖セントレジェンド島へ戻っていく。

　すると、また小さな声がひびいた。

「押さないでください、少年よ。表面のステルス構造が乱れて、勇者たちに見つかります……わたしの名はペルチェ……」

「ペルチェっ？」

　俺は思わず叫んだ。どこにいるんだ？　ホワイトドラゴンの猛もう火かをあびて蒸発したとばかり思っていたけれど、生きていたのか？

　良かった、という思いが自分の胸の中に浮うかんで、俺は驚いた。

　ペルチェは魔王で、俺の経験値を自分の経験値ネジにするためにずっと狙ねらっていて、俺は勇者なのに……それなのに、ペルチェが生きていて、俺はすなおにうれしく感じる。これは、俺が魔王学校に通ってるあいだに、魔王の心に近づいてしまったということなんだろうか？　ちょっと複雑ではあったけれども、でも俺は、すなおにうれしかった。

「どこにいるんだ、ペルチェ！」

「ここです、わかりませんか、少年よ……。このドームがわたしです、わたしの名はペルチェ……」

　ドーム全体から、ペルチェの声がひびいている。そしてゴムボートは、ゆっくりと聖セントレジェンド島へ近づいていく。どうして動いてるんだろう、と思って海面を見ると、ゴムボートの後ろでドームのはしっこが銀色のスクリューになって、くるくると回っていた。

　でもプロペラがずいぶんぺらぺらした感じで、百円ショップで売ってる扇せん風ぷう機きの羽根よりも小さくてうすい……それで、ゆっくりとしか進めないようだ。

「ペルチェ、聖セントレジェンド島のほうへ向かってるぞ？」

「そのとおりです。わたしは聖セントレジェンド島へ向かっています、わたしの名はペルチェ……」

「すごい声小さいけど、さっきホワイトドラゴンにかなりダメージくらってただろ？」

「そのとおりです、少年よ。わたしは、九九・二パーセントほど削けずられる大ダメージをくらいました……」

「じゃあ、敵地に乗りこむより、まず麻桜島へ戻って体を直さなくちゃだめだろ！」

　俺は助けを呼ぼうと思って、ズボンのポケットの中の携帯電話を取った。ところが、携帯電話の画面は真っ黒だ。

「しまった、さっきの水しぶきで濡ぬらした！」

「有機生命体のおろかさですね……機械の電子頭脳を持たない者には、論理的に優先順位のリスク計算もできないのですか、少年よ？　そんなことをしているあいだに、竜王の娘が消去されるという危険性をかんがみないのですか……？」

「いや、リスク計算っていうなら、自分の命と竜崎の命と天てん秤びんにかけて、魔王的に竜崎のほうを選ぶってのは論理的にどうなんだ？」

「それは論理的に……」

　そこまで言って、ペルチェはことばを止めた。

「……しのごの言わずに、少年はわたしを手助けして竜王の娘を助け出せば良いのです。さもなければこのまま潜せん水すいして、深海の底へ置き去りにし、窒ちつ息そく死しさせるという選せん択たく肢しもわたしは所有し、なおかつ遂すい行こうすることも考こう慮りよしているのです……わたしの名はペルチェ……」

　非論理的な「しのごの言うな」来た！　あんなに冷静で冷酷で論理的だったペルチェの電子頭脳なのに、最近ちょっとネジが何本かゆるんできてるのではないだろうか。頭のネジが抜ぬけた竜崎と仲良くしてたから、伝でん染せんしたのか？

「いやまあ、そんな脅おどされなくても、俺だって竜崎のことは助けたいさ」

「ならば少年よ、おとなしくわたしに協力しなさい……」

「一度麻桜島に戻って、態勢をたてなおしてからのほうがいいんじゃないか、って提案してるんだけど」

「どうやら聖セントレジェンド島の警備を甘あまく見みているようですね、少年よ……」

　プルプルとスクリューを回しながら、ペルチェは言った。

「聖セントレジェンド島の生徒が麻桜島にたやすく侵入したことから、麻桜島でもパトロール用の人食い植物を増量するなどの警備対策が強化されましたが、それは聖セントレジェンド島も同じこと……。騎き士し系勇者を五名、警備員として雇やとい入いれ、ペガサス五頭を勇者スタリオンファームから買い入れたのです……」

　警備員、と聞いて、俺はさっきの「ウインウインウイン」という音を思いだした。

「じゃああれは、警備員の出動の合図だったのか」

「けれども、駆かけつけたペガサスライダー警けい邏ら隊たい……彼かれらはブラックドラゴンの大群に気を取られて、少年のことには気づいていませんでした……。それでわたしが、すかさずステルスで覆い隠かくしたのです……」

　ゴムボートは、島をぐるりと半周回って、深い入り江えへ入っていく。波に洗われた岩がむき出しになり、岸がん壁ぺきは波に削られて切り立った崖がけになっていた。オーバーハングになった崖の下に入ると、島の中央にそびえ立つ聖セントレジェンド中学の校舎が見えなくなった。

　それはつまり、聖セントレジェンド中学からも俺たちが見えない隠れ場所であることを意味すると、ゴムボートから降りてはじめて、俺は気づいた。

「どうやってこんな場所を見つけたんだ、ペルチェ？」

　俺はゴムボートを消し、岩のあいだにわずかに残る、波に打ち寄せられたサンゴの砂の浜はま地ちに上がりながらペルチェのほうを振りかえった。

「わたしの名はペルチェ……わたしと竜王の娘も、マオウイカで聖セントレジェンド島に近づきすぎたために勇者候補生に見つかり、ホワイトドラゴンによる攻撃を受けてしまいました……。彼らは、わたしは消しよう滅めつしたものだと思っていましたが、わたしは消滅してはいなかった……そして、わたしは竜王の娘を助けるため、まず、この『敵地』についてすみずみまで調べたのです。だから、ペガサスライダー警けい邏ら隊たいのことも知っているし、この入り江のことも知っていたのです……わたしの名はペルチェ……」

　小さな声で、ペルチェは語っている。語っているのに、どこにもいない。ただ、青い海の風景の手前に、直径二メートルぐらいの、ゆらめくカゲロウのようなかたまりが見える。

「わっ、これがステルスか！　すごいなあ、遠目だとぜんぜんわかんないな」

「わたしの名はペルチェ……少年よ、ステルスといってもわたしの表面の液体金属を振しん動どうさせて屈くつ折せつ率りつを変え、後ろの風景を透とう過かさせているだけなので、まったく完全な透とう明めい人間状態ではなく、空気のひずみのようなものが見えてしまうのが問題点なのですが……」

「じゅうぶんすごいと思うけど」

「止まっていれば、ですが……動くと、あきらかに目立つのです」

　ペルチェのことばとともに、カゲロウのようなものがスーッと横に動いた。ほんとだ、動くとたしかに目立つ。少なくとも、映画のプレデターぐらい目立っている。

「ですから、まだこのほうが目立たないかと……」

　ペルチェがそう言った瞬しゆん間かん、カゲロウがヒュンと消えた。

「あ、あれ？　ペルチェ？　どこにいるんだ？」

「ここです、少年よ……」

　ここ、と言われても、ペルチェの声は小さすぎて、どこから聞こえているのか見当がつかない。あのステルス状態よりも完全に消えるなんて、どんなトリックなんだろう？　俺はきょろきょろしながら、

「ペルチェ、どこなんだ？」

　と、せまい砂すな浜はまを歩いていたんだが……。

　むにゅ、と俺は何かをふんだ。やわらかい……うえっ、ナマコかクラゲでもふんだかな？

「わたしの名はペルチェ……おろかな人間のぶんざいで、完全究極機械魔王であるわたしを踏ふんづけるとは、覚かく悟ごはできているのか確かく認にんさせていただけますでしょうか……？」

「踏ん……？　……うわぁ！」

　俺は、びっくりして足を上げた。勢いよく足を上げすぎて転び、尻しりもちをついてしまった。

　俺の足もとに、ペルチェがいた。身長は十センチぐらい。そして、なぜか二頭身ぐらいしかない。なんか、模型専門店でこんなフィギュア見たことあるぞ。

「少年よ、うわぁ……とは、失礼だと認にん識しきしていませんか……？」

　ペルチェは二頭身でも無表情で、ちょこちょこ動きながら、砂浜の上に仰あお向むけになってる俺の体の上にのぼってきた。体は、銀色のぴっちりした袖なしのワンピースに包まれている。これは布でできた本物の服ではなくて、ペルチェが自分の液体金属を変化させて体の表面を服のように見せているだけのものだ。服は、ホワイトドラゴンの炎で焼けてしまったのだろう。

　ペルチェが俺の上にのぼってきたとき、俺は一瞬、自分がガリバーになったような錯さつ覚かくにおちいった。いったい何だ、このちまちました生き物は？　いや、ペルチェは完全究極機械魔王だから、生き物じゃないのか？

「ペ……ペルチェ？　なんだよな？」

「とうぜんです、わたしの名はペルチェ……見てわかりませんか、少年よ……？」

「いや、見てわからないから聞いてるんだが。な、なんでそんな、ちんまくなったんだ？」

「ホワイトドラゴンの、およそ三三四七度の高熱の炎によって、わたしのボディを構成する、およそ九九・二パーセントの液体金属が蒸発したのです……」

「それで、これっぽっちになったって？」

「わたしの名はペルチェ……わたしの全身には、全身の変形行動を同期し高速化するために、一万ヶ所のバックアップメモリが搭とう載さいされています。ですから、理論的にはボディの九九・九九パーセントを失っても、再生は可能なのです……」

「再生可能なら、そのへんの石でも砂でも食って、もっと大きくなればいいのに。なんで小さいままなんだ？」

　たしかに、ゴムボートのドームの薄うすさやスクリュープロペラの小ささは、材料不足のせいだと言われれば納なつ得とくする。でも、ペルチェは麻桜中学で、蔵くらの土つち壁かべなんかでも自分の中に吸収していたし、俺のことも経験値ネジにしようとしている。何でも食ってもとの大きさに戻ればいいのに、どうしてそうしないんだろうか、と俺は首をかしげたのだ。

　そのとき、大聖堂の鐘かねが鳴った。一時間に一度鳴るのだ。あいかわらず、♪ハレルヤ・ハレルヤ・グローリア……♪と、古い有名な賛美歌のメロディーがひびいている。

　きれいな曲だ……と思うんだが、ペルチェは顔をゆがめて耳を押さえていた。

「どうしたんだ、ペルチェ？」

「あの音波が、わたしが小さいままでいる理由なのです、少年よ……」

「なんで？　ただの鐘の音じゃないか」

「おろかな少年よ……麻桜寮りようの寮りよう母ぼが日曜日に何をしているのかを、知らないのですか……？」

「寮母さん？」

　麻桜中学は絶海の孤こ島とうにあるので、当然のように全ぜん寮りよう制せいだ。寮母さんはいつもエプロンに三さん角かく巾きん姿で、寮りよう生せいたち全員のお姉さんのように優やさしくて親切だ。寮の庭を掃そう除じしたり、俺たちの食事を作ったり、全身に帯びた百個の邪眼イビル・アイで寮の見回りもしてくれる。

　でも、それだけでは広い寮を見回るには不十分だから、寮母さんは魔ま法ほう種しゆ苗びよう会社から種を取りよせて、花か壇だんでいろんな植物を育てている。人食い植物はもちろん、ふれると実が爆ばく発はつするヘビイチゴとか、ツルで獲え物ものを捕まえてしめ殺すアサガオとか。たまにまちがえて麻桜島の生徒が襲おそわれたり、使い魔とか、使い魔が逃にげだした野の良らモンスターなんかも食われているけれど。

「日曜っていうと、花壇に肥料をやったり、それから黒農魔薬……？」

「そうです、少年よ……。二つの島はあまりにも近いので、風で雑草の種が飛んできてしまいます……。花壇に黒農魔薬をまかないと、たとえば薬草ハーブの種が飛んできて生えてしまったら、その『毒魔法ポイミン』で、まわりの魔法植物が全ぜん滅めつしてしまうからです……」

　以前、三年生の魔ま蟲むし先せん輩ぱいが、ポイミンよりもはるかに毒性の強い蠱こ毒どくを作ろうとしたことがあった。それは魔王にとっても勇者にとっても猛もう毒どくだが、ポイミンは、勇者にとっては回復魔法である。

「つまり聖セントレジェンド島には逆に、麻桜島から飛んできた人食い魔植物とかが生えないように……？」

「そうです、少年よ。あの大聖堂の鐘の音のせいで、白魔法が島のすみずみまで、この入り江の砂にまでしみこんでいるのです……」

「なるほど、あの鐘はそういう役目だったのか」

　ただ賛美歌だというだけでなく、鐘の音が白魔法をふくんでいるから、織田たちもこの鐘の音を嫌きらってたんだなと、俺おれはやっと気づいた。

「こんなものはわたしの部品にはなり得ません、毒性で液体金属がさびついてしまいます……わたしの名はペルチェ……」

「っていうかペルチェ、こんなに小さいままじゃ、何もできないじゃないか！　腕うでを伸のばしたってちょっとしか伸びないし、刀に変身しようとしてもカッターナイフぐらいにしかならないぞ？　やっぱり、一度麻桜島に戻って態勢を立てなおしてからじゃないと……」

「おろかな少年よ、何度言わせるのです、それでは手て遅おくれになるのだと……。それに、わたしたち二人とも、『偶ぐう然ぜんに』気づかれないまま、聖セントレジェンド島の魔法結界の内がわにもぐりこめたのです。確率論的に、偶然が二度起こる可能性はかぎりなくゼロであると言えます……だから、この『チャンス』を逃のがしてはいけないし、わたし一人での行動に不便があるから少年に手伝ってもらうために助けたのです、そうでなければ少年が海に落ちたときにあのまま飲みこんで、わたしの経験値ネジにしています……わたしの名はペルチェ……」

　ペルチェは十センチぐらいしかないわりには、今までと変わらず頭脳明めい晰せきだ。おそらくペルチェが今二頭身しかないのは、どうせ体を大きくしても小さな体では何もできないから、小さな体のかぎられた資材リソースを頭脳に回したからだろう。

「なるほど、よーくわかった。たしかに、ペルチェの言うことはいちいち正論のような気がする」

　ペルチェはさすが完全究極機械魔王を名乗るだけあって、冷静だし頭脳も冴さえている。感情にまかせず論理的かつ合理的に行動するし、何より、竜崎のことを気に入っていて、ほんとに助けたいと思っている。魔王ではあるけれども、組むにはたのもしい相手だ、と思った。

「ようやく理解しましたか、少年よ……。それに、体が小さければそれはそれで、あちこち偵てい察さつするには便利だったのです……わたしの名はペルチェ……」

　そう言いながらペルチェは、背中の一部を銀色の羽根に変えて、パタパタと飛んで見せた。なにこれかわいい、まるで妖よう精せいみたいだ。

「それで、竜崎がどこにいるかはわかってるのか？」

「わたしの名はペルチェ、完全究極機械魔王のわたしの電子頭脳をもってすら、わかりません。なぜならば、すでに竜王から聖セントレジェンド島の校長に申し入れがあり、校長はあわてて全島に通達を出しました……すなわち、竜王との関係を悪くしたくはないので、校長は竜王の娘を返へん却きやくしようと考え、それを全校に伝えたのです。校長の命令を受けた教頭が中心となり、教師や警備員や寮官に指示を下して、学校や寮じゅうを調べまわらせました。にもかかわらず、まだ竜王の娘は見つかっていません……」

「つまり竜崎は、だれか返す意思のないやつがつかまえて、他のだれもそれは知らなくて、校長から通達があっても無視して隠してるってことか？」

「そういうことでしょう、少年よ……けれども、寮官が寮の個人の部屋をひとつずつ調べてもなお、見つかっていないのです」

「聖セントレジェンドの先生たちでも捜しだせなかった、ってことか？　それを、右も左もわからない俺たちがどうやって捜せるっていうんだよ？」

「それでも捜しだすために、少年を助けたのだということを忘れてはなりませんよ、少年よ……」

　ペルチェのことばに、俺はぐっと黙だまりこんでしまう。

　そうだ、ここは勇者学校……魔王学校で俺以外の六六五人が全員魔王であるように、今の竜崎は「勇者学校に竜崎だけ魔王!?」状態なのだ。この島で竜崎の味方は、俺しかいないのだ。

「わかった。俺がぜったいに竜崎を見つけて、助ける」

　自分に誓ちかうように、俺はつぶやいた。

　よく考えてみれば、右も左もわからない、ってほどじゃないのだ。だって俺は、かつてここを受験しようとしていた。夢とあこがれに胸をふくらませて、受験案内も何度も読みこんだ。

「学がく生せい寮りように行こう」

　俺は、ペルチェにそう言った。
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三章　勇者学校に俺だって勇者、なんだけど？







　聖セントレジェンド中学の学生寮は、大聖堂の隣となりにある。受験案内の地図にあった……「受験生は大聖堂に行き、受験票を提出して受験名めい簿ぼの確認を行うこと」。船着場から校門を経て大聖堂に向かう地図がていねいに書かれてあったのだが、その大聖堂の横の建物に、「学生寮（受験者立ち入り禁止）」とたしかに書いてあった。

　俺はまず、リュックサックを浜はま辺べに置き、中から母さんがくれたクッキーのタッパーを取りだした。あのときは思春期の息子むすこらしく反はん抗こうしてしまったが、こうなると回復魔ま法ほうポイミンが秘ひめられた母さんのクッキーがとてもありがたい。回復魔法を使えない剣士系勇者にとって、回復アイテムは命いのち綱づなだ。

「よし。行くぞ、ペルチェ」

　俺はクッキーをウエストポーチにうつして腰こしに縛しばりつけると、小さなペルチェを胸ポケットに入れて、大聖堂を目印に島をのぼっていった。

　しげみをかきわけながら学生寮のほうへむかうと、一歩歩くたびに、ふわりとラベンダーのような良い香かおりがした。

「あれ、これ……ハーブかな」

「……」

　胸ポケットの中のペルチェは、何も言わないしあいかわらず無表情だけど、何かすごく不快そうなオーラを出している。ハーブのにおいのせいか……魔王がこの島を歩くだけで、けっこうストレスがたまりそうだな。

　俺はしげみにかくれながら、寮の壁かべを見あげた。しげみと寮のあいだには裏庭があって、土がきれいにならされたちょっとした広場になっている。戦士系勇者が、日々の鍛たん錬れんに使うために整備してあるのだろう。端はしっこには塀へいがあり、同心円状の的がペンキで描えがかれている。

　寮はどっしりとしたレンガづくりで、古城のような重じゆう厚こうなたたずまいだ。麻ま桜おう寮の安やす普ぶ請しんなようすとはずいぶん違ちがって、威い厳げんを感じる。それは別に麻桜中学が貧びん乏ぼうとかそういう理由ではなく、単に魔王どうしは寮則も守らずしょっちゅうケンカになってバトルして、そのたびに寮が半はん焼しようしたり全ぜん壊かいしたりなので、安普請なものしか建てられないのである。そういう意味ではこの寮は、さすが勇者中学、といった感じだ。

　俺は、ガラス窓の数を数える。胸ポケットの中から、ペルチェがハーブのにおいにげんなりした表情で俺を見あげる。

「わたしの名はペルチェ……何を数えているのですか、少年よ……」

「三〇六号室っていうことは、三階の右から六番目か左から六番目か、どっちかだよな？」

「少年よ、三〇六号室……とは？」

「フリトの顔を覚えてるだろ。他のやつに見つからないように、あいつがいる部屋を探せるかな」

「なるほど……少年よ、理解しました、それはとても良い考えです……わたしの名はペルチェ……」

　ペルチェは俺のポケットから、短い腕をちょこんと伸ばす。その腕の先には、目玉がぱちくりとまばたきしている。腕はしゅるるんと細く伸び、三階の窓にとどいた。

「なるほど、液体金属の体だとこんなこともできるのか」

「右から六番目にはだれもいません、少年よ……」

「まだ帰省から戻ってきてないのかな」

「左から六番目……少年よ、こちらに銀ぎん髪ぱつの勇者がいました……」

「ほんとに？　ほかに人は？」

「二段ベッドがあるので二人部屋のようです、少年よ……」

「麻桜寮では魔王同士がバトってばかりだから全個室になったのに、さすが勇者寮はマナーが違うなあ」

「しかし、部屋には銀髪の勇者一人だけ……今がチャンスです、少年よ」

「よし、じゃあ裏口から入るぞ」

　裏口の扉とびらは、裏庭にむかってついている。小走りにそこへ近づいて、取っ手に手をかけたとき、突とつ然ぜん内がわから「カチャン」と扉のカギを開ける音がした。

「！」

　しまった、だれかが中から出てくる……！　俺はあわてて駆けもどり、もとのしげみの中にダイブ状態で飛びこんだ。

　裏口の扉を開けて出てきたのは、背の高い女の子だった。おかっぱの髪かみにベレー帽ぼう、足元はごついミリタリーブーツ、ぼろぼろの迷めい彩さい服ふくの背中に火ひ縄なわ銃じゆうを背負った彼かの女じよを、俺は見たことがあった。第六天てん魔ま王おう・織お田だ志し信のぶの天敵で、明あけ智ち光みつ秀ひでの末まつ裔えいの勇者、明あけ智ち光みつ乃のだ。

　以前は髪が長かったけれど、織田との戦いのすえに切られてしまった。でも、今のほうがにあってるような気もする。

「やれやれ。夏休みに実家でノホホンとしてたら、すっかり腕がナマっちゃったわねェ。他の勇者が着いて混こむまえに、ちょっと腕をならしておこうかしらねェ」

　明智はごついミリタリーブーツで足元の土を引っかいて線を一本引くと、足を肩かた幅はばに開き、塀に描かれた的に向かうと、

「第六天魔王、死ねェ！」

　と、ぶっそうな掛かけ声ごえとともに火縄銃を撃うった。

　ドン、と黒色火薬の重い破は裂れつ音おんがする。明智が使う弾だん丸がんは魔ま弾だん……魔ま法ほう使つかいに魔ま力りよくをこめて、作ってもらった弾丸だ。的のど真ん中に当たった瞬間、魔弾は青白い閃せん光こうを放ち、石造りの塀を溶とかして貫つらぬいてしまった。

　その破は壊かい力りよくに、俺は背中がぞくっとする。明智は、ニヤッと満足そうに笑う。

「なーんだ、腕がにぶったかと思ったけど、魔力は上がってたみたいねェ。貫かん通つうするほどの魔弾じゃなかったのに、あたしの魔力ブーストがずいぶん効いてるわねェ。調子いいから、もうちょっと撃ってこうかしらねェ」

　明智は上じよう機き嫌げんで、的に向かって火縄銃をぶっぱなしつづける。

「死ねェ、第六天魔王！　死ね死ね死ねェェ！」

　よっぽど織田は嫌われているようだ。いや、そんなことよりも問題なのは、明智が裏庭に陣じん取どっているということである。

　明智は織田の天敵だ。俺は勇者だけど、織田の仲間として位置づけられている。もし見つかったらたぶん明智は俺をとっつかまえて、織田との交こう渉しように使おうとするだろう。そうでなくても、生きつ粋すいの勇者である明智が侵しん入にゆう者しやを見み逃のがすはずがない。

　俺が動けずにいると、さらに裏庭にざわざわと声が聞こえてきた……三人の先生が、バタバタと裏庭に走ってきた。いや、ちっこすぎて一瞬見えなかったが、先生たちの足もとあたりにもう一人いる。

「わたくしめについてきて下さい、寮の裏庭のほうで音がいたしました！」

　真っ白い修道服に金色の百合ゆりの刺し繍しゆうをほどこした、清せい楚そな美幼女だ。何を言ってるのかわからないと思うが、俺も何が何だかわからない。だって。どう見ても小学一年生かそこらにしか見えないちっちゃい女の子が、ぱたぱた走りながら、はきはきとした口調で先生たちを先導しているのだ。

　彼女は裏庭までやってきて、明智とその手の火縄銃を見ると、一瞬で状況を理解したようだった。ちっこい身長から、首が痛くなりそうなぐらい顔を上げて、明智を見上げる。

「あら……二年の明智さん。今の爆ばく発はつ音おんはあなたでしたか、驚おどろきました」

　修道服の美幼女は、気き抜ぬけしたような声をもらした。お目目がくりっくりで、お人形さんみたいに可愛かわいいんだが、なんか口調が年ねん齢れいにあってない。大人びすぎている。

　するとペルチェが、俺の耳もとで小声でささやいた。

「わたしの名はペルチェ……少年よ、あれが流る々る土ど教頭です。後ろにいるのは、各学年の主任教師です……」

「教頭って、どれが？　あっちのガチムチ？　そっちのじいさん？」

「あのちっこい修道女です、少年よ……」

「え！」

　俺はうっかり叫び声を上げてしまった。たしかに「ルルド」とは聖母マリアの奇き跡せきの百合が咲さく泉の名前だから、あの清楚な女の子の名にはふさわしいと思うけれども……。

「でも、どう考えても若すぎないか？　どう見ても、黄色い帽ぼう子しに赤いランドセルで、リコーダーもまだ習ってなくてピアニカをぷーぷー吹ふいてるレベルだろ？」

「わたしの名はペルチェ、完全究極機械魔ま王おうであるわたしには、有機生命体の加か齢れいについては理解しかねます……」

「あ、そうか、回復系勇者は老化しにくいからか。いやでも、いくら何でも若すぎる。しゃべり方だけ聞いてたら、うちの母さんなんかよりもずっとバ、もとい、年上っぽいのに……。それだけ優ゆう秀しゆうってことなのか？」

「優秀というのは、そのとおりです、少年よ……。竜りゆう王おうの娘むすめを捜していたとき、教頭室にトロフィーが飾かざってあるのを見ました……勇者ギルドから伝説レベルの魔王を倒たおした勇者にだけ与あたえられる『レジェンドヒーロー・トロフィー』でした……」

「げ！　あんなちっこいのに、伝説レベルの魔王を倒したんだっ？」

「ということはわれわれが見つかるとかなりヤバいということです、少年よ……」

　ペルチェの分ぶん析せきは冷静だ。どう見てもちっちゃいかわいい女の子の姿に油断しそうになっていた俺は、そのことばにハッとして緊きん張ちようを取りもどした。

　明智は火縄銃を下げて、不思議そうに流々土教頭を見下ろした。

「何を驚くようなことがあったんですかねェ、教頭先生。そんなに血相変えて？」

「あ……いえ。爆発音がしたので、何事かと思ったのです」

　流々土教頭は竜りゆう崎ざきのことをかくすように、修道服の袖で口元をおおいながら話した。

「爆発音なんて、この聖セントレジェンド島じゃ珍めずらしくないと思いますけどねェ？　隕いん石せき系の魔法の練習をしてる上級生が出す爆ばく音おんなんて、こんなもんじゃないんですけどねェ」

「それはそうと、あの、おうかがいいたしますけれど……あなた今、戻もどってこられたところですか？　何かふだんと違うことなど、気づかれませんでした？」

　竜崎のことを聞いてるんだな、と俺は思った。明智は短い髪をボリボリひっかきながら、

「え？　はあ、まあ特にこれといって何も無いですがねェ。さっきから教頭先生、何かようすがおかしくないですかねェ。何があったんですかねェ？」

　明智はカンが鋭い。突つき刺さすような目で見つめられて、流々土教頭はあわててごまかすように、首を横に振ふった。体に比べて頭が大きくて首が細いので、動きがちょこちょこしていて、偉えらい人のはずなのに、なんかかわいいぞ。

「あ、いえ……何もごぞんじないのなら、よろしいのです」

「流々土先生、わたしは大聖堂をもう一度見てまいります」

　ばたばたと、先生たちが走り去った。

「あ、はい、わたくしめもごいっしょいたします！」

　流々土教頭も、ぱたぱたと追いかけていく。どうやら先生たちは、本気でかなりあせりながら竜崎を捜しているようである。そして明智がキョトンとしているところを見ると、明智は何も知らないようだ。

「いつも冷静な教頭先生までバタバタと血相変えて、いったい何かあったのかしらねェ……？　ま、とりあえずもうちょっと撃っておこうかしらねェ。織田死ねェェェ！」

　明智は、ふたたび銃じゆうを撃ちはじめた。これは、当分寮に戻りそうにない……つまり、俺もしばらく寮のほうを見にいけない。どうしようか？

　俺がしげみの中でじりじりしているうちに、寮の正面玄げん関かんに何人か、女子の姿が見えた。

「おひさー」

「きゃーおひさー！　焼けたー！」

「わかるー？　沖おき縄なわでキジムナー狩がりしてきたんだー」

「えーマジー、沖縄とか超ちよううらやましー！」

「沖縄超よかったよー、新しい上うわ靴ぐつ買ってきたしー」

「ハイビスカスついてるじゃん、超かわいいー！　それにキジムナー狩りとか超経けい験けん値ちたまってそーで、超うらやましー！」

「でも狩りのあとのブルーシールアイスで、おなかの肉もたまっちゃったー」

　きれいなオチだな。いや、感心してる場合じゃない。ぞくぞくと勇者たちが寮に戻ってきている。これでは、気づかれずにフリトの部屋に行くのは難しい。このままこのしげみの中で足止めを食くらってるうちにどんどん難しくなっていくのは、火を見るよりも明らかだ。

　しかも、フリトの部屋は二人部屋だ。ルームメイトが帰ってきたら、もうフリトに会うことすら不可能になってしまう。

　けれど、狙そ撃げきで鍛きたえた明智の目はタカよりも鋭するどい。その明智の目を盗ぬすんで、この裏庭を突とつ破ぱできるだろうか……？　いや、それはどう考えても無理だ。だとしたら、むしろ危険を承知で正面玄関のほうに回ったほうが、まだ安全策といえるだろうか？

　俺はぐるぐる考えながら、やっぱり後者を選ぼうと思い、正面玄関のほうへ移動しようと一歩、踏みだした。

「パキン」

　しまった！

　小さな音が、足の下で聞こえた。何かを踏み割ったような感かん触しよくもあった。足の下にあったのは、かわいた一本の小枝だった。

　俺はしげみのあいだから、裏庭を見た。明智が、突き刺すような鋭い目でこっちを見ている。……やばい！

　俺はしげみの中で、小さくなった。それを察したのか、ペルチェがシャボン玉のような薄うす膜まくになって俺の体をふわりとつつんだ。

「少年よ、動かないでください……ステルスです」

　俺は、浜辺でペルチェのステルス状態を見たときのことを思いだした。動くとバレバレだけど、動かなければ目立たないステルス。そうだ、じっとしていれば大だい丈じよう夫ぶ……の、はず。

「慈じ眼がん、見に行っておいで」

　明智が、腰につけたポーチを開けた。中から、目玉に鳥の羽がついた使い魔ま「慈じ眼がん」がパタパタと飛びだす。そういえば明智は以前、この使い魔を使って麻桜島の偵察をしていた。ずいぶん高空から逐ちく一いちお見通しだったってことは、人間の視力よりもはるかに視力がいいってことだよな？　そんな視力で見られて、ペルチェのステルスは、ごまかしきれるのか……？

　全身から脂あぶら汗あせが流れた。明智は、火縄銃の引き金に指をかけている。猟りよう犬けんと猟りよう師しのコンビネーションプレイよろしく、しげみの中にかくれている何かを慈じ眼がんに追いださせたところを、ズドンと行く気なんだろう。

　慈じ眼がんは、あちこちをきょろきょろしながら捜しまわっている。薄くすけるステルスドームの内がわで、俺は息を殺してじっとしていることしかできない。慈じ眼がんはこちらに近づいてくる……近づいたら、たぶん、見破られる。

　これは、だめかも、しれない。




　俺が九十九パーセントあきらめの境地に入ったとき、とつぜん、世界がひっくりかえった。

　比ひ喩ゆとかじゃない。ほんとに、空と地面がひっくりかえったのだ。

「え？」

　強い力で吸いあげられるような感覚が、後からついてきた。体が重力から解放されている。俺がどうして、宙を舞まっている……っ？

「ん？」

　明智が空をあおいだ。まともに俺と目が合った！　……と思ったが、明智はまぶしそうに目を細めて、手で目もとをおおった。

「……っ」

　真夏の太陽が、ちょうど俺の後ろにあったのだ。ペルチェのステルスのひずみも見えなくしてしまうぐらい、ぎらぎらとまぶしく輝かがやく真夏の太陽が。

「しまった、目が……」

　明智はゴシゴシと目をこする。慈じ眼がんはその瞬間ちょうど別のところを見ていて、「空気のひずみのようなもの」がものすごく素す早ばやく動いたことには気づかなかった。

　宙に舞ってる俺は、俺をつつんでいるシャボン玉から細いワイヤーが伸びているのを見た。

「ワイヤー？」

「安心しなさい、少年よ……もちろんこのワイヤーもステルスですから、火縄銃の勇者たちには見えません……ちなみにステルスの中から外が見えるのは、ステルスによって屈くつ折せつした光どうしの干かん渉しよう作用によるもので、すなわちこれは光こう波はの振しん動どうが」

　ごめん、ペルチェ。「火縄銃」あたりから聞いてなかった。

　それより俺は、ワイヤーの先がフリトの部屋の窓のすきまから部屋の中にするりと入りこみ、錠じようをピーンとはじき上げて窓を開けたようすに、目が釘くぎづけになっていた……そういうことか！

　次の瞬間、ワイヤーは勢いよくギュウウウンと縮み、俺は開いた窓の中に放ほうりこまれた。窓の外では明智が、つまらなそうに舌打ちしているのが聞こえた。

「チッ……気のせいだったのかしら、夏休みのせいで腕だけじゃなくカンまでにぶったのかしらねェ。慈じ眼がん、そっちは何か？　……そう、何も見つからなかったのねェ。ごくわずかだけど魔の気配がしたから、使い魔でも忍しのびこんでるなら経験値の足しにしてやろうと思ってたんだけどねェ……。ちょっと、本気出してカンをもどさないと、夏休み明けの実力テストがヤバそうねェ。部屋に戻って、勉強してこなきゃねェ……」

　やっぱり明智はカンがいい、ペルチェの体が小さくなってなかったら、魔王の気配がバリバリ出まくってて見つかってたかもしれない。

　そして俺は、フリトの部屋の二段ベッドの上にいた。フリトはびっくりしたように、窓に近づいていた。

「どうして窓が開いたんだ？　カギはちゃんと閉めてたはずなのに……」

　ペルチェのおかげで俺はものすごく軽くベッドに着地して、わずかな音も立てなかった（音がしていたら、たぶん明智に気づかれていた）。しかもステルスで囲まれていた上に二段ベッドの上段だったから、フリトもうっかり見逃してしまったようだ。

「ペルチェ、ステルスを解除してくれ」

　俺は小声でたのんだ。ペルチェは言われたとおり俺を覆おおっていたシャボン玉の形態を取るのをやめ、ちょこんとした二頭身に戻った。

「ヒロの声？」

　フリトは、振りかえった。そして、二段ベッドの上にいる俺を見ると、目をまんまるにした。

「……ヒロ？　どこから入ってきた？」

「説明は後でするから、窓を閉めてくれ」

「友達の家に遊びに行くときは、あらかじめ電話をしてから行きなさい、って親に注意されたことはないのか？」

「携けい帯たい電話が水をかぶったんだ」

「世の中には、公衆電話ってものがあるんだが」

「緊きん急きゆう事態なんだ、フリト」

　フリトはどうやら帰ってきたばかりらしい。これから荷物をほどこうとしているところで俺に飛びこんでこられて、かなり不ふ機き嫌げんそうだったが、ため息をつきながら窓を閉めてくれた。どうでもいいけど、フリトは不機嫌そうな顔をしていても渋しぶくてかっこいいし、私服もかっこいいなあ。

　それどころか……聖セントレジェンド寮は、すぐに破は壊かいされる麻桜寮とちがって調度品が高級で、じゅうたんも毛足が長くてふかふかの高級品だ。そのじゅうたんを汚よごさないようにするため、寮りよう内ないでは上靴ばきが鉄則のようだが……白いバレエシューズみたいな上靴ですらこんなにスタイリッシュにかっこよくはきこなしてしまうのだから、さすがフリトである。

「話があるなら短くまとめてくれ。着いたばかりで疲つかれてるのに、さっきから寮りよう監かんだの教頭先生だのがひっきりなしに出たり入ったりしてきて、まったく落ちつかないんだ」

　うんざりしたようすのフリトのことばに、俺の耳がピクンと動いた。

「それって……！　先生たち、何を捜してるとか言ってたか？」

　期待を込めて、俺はたずねた。フリトは、なぜそんなことに興味があるのかとでも聞きたそうに、首を横に振る。

「いや？　それが、ヒロに何か関係があるのか？」

「関係っていうか……」

　どこから話すべきか、と俺は迷ってためらった。すると、フリトのほうから俺にたずねてきた。

「もしかして、先生たちが捜してるのはヒロか？　ひょっとして、聖セントレジェンド中学に転校できることになったとか、そういうことなのか？」

　一いつ瞬しゆん、ちょっとうれしそうに尋たずねたフリトに、俺は二段ベッドから降りながら言った。

「それは無理だって。勇者中学も魔王中学も、転出はできても転入はできないってギルド法規で決まってるだろ」

「やっぱりそうか……そうだよな」

　フリトはため息をつく。自分のせいで俺が麻桜中学に通うはめになったことに、やっぱりまだ責任を感じているようだ。ちなみに転出した場合、ふつうの中学校に通うことになる。成績が足りずに退学になったり、家庭の事情などで転校してふつうの中学を卒業しても、勇者検定試験や魔王検定試験は受けられる。だから俺みたいに勇者なのに魔王中学に通っていたとしても、いちおう勇者検定試験はちゃんと受けられることになっているのだ。

「世間話をしている場合ではありません、少年よ。わたしの名はペルチェ、われわれには目的があるはずです……」

　ちびペルチェが、俺のポケットからちょこんと顔を出した。フリトはギョッとして、後ずさる。

「うわっ、液体金属魔王！　……なのか？　えらく小さいが？」

「大丈夫だ、フリト。悪いことはしないから」

「寝ね言ごとは寝ねてから言え、ヒロ！　悪いことをしない魔王なんて、泥どろ棒ぼうを捕つかまえない警官みたいなものだぞっ？　ある意味それは、職務怠たい慢まんということなんだぞ？」

「いや、ものすごく説得力のあるたとえだけど、ほんとに悪いことはしないんだ。今回はペルチェは人捜しに来てる手前、トラブルを起こして見つかると困るんだから」

「それを信用できるのか？　いや、ヒロのことは信用しているが、きみは魔王の言うことを信用できるのか、という意味で聞いているんだ！」

「勇者のフリトが魔王を信じられない気持ちはよくわかる。でもペルチェは、本気で心配してるから……」

「ぼくはまだいい、だがルームメイトが戻ってきたら、確実に攻こう撃げきするぞ？　ぼくには、それを止めることはできないぞ？」

「だからその前に話を終わらせるため、世間話をしている場合ではないと言っているのが理解できませんか、銀髪の勇者よ……」

　ペルチェのことばは理路整然としていて、さすがのフリトもぐっとことばにつまった。そこでペルチェは、つづけて言った。

「わたしの名はペルチェ……わたしたちは、この島のどこかにつかまっている竜王の娘を捜しているのです。竜王の娘を助けだせば、この島から出ていくことを約束します。べつに信じなくても、銀髪の勇者に損は無いはず……。わたしたちはただ竜王の娘の手がかりを探しているだけで、それを聞けばもう用はありません、銀髪の勇者よ……」

「竜王の娘？　あの竜崎リュウナとかいう、緑の髪の女の子のことか？　彼女がどうかしたのか？」

　どうやらフリトは何も知らないらしい。何か手がかりがつかめれば、と思ったんだが……。俺はちょっとがっかりしながらも、フリトに説明した。

「竜崎がマオウイカに乗って麻桜島に戻ってこようとして、まちがえて聖セントレジェンド島に近づいたら使い魔に攻撃されて、ガルム……怖こわい顔のチワワといっしょに捕まったんだ。それで、いちおう竜王さんと麻桜中学の校長先生は返してもらえないか聖セントレジェンド中学に連れん絡らくして……」

「なるほど、さっき寮監や先生たちが血相を変えながら、寮の部屋のカギをかたっぱしから開けて捜しまわっていたのはそれか……。たしかに学校関係者としては、魔王学校といえども他校とトラブルになりたくはないだろう。ぼくが麻桜島に襲しゆう撃げきをかけたときも、そんなわけでずいぶんと校長先生に叱しかられたしな」

　フリトはイスに座すわりながら、あごをひねった。

　寮りようの部屋の調度品は落ちついた木製家具で、壁布も伝統的で落ちついた色合いで、いかにも古き良きヨーロッパの寄宿学校、という感じだ。壁にはコートかけのほか、武器かけもある。フリトの家に代々伝わってきた魔ま剣けんバルムンクが、ななめにかけられて鈍にぶい光をはなっていた。他にも、訓練用の斧おのや盾たてがかけられ、銀色の鎧よろいも置いてある。本ほん棚だなには革かわ表びよう紙しの魔法の本がぎっしり並べられている。

　俺もこんなところで勇者の勉強をしたかったな、と少し思ったけど、今はそんなことより、竜崎を見つけるのが先決だ。

「まして竜王とトラブルを起こしたがるわけがない、大人はね……。だが、生徒はちがう。だから『竜王の娘を捜してる』とは、説明しなかったわけか」

「悪い魔王を生かして返すな、ってゴネられたら厄やつ介かいだもんな」

「ぼくだって返すべきではない、と言うだろう……彼女がヒロの友達でなければね」

　フリトは複雑な表情をしていた。勇者として魔王を滅ほろぼすべきだという正義感は人一倍持っている、その上で竜崎のことも心配してくれている。

「そして、先生たちが捜しまわってるのを見て、大人は腰こし抜ぬけだって思うだろう。ますます、ぜったいに返すもんかと思って、見つからないところに隠かくすか……さっさと殺すか、だな」

「何でもいいんだ、心当たりはないのか？」

　俺は、すがるような気持ちでフリトにたずねた。だが、フリトは困こん惑わくした表情を浮うかべるばかりで、何も話さない。

　ペルチェが、冷ややかな表情で言った。

「わたしの名はペルチェ……論理的に考えて、銀髪の勇者からは何の情報も得られようがないでしょう、少年よ……。銀髪の勇者は聖セントレジェンド島に戻ってきたばかり、すなわちマオウイカがホワイトドラゴンに攻撃されたところも目もく撃げきしているはずがなく、教師たちからも何の情報も与えられていないのです。こんなところで時間をむだにするのは無意味です、他に方法を考え……」

「待てよ……竜崎リュウナを攻撃してつかまえた使い魔っていうのは、ホワイトドラゴンだったのか？」

　フリトが、はっと顔を上げた。

「それなら、少しは手がかりがある。ホワイトドラゴンを使い魔にしている生徒にしぼりこめるじゃないか」

「だれがホワイトドラゴンを使い魔にしてるか、わかるのか？」

「ホワイトドラゴンは勇者の使い魔の中でも人気が高いから、けっこういるけどね。犬を飼ってる人がミニチュアダックスフントを飼ってる確率より、高いかもしれない。夏休み中に新しい使い魔にチェンジしてたらわからないけど……えーと、たしかここに……」

　フリトは本棚をごそごそ探して、一冊のクリアファイルを取りだしてきた。

「夏休み前に、召しよう喚かん系勇者の使い魔バトル大会があったんだ」

「ポケモ○バトル的なやつか？　麻桜中学でも昔はあったらしいんだけど、試合が白熱しすぎて校舎が何度もぶっこわれて中止になったって聞いたことがある」

「結界で囲んだバトルフィールドを作って、その中だけでやればいいのに」

「そんなルールを守れたら、とっくに更こう生せいして魔王なんかやってないさ」

「なるほどね。麻桜中学ってところは、なかなか大変だな」

　フリトは、俺の前でクリアファイルを広げた。さすがまめなフリトは、学校でもらったプリントをちゃんと収納しているようだ。俺は、ファイルをのぞきこむ。

「『学食ニュース・僧そう侶りよ系勇者のためのベジタリアンメニューが増えました』……？」

「そっちじゃない、隣のページだ」

「いや、ちょっと待てよ。これ……『ホワイトドラゴン・サラダ』って何なんだ」

「ホワイトアスパラをドラゴンの首に見立てて、マッシュポテトと手作りマヨネーズをそえたサラダだ。けっこうおいしいし、ホワイトドラゴン使いに大人気だ」

「わりとホワイトドラゴン使いというのは多いのでしょうか、銀髪の勇者よ……？」

「さっきも言ったけど、山ほどいる。ホワイトドラゴンとフェニックスとペガサスは、勇者が好む召喚獣じゆうのベスト１、２、３だからな。次点はユニコーン、あまり戦力にはならないけど『幸せを呼ぶマジカルペット』として女子には人気だな」

「それでこれだな、ヤングコーンを使った『ユニコーン・サラダ』」

「ブロッコリーとグリーンアスパラの『グリーンドラゴン・サラダ』もおいしいんだけど、グリーンドラゴンは魔王系だから人気ないんだ。やっぱり僧侶系勇者には、神こう々ごうしく見えるホワイトドラゴンが好まれるかな……右へならえすぎるのも、ワンパターンだからぼくはあまり好きじゃないけどね」

　そう言ってフリトが指さしたのは、サラダのとなりのファイル、「使い魔バトル大会　トーナメント表」だった。使い魔の名前が書いてあって、その横に種族名、下に主人マスターである勇者の名と学年が書かれている。フリトが言うとおり、三分の一ぐらいの生徒はホワイトドラゴンを使っていた。

「うわー、ほんとに多いなー」

「そうですね、少年よ……三十二人ですね……」

　俺はホワイトドラゴン使いの数を数えていたが、とちゅうで気が遠くなってきた。ふと、表の中に「極ごく悪あくキューレ（戦せん闘とう妖よう精せい）（天てん竺じくフリト・二年クリスタル組）」とあるのを見つけた。

「あ、フリトも出場したんだ？」

「二回戦で敗退したけどね。召喚もできる魔ま法ほう剣けん士し系勇者なんて中ちゆう途と半はん端ぱなスタンスの使い魔じゃ、純じゆん粋すいな召喚系勇者の使い魔には、まあ勝てなかったね」

「それじゃ、初戦を勝っただけでもすごいじゃないか」

「でも、ぼくみたいなちょっと召喚をかじってるだけの勇者も参加したから、参加人数が多くて、トーナメント会場はいくつもあって、どのホワイトドラゴンがどんなかは覚えてないんだけど。少なくとも、初戦でぼくと戦ったホワイトドラゴンは子牛ぐらいの大きさだった」

「それもそこそこのレベルっぽいけど、竜崎を襲おそったのはもっとずっと大きかったなあ……」

「ふだん他人の召喚獣なんて見る機会がないんだから、ちゃんと他の会場も見ておけばよかったな」

　フリトが、申し訳無さそうな顔をする。俺は首を横に振った。

「いや、これがあるだけでじゅうぶんだ。聖セントレジェンド中学全校生徒七七七人から、ホワイトドラゴンの飼い主三十二人……いや、その子牛ぐらいのやつをのぞいて三十一人までしぼれたんだから！」

「わたしの名はペルチェ……わたしが記録しておきましょう、少年よ……」

　ペルチェがトーナメント表の上にてちてちとよじのぼり、短い両手をこめかみの横に当てた。「カシャッ」とシャッター音がして、ペルチェの目が一瞬カッと光った。

「記録完かん了りようしました、少年よ……」

「じゃあ、これを手がかりにして捜してみるか」

「ついでに、アスパラサラダの写真も記録完了しました……。べつにホワイトドラゴンもグリーンドラゴンもわたしは飼ってはいませんが、単純においしそうなので、麻桜寮りようの寮りよう母ぼに渡わたして作ってもらおうと考えます、わたしの名はペルチェ……」

「ほう？　機械の魔王にも味覚があるのか？」

　フリトが驚いてペルチェにたずねた。ペルチェは、静かに答えた。

「銀髪の勇者よ、味覚センサーとはただの化学物質センサーですから、完全究極機械魔王のわたしにはとうぜん搭とう載さいされています……。ただ……それを『おいしい』と感じる心は……そういえば、どうしてわたしは『おいしい』という感情を知ったのか……」

　ペルチェは、記き憶おくをたどるように天をあおいだ。

「そうです、わたしの名はペルチェ……食事の時間が来るたびに、竜王の娘がわたしに言ったのです……『夏休みは退屈だからペルチェがいてくれてよかったぞ。サキや冥めい土とは身分の差を気にして、とくに竜りゆう宮ぐうでは、こなたと同じ食卓にはついてくれないのだ。父上も母上もリューグー・コングロマリットのビジネスに忙しいしな。だからこなた、けっこう一人でごはん食べることが多いのだ。でもやっぱり、いっしょに食べてくれる人がいたほうが、ごはんはずーっとおいしいのだ。おいしいおかずも、分けてあげられる友達がいたら、ずっともーっとおいしいのだ。今日のごはんもすっごくおいしいな、ペルチェ』と……」

　ペルチェが、思い出を胸にきざむように、目を閉じた。さすが機械だけあって、セリフは丸暗記で覚えてるんだな。今にも、竜崎の声でそのセリフが聞こえてきそうな気がする。

「わたしの名はペルチェ……今夜の夕食はかならず、竜王の娘とアスパラサラダを食べると今決定しました、わたしの名はペルチェ……！」

　決意とともに、すっくとペルチェは立ちあがる。といっても、身長十センチぐらいしかないけど。

　ペルチェの気持ちは、俺もすごくよくわかる。かならず竜崎を助けだしたい。

「だな、ペルチェ。行こう」

　俺は立ちあがって、あらためてフリトに向きなおった。

「ありがとう、フリト。フリトが早く戻ってきてくれてて、助かった」

「礼にはおよばないよ。だって、ぼくがきみに手助けするのは、ここまでだからな」

　フリトは、突き放すような目で俺を見つめた。

「きみは親友だ。それに、竜崎リュウナはいい子だと思う。けれど、彼女は魔王だ。勇者として、魔王を助けることに力は貸せない。たとえ親友のきみのためでも」

「わかってる。すぐ出て行くよ」

「わたしの名はペルチェ……ちょうど裏庭にはだれもいません。行きましょう、少年よ……」

　ペルチェが窓によじよじとよじのぼって、俺のほうを見て言った。それから、ふとフリトに視線をうつすと、声をかけた。

「銀ぎん髪ぱつの勇者よ……」

「な、何だ？」

　魔王に声をかけられて、フリトはさすがに警けい戒かいし、わずかに一歩、じりっと後ずさった。フリトが仲間の勇者とともに麻桜島に襲撃をかけたとき、ペルチェにはかなり手ひどい反はん撃げきを受けたので、警戒しまくられても無理もない。

　だがペルチェはフリトの動揺などまったく意に介さず、静かな声で言った。

「わたしの名はペルチェ……わたしは未来の世界からきた完全究極機械魔王であり、友情などという感情を持ちあわせてはいませんが、わたしが竜崎リュウナの行動から学習したことは、『おいしいおかずは友達に分けてあげるのが友情』と、『友達が困っているときは助けてあげるのが友情』です……だから銀髪の勇者よ、あなたはじゅうぶん友情を果たしたとわたしは認にん識しきします……」

　フリトが、びっくりしたように目を丸くした。

「何を言うのかと思ったら……魔王のくせに」

　ペルチェはすぐにシャボン玉のような薄膜になり、

「人の気配が裏庭に近づいています、急ぎましょう、少年よ……」

　と、俺をつつんでステルス状態になった。

「魔王のくせに……まったく」

　フリトはそのとき、クスクス笑っていた。何がおかしいんだろう、と俺は不思議に思う。それと同時にペルチェは窓から飛びだした。フリトはどうしたんだろう、聞きに戻ろうかな……と、俺は少し後ろ髪を引かれたのだが、そのとき、

「天竺くん、ただいま！　本棚、あいてるとこあるかな？」

　フリトの部屋から明るくてさわやかな声が聞こえた。ルームメイトが戻ってきたようだ。フリトはものすごくあわてて、

「ああ、お帰り玄げん奘じようくん！　うわー、またすごい経典をたくさん買いこんできたんだなあ。勉強熱心はいいけど、床が抜けるぞ」

　と、窓を閉めた。だから俺も、聞きに戻るのをあきらめた。

　それにしても、フリトのルームメイトは僧侶系勇者なのか。俺が夏休みにはじめて組んだ勇者パーティは「吟ぎん遊ゆう詩人・攻撃系ヒーラー・召喚者」という、とんでもなくパーティバランスの悪い組み合わせだったが、魔ま法ほう剣士のフリトと僧侶系勇者なら相性ばっちりだ。補助魔法とか回復魔法とかかけていっしょに戦ったりするんだろうなー、勇者っぽいなー、やっぱり勇者学校っていいなー、などと隣となりの芝生をうらやんでいる場合ではない。

　俺は、そのままペルチェに包まれて、もとのしげみまで移動した。




　そして俺とペルチェは、しげみに身をひそめて相談した。

「ホワイトドラゴン使いは三十二人、フリトの相手をのぞいても三十一人。どうやって調べようか」

「わたしの名はペルチェ、わたしにひとつ案があります……ここで待っているのです、少年よ……」

　そう言うとペルチェは小さな銀色のチョウに姿を変えて、ひらひらと寮の玄関のほうへ飛んでいった。何をしに行くつもりなんだろう？

　それにしても、体の材料が減ったら減ったで、こういう小さな生き物に変身できるのか。これはこれで、ずいぶん便利だ。やっぱりペルチェは、かなり最強魔王の分類に入るのかもしれない。ペルチェが魔王検定試験に合格して「伝説の魔王」クラスの魔王になったら、もしかしたらペルチェの目的どおりこの時代は支配されてしまうかもしれない。

　……と、以前まで俺はそう思っていた。でも最近、竜崎とわりと仲良くしているペルチェを見て、ちょっと考えが変わってきている。

「わたしの名はペルチェ……何をぼんやりしているのです、少年よ……」

　心なしか怒おこったような声で耳元でささやかれ、俺はハッとわれにかえった。チョウに変身していたペルチェは、俺としゃべるために、頭と胴どう体たい部分だけ二頭身の人間形に戻っていた。チョウのはねは生えたままだから、妖よう精せいのようで、いやにかわいい。なんだかファンシーグッズのキャラクターみたいにも見えるし、大量生産して売り出してみたくなる。

「ペルチェ、もう戻ってきてたんだ」

「しっかりしていただかなければ困ります、少年よ……。わたしの体がこの大きさであるかぎり、竜王の娘を助けだすには少年の協力が必要であることを理解するのです」

「ごめんごめん。それで、玄関に何しに行ってたんだ？」

「わたしの名はペルチェ、これを見るのです、少年よ……」

　ペルチェの目がピカッと光り、空間上にホログラムのような画面が浮かびあがった。ペルチェが撮影した映像のようだ、裏庭から正面玄関へ、戦せん闘とう機映画でも見ているようなスピーディなカメラワークが流れる。そしてペルチェが向かったのは、正面玄関を入って少し奥にある、靴箱だった。

「あ、靴箱……なるほど！　上靴か！」

「そのとおりです、少年よ……。先ほどの銀髪の勇者の足もとを見ると、聖セントレジェンド寮では上靴が必須のようでしたから、寮に戻ってきている勇者なら靴箱に外靴が……さらに寮に戻った上で竜王の娘を攻撃するため外に出ていった勇者なら、靴箱に上靴が入っているということになります……」

　ペルチェの説明とともに、映像は靴箱のあいだをものすごい勢いで飛びすぎていく。何だか３Ｄ酔いしそうになる。ペルチェはこのスピードで、じゅうぶん靴箱の文字を認識しているらしい。ところどころで、カシャッ、カシャッ、とフレームが止まり、ホワイトドラゴンの使い手の名前がはられた靴箱が大写しになる。

「帰ってない、帰ってない……。これも帰ってない……」

　最初は気軽に見ていた俺だが、だんだんあせってきた。

「……なんだ、だれも帰ってきてないのかっ？　ホワイトドラゴン使いは時間にルーズなのか？」

「わたしの名はペルチェ……おそらくホワイトドラゴン使いはホワイトドラゴンに乗って戻ってくるので、定期船の時間などを守る必要がないため、ゆっくり戻ってくるつもりであると予想します……」

　やっぱりペルチェの分ぶん析せきは冷静だ。だけど、俺の心には不安がうずまいている。

　寮には、ぞくぞくと生徒たちが戻ってきていた。ざわざわとして、けっこうにぎやかになってきている。

　それでも騒ぎ声などが聞こえてこないということは、竜崎はまだ見つかってないということなんだろうか。寮のまわりにはいないんだろうか……まさか、もう殺されてしまってたらどうしよう。

「靴箱に靴が無いのは……ホワイトドラゴンで学校に戻ってくるとちゅうで竜崎をつかまえて、そのまま学校に戻ってこずに、竜崎をどこか人目につかないところに連れさって、殺してたとしたら……」

　俺おれはぐんぐん不安になって、頭をかかえてしまった。すると、ペルチェがどこまでも冷静に言った。

「わたしの名はペルチェ……竜王の娘の生存をわたしは疑いもしていませんでしたが、おそらくそれは希望的観測にもとづく主観的希望であったと分析します。たしかに、わたしたちが探索のまえに一番最初にすべきことは、竜王の娘の生存確かく認にんでした……」

「いや、その生存を確認するために捜してるわけだが……」

　俺が言いかけたとき、いきなりペルチェがしゅるんと腕うでを長くのばした。

「えっ？」

　俺の目が点になる。ペルチェの腕はワイヤーのように細長くのびて、俺の首に巻きついていた。

「な……何のつもりだ、ペルチェ？」

　嫌いやな予感がした。ペルチェの目は無表情のまま、俺をじっと見つめている。

「わたしの名はペルチェ……もちろん、少年が今すべきことをするのです、少年よ……」

　ペルチェはほかの魔王同様、俺の経験値をねらっている。けれども今は、竜崎を助けるために俺の協力が必要だ、と言った。だから、俺も油断していた。

　あまりにも竜崎が見つからないので、俺がいても役に立たないとペルチェが判断したんだとしたら？　俺に協力させるより、俺を経験値ネジにしてしまって、自分の部品としてペルチェが少しでも大きさを取りもどしたほうが、まだ役に立つとペルチェが俺を見切ったんだとしたら？

　ペルチェの経験値ネジになることこそが、今の俺がすべきこと……だと、ペルチェは判断したのか？

「天蛇アメノハハ……」

　とっさに俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえて、うちの家に代々つたわるスサノオノミコトの神剣・天蛇斬アメノハハキリを出そうとした。蛇を斬る、というその名のとおり、スサノオノミコトがヤマタノオロチを倒たおしたときに使った剣である。

　だが、そのことばが終わるまえに俺の息はつまった。ペルチェがワイヤーを、ものすごい力でしめ上げたからだ。

「……っ……」

　気管と食道が、まるでストローをつぶすみたいにつぶされて、肺からの空気が止められてしまったのを感じた。息がつまって、そのまま俺の意識は消えた。







四章　勇者学校に竜りゆう崎ざきだけ魔王!?







　真っ暗な闇が広がっている。

　俺はあっさり殺されたのか……。竜崎を助けられないまま、殺されてしまったのか。

　いや、俺を吸収したペルチェが、竜崎を助けられるかもしれない。もしそうならいいのだが……いや、よくない。俺が死んだと知ったら、あの泣き虫魔王がどんなに泣くか。それは困る、竜崎の泣き顔は見たくない。

「あたしだって、ひい様の泣き顔なんて見たくないわよ」

　闇の中から、聞き覚えのある声がひびいてきた。

「……サキさん？」

　俺は、闇の中を見まわした。その声はたしかに夢ゆめ野のサキ……竜崎の三人の四天王の一人で三年生、淫いん夢むを見せる夢魔・サキュバスの魔王だ。

　闇の中に、少女の姿が浮かびあがった。燃えるような赤い髪かみ、猫のような大きなつり目は左がグリーン、右が黄金色のオッドアイ。頭に角、コウモリのような翼つばさとしっぽ。そして必要最小限の布、というか必要なところもちょっと足りないのではないかというぐらい布が少ない服で、ファッションモデルのようなナイスバディを包んでいる。ふだんはふつうの女の子だが、夢の中でだけ見られるサキさんのサキュバスとしての姿である。

「まぬけな顔して、『サキさん？』じゃないわよ！　このへっぽこ勇者！」

　サキさんは腰こしに手を当てて、頭ごなしに俺をどなりつけた。

「サキさん、いきなりへっぽこ勇者はひどいんじゃないですか」

「ひい様を助けに行ったんなら、なんでもっと早くあたしに連絡を取らないのよ！」

「だって、携帯電話が水をかぶって……」

　俺はそこまで言って、「あっ」とうめいた。だって俺は今、こうやってサキさんと「話して」いるんだから。

「……ひょっとして、俺は寝ればよかったのか？」

「そうよ！　いつ気づくかと思って、あたしはずっと夢の中でスタンバってたんだから！」

　ようやく俺は、ペルチェの真意に気づいた。

「ひょっとしてサキさん、竜崎とも夢で連絡取れるんじゃ？」

「もちろん、まっ先にひい様の夢を捜したわよ。そして見つけたんだけど、ひい様は夢の中で眠ってたのよ。どんなにしても起きなかったから、ひい様から話を聞くことはできなかった」
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「夢の中で寝てるって、それはいったいどういう状態なんだ？」

「夢の無い深い眠ねむり、っていう状態よ。でも、サキュバスのこのあたしが起こしたのに起きなかったってことは、ただの深い眠りじゃない。深層意識の底まで深く眠らせるような、強烈な眠りの呪じゆ文もんをかけられてるってことよ」

「竜崎を捕まえた奴やつがかけたのか？　ってことは、魔ま法ほう使つかい系勇者か？」

「眠りの呪文は、僧侶系勇者も使えるけどね。とにかく、あたしに起こせなかったってことは、呪文をかけたやつはあたしよりもかなり精神力レベルが高いってことだわ」

　サキさんは、ぶっちゃけそんなに強くない。強くないから、魔王なのに竜崎の四天王におさまっているのだ。だからサキさんより強いという相手が、どれぐらい強いのかはよくわからない。

「でも、感覚が夢に影響をおよぼすのよ」

「感覚が……って、どういうことだ？」

「たとえば寝ているうちにおしっこがたまってくると、トイレの夢を見たりするでしょ？」

「あれは危険だよなー。たまに、ドキッとして目が覚める」

「それと同じ。ひい様の意識は眠っていても、ひい様の五感が感じとったものは、夢の中に反映されるの……こんなふうにね」

　サキさんは、スッと右手を上げた。サキさんの手の上に光の球が生まれ、それがぶわっと広がって俺たちを包みこんだ。プラネタリウムは半球状のスクリーンに映像を映すけれど、これはそれが完全な球体のスクリーンになってるっぽい。

　スクリーンに映像が映った……真っ暗だ。真っ暗な中に竜崎が浮かび、仰あお向むけに横たわって眠っている。ピンクのワンピースのまま、気をつけの姿勢で、えらくかっちりと眠っている。真っ暗だけれど、竜崎の足もとのほうだけかすかに明るい。そして、ものすごく静かだ。

「竜崎！」

　俺は竜崎に手を伸のばしたが、手は竜崎の体をスカッとすり抜けてしまった。サキさんが言った。

「これはさっきあたしが撮ってきた、ひい様の夢の『録画』よ」

「録画？」

「夢枕ドリーム・ピローを使えばヒロを直接ひい様の夢の中へ連れてってあげられるんだけど、今は無理だから、夢の録画を撮ってきたのよ。録画だからさわれないし、今ひい様は別の夢を見てるかもしれないけど」

「録画か……。でも、夢を見てるってことは、いちおう竜崎は生きてるんだな」

　俺はホッと胸をなでおろした。サキさんが、鋭い目で俺をにらんだ。

「そんなのん気なことを言ってるあいだに、ひい様はくそったれの勇者に殺されちゃうかもしれないのよ？　聖セントレジェンド島とうも、麻ま桜おう島じまからひい様を取りもどそうとして血の気の多い生徒が乗りこんでくるんじゃないかと思ってるみたいで、今、島のまわりはいつもの五倍の見張りがうろついて、厳戒体制よ。だれも近寄れないわ……あたしの『夢』以外はね」

「厳戒体制っていうことは、麻桜島から助けがくる可能性は……」

「無いわね、ゼロ。あれをむりに突とつ破ぱしたら全面戦争になるわ。織お田ださんと黒くろ姫ひめさんから事情を聞いた番長が助けに行くって息巻いてたんだけど、聖セントレジェンド中学とトラブルを起こすなって言って、校長先生が地下牢に閉じこめちゃってたし」

「地下牢って……岩いわ見み先せん輩ぱい、気の毒に」

　岩見先輩は身長二メートルをこえ、狒ひ々ひのような赤い肌と白い長い毛を持った魔王で、この麻桜中学の番長だ。名前は重じゆう太た郎ろうだし、いつも長い毛が全身に生えていて俺はただの毛玉だと思っていたんだが、夏になって暑くてカットをすると、じつは中身がグラマラスな美女だということが明らかになったのだ。

　乱暴者だけど、侵しん入にゆう者しやがいるんじゃないかという疑惑が出たらこまめに麻桜島の見まわりをしたり、番長としての責任はきっちり果たしている。見かけの豪快さのわりに、意外ときちょうめんなのだ。

「そういうわけだから、麻桜中学から増ぞう援えんを出すのは無理なのよ。今縄張りの中にいるヒロだけで、何とかひい様を助けてあげないといけないってこと」

　そう言って、サキさんは目の前に浮かんでいる竜崎の足もとを指さした。

「ほら見て、ヒロ。ひい様の足元が光ってる」

「ほんとだ……どういうことだ？」

「真っ暗でしょ、ヒロ。これはたぶん、寮の部屋の中に閉じこめられてるんだと思うわ。足のほうが明るいってことだから、そっちに窓があるってことよ」

「じゃあ、カーテンは開いてるってことか？」

「そう。これ、ひい様を捜す手がかりにならない？　窓の外から捜せば、ひい様が見えるってことでしょ？」

　理屈はサキさんが言うとおりだけど、でも……聖セントレジェンド島の先生たちが、さっきからしらみつぶしに捜しているのだ。窓からのぞいて見えるような場所に竜崎がいるんなら、とっくに見つかってるはずじゃないのか？

「サキさん、ほんとに竜崎は寮にいるのかな……」

　確信が持てなくて、俺の心は揺れている。でもサキさんは、きっぱりと言いきった。

「当たり前でしょ、寮の部屋じゃなかったら、あとは共用スペースしか無いじゃない。でも聖セントレジェンド中学の先生たちが必死に捜して、共用スペースにはいないって言ってたのよ？　じゃあ、あとひい様を隠せるのは個室しかないんだから、寮しかないじゃない」

「聖セントレジェンドの先生が、いないって言ってたって？　どうしてサキさんが、そんなこと知ってるんだ？」

「校長先生が竜りゆう王おう様にそう電話で伝えてたのを、盗ぬすみ聞ぎきしたの。聖セントレジェンドの校長先生から、十分おきぐらいにうちの校長に電話が来てるみたいよ」

「そっか……さすがに聖セントレジェンド中学がわとしても、竜王さんともめ事は起こしたくないんだな」

「そうね、あっちもかなりピリピリしてるみたい。非番の職員も全員呼びつけて捜しまくってるって。ひい様がつかまってるってことをあっちの生徒が気づいたら、ややこしくなって返せない事態になったら困るから、麻桜中学のほうでもむやみに動かないでほしい、みたいな話だったわ」

「こっちでもそんな感じだ。ほんと、必死に捜してるんだな……」

　そんなに必死に捜してるのに、どうして竜崎は見つからないんだろう？　寮の中も捜していたんだから、見つからないわけがないのに……。

　考えこんでいると、ふと、俺はあることに気づいた……竜崎の夢が、ものすごく静かだってことに。

「サキさん。この夢の録画って、画像だけじゃなくて、音声も再生できるのか？」

「もちろんよ、今は最大の音量で再生してるわ」

「でも、何も聞こえないんだけど」

「夢の中で何の音も出てないなら、そりゃ聞こえないわよ」

「いや、聖セントレジェンド寮には勇者たちがだいぶ戻ってきてるから、ザワザワしてるんだ。まわりの音って夢に反映するだろ？　テレビの音が聞こえたら、テレビの夢を見たりするし……」

　俺はもう一度、耳をすませた。やっぱり、竜崎の夢の中には何の音も聞こえないし、足もとのうっすらとした光のほかは何も見えない。夢の中の竜崎も、静かに眠りつづけるだけで何も反応していない。

「つまり、竜崎には何の音も聞こえてないんだ。ここは、寮じゃないんだ」

「じゃあ、どこなのよ」

　サキさんは、イライラしたようすでちょっと声を荒くした。俺は、眠っている録画の中の竜崎を見つめながら、答えた。

「わからないけど、捜す。そして、ぜったい見つける」

「ぜったいに？」

　サキさんは、俺の決意を確かめようとするかのように、オッドアイの目で俺の目をじっと見つめてきた。俺はまったく後ろ暗いところなどなかったので、目をそらすこともなく、じっとサキさんの目を見返した。

「……そうね。どっちにしても、あたしたちにはそこへ行くこともできないんだから、ヒロを信じるしかないものね」

　サキさんは、ふうっとため息をついた。

「情けないわね、ひい様の四天王のくせに、ひい様を助けに行けないなんて。あたしの大事なひい様のことを、勇者のヒロなんかに任せるしかないなんて……」

　サキさんの声が震えている。あれ……ひょっとして、泣きそうかも？

「ど、どうしたんですか、サキさん？」

「どうしたもこうしたも、心配してたに決まってるでしょ？　ひい様が竜宮からいなくなって、朝から冥めい土とと二人で血相を変えて捜してたのよ？　こうやってヒロに連絡取れるまで、助ける方法は無いんじゃないかと思って、こうしてる間にもひい様は死んでるんじゃないかって、気が気じゃなかったのよっ？」

　サキさんは、目に涙をいっぱいためながら怒った。あんまり怒っているので、俺は気圧されてしまう。

「な、なんか、ごめんなさい」

「いいわよ、別に。考えてみたらヒロのせいじゃないし、もともとはひい様が悪いんだし、ヒロに当たるのはとばっちりよね」

　サキさんは涙をぬぐいながら、そう言った。ものすごく心配で心が乱れているだろうに、必死に冷静でいようとしているところは、やっぱり年上なんだなあと思った。

「ひい様があたしたちにないしょで竜宮を出ていったのも、聖セントレジェンド島の領海に迷いこむなんてドジをやったのも、ひい様が悪いんだけど……。でも、ないしょで出てったのはたぶん、ヒロをむかえに行ったんでしょ？」

「あ、うん。そんなことを言ってた」

「じゃあ、あたしたちがひい様に厳しすぎたのがいけないのかな……。勇者なんかとつきあっちゃいけません、なんてあんなに厳しく言わなければ……」

　サキさんは思いっきり落ちこんでいる。俺のせいにしないかわりに、自分のせいにしてしまったらしい。俺は、あわててサキさんをはげました。

「そんなことないって、サキさんは四天王なんだから竜崎を心配するのが仕事なんだし！　大だい丈じよう夫ぶだよ、俺がぜったいに竜崎を助けだすから！」

「ぜったい、よね？」

　サキさんは、涙で真っ赤になった目で俺を見つめた。

　俺は考えた。ここは勇者学校で、七七七人の勇者がいる。俺も勇者だけど、でも俺は魔ま王おう学校の生徒だ。しかも魔王である竜崎を助けに来てるんだから、ここでは敵がわの人間だ。

　フリトは俺の敵じゃないけど、味方もしてくれない。こっちにはペルチェがいるが、思いっきりちっちゃい。つまり、一・一対七七六ぐらいという、圧倒的に厳しい戦いになるっていうことだ。勇者学校の中に、俺（とちっちゃいペルチェ）だけ魔王学校の生徒……。

　あれ？

　なんだ、それっていつもの麻桜中学の俺じゃないか。そのことに気づいた瞬しゆん間かん、俺の気持ちはスッと楽になった。

「大丈夫です、サキさん。ばっちり助けてきます！」

　俺は、思いっきり自信たっぷりで答えた。サキさんはまだ心配そうな顔をしながら、一度俺の手を両手でぎゅっと握にぎった。突とつ然ぜんだったので、俺はちょっとびっくりした。サキさんはそうして俺の目を、しばらく何とも言えない目でじっと見つめていたけれど、やがて吹っ切るように顔を背そむけて、そっと手を離し、数歩後ずさった。

「……これ以上、ヒロを夢の中に引き止めてちゃ、ひい様を助けに行けないわよね」

　俺を包んでいた闇が、まるで朝のおとずれのように、少しずつ明るくなっていく。サキさんと竜崎の姿が、光に溶けるようにうすれていく。

「頼たのんだわよ、ヒロ。ひい様を助けて……！」

　サキさんの声が、遠くなっていった。




　ぱちり。

　俺は、目を開いた。

　目の前には、抜けるような青空。頭の下は、ふわりと柔やわらかい。

「わたしの名はペルチェ……少年よ、サキュバスには会えましたか……？」

　青空の下に、小さなペルチェの顔が逆さに見えた。そのとき俺は、自分が草の上で仰向けに寝ていて、おでこの上にペルチェが乗っかっていることに気づいた。

「やっぱり、そのためにあんなことしたのか」

「わたしは完全究極機械魔王、わたしは夢など見ませんから……」

「だけど、言ってくれないとびっくりするだろ。いきなり首を絞めるなんて」

「いくら愚かな有機生命体といえども、言わないとわからないほど愚かだとは思っていなかったのです。それで、サキュバスには会えましたか？　サキュバスは、竜王の娘むすめの夢に入りこんで手がかりを持っていたはずです、少年よ……」

「カンがいいなあ」

「カンではありません、少年よ……完全究極機械魔王であるわたしの電子頭脳で既存の情報を統計学的に処理し、当然の結果として導き出される予測にすぎません……わたしの名はペルチェ……」

「そうだ！　ペルチェのカンで、竜崎の居場所はわからないかな」

「ですからカンではありません、少年よ……」

「暗い場所で、片方だけ明るいところ。そして、何の物音も聞こえない静かなところ。そこに竜崎がいるはずなんだ。竜崎の意識が無いから、夢の中でも竜崎から情報をもらえなかったんだけど」

　俺が説明すると、俺のおでこの上でペルチェはうーんと考えこんだ。

「静かなところ……それならば、寮ではありませんね」

「そうなんだ、俺もそう思った」

「けれども、公共スペースなら教師たちが捜したはず……。ということは、確率論的に考えて、この島にほかに隠すところはどこでしょう……？」

　ペルチェは必死に考えているが答えがなかなか出ないようすで、短い腕で大きな頭をかかえている。

「とりあえず、俺のおでこの上からどいてくれませんか？」

「断ります、少年よ……。わたしは完全究極機械魔王です、わたしに計算不可能なものなどありません……今、わたしはあらゆる角度から竜王の娘の存在確率について再計算している途と中ちゆうなのです……」

　ペルチェは必死に考えている。大きな目が、ます目のパネルのようになって、猛烈にカシャカシャ計算しているようだ。でも、計算は終わらない。頭をかかえながら、ペルチェがだんだんあせっているのがわかる。

「計算が……計算が遅すぎます、これでは答えを計算し終えるまでの予測時間が四十八時間以上かかってしまいます……」

「脳ミソが小さくなったんだから、仕方ないさ。やっぱり、地道に足で捜そうぜ」

　俺がフォローのつもりでそう言うと、ペルチェは、

「くっ……」

　と、小さく声をもらしてうつむいた。

「わたしの名はペルチェ……わたしが本来の完全究極機械魔王なら、これぐらいの計算、瞬時に完かん了りようして竜王の娘の居場所を割り出せるものを……」

　あれ……もしかして、ペルチェは悔しがってるのか？　未来の世界からこの時代を支配しに来た、感情に左右されることなくあくまでも冷静な完全究極機械魔王であるペルチェが？

「そのために俺を助けたんだろ。なら、ペルチェの計算どおりじゃないか」

　俺が言うと、小さなペルチェは大きな目をぱちくりとして、俺の目をじっと見つめた。

「……なるほど。少年よ、ならばやはりわたしは、完全究極機械魔王だということですね……」

　心なしかホッとしたようすのペルチェに、俺は言った。

「だから、手分けして捜しに行こう。俺は校舎とかの地図を知ってるから、校舎の中を捜す。ペルチェは空からとか、あと洞窟まわりとか調べてくれるか？」

「わかりました、少年よ……それで、見つけたらどうするのですか？」

「そうだな、見つかっちまうからうかつに連絡は取れないし……」

　俺は考えながら、何気なく視線を宙に迷わせていた。ふと、迷っていた俺の視線が、ぴたりと止まった。少し上のほうに見える、大聖堂の鐘かねだ。

「そうだ！　大聖堂の鐘が鳴ったら、ここに戻もどってくることにしよう」

「あの、電子頭脳に悪影響をおよぼす鐘の音ですか……」

　ペルチェはうんざりしたようすだ。体が小さくて魔ま力りよくも減っているぶん、白魔法がこたえるのかもしれない。あのきれいな鐘の音がどうしてそんなに嫌なのか俺にはピンとこないんだが、たぶん黒板を爪つめで引っかいた音を聞いたときみたいな感覚があるんだろう。

　とりあえず、俺は体を低くしながら建物のほうに移動した。ペルチェは小鳥に変身して、空高く舞まいあがった。




　俺はまず、寮りようの隣にある大聖堂に入った。大聖堂の入り口のカギは開いていた。たしか学校案内によれば、ここは生徒が祈りをささげるためにいつでも開いているとのことだった。それで、俺は扉とびらを押おしあけて中に入ってみた。

　中は、しんと静まりかえってだれもいなかった。帰ってきた寮生たちは、寮で荷物をほどくのに忙しいのか、それともお土産みやげを友達に配るのに忙しくて、みんなまだ寮にいるんだろう。

　それで俺は、ゆっくりと捜すことができた。大聖堂は天てん井じようが高く、鐘しよう楼ろうまでつながっている。鐘楼が天窓のかわりになって、大聖堂の中に光を落としていた。窓にはめられたステンドグラスは荘厳で、正面の祭壇の後ろには炎ほのおの剣を振ふりあげた、巨きよ大だいな勇者像が飾られていた。たしか学校案内には、この聖セントレジェンド中学の初代校長である炎の勇者・聖エルモスの像だと書いてあった。

「すごいな……。麻桜中学では、魔王同士がすぐにケンカをおっ始ぱじめて校舎を破は壊かいするから、こんな歴史がありそうな建物じゃないんだよなあ……」

　俺は、整然と並べられた七七七人分のベンチを見渡した。

「始業式のときは、あそこで校長先生があいさつするんだな……。で、生徒はここに座すわって聞くわけか……」

　せっかく来たんだから、聖セントレジェンド中学の生徒になったつもりで、ちょっと座ってみた。木でできたどっしりしたベンチは、麻桜中学の講堂のパイプ椅子とは座り心地が全然ちがう。フリトたちのことをうらやましく思ったけれど、でものんびり座っているわけにも行かない。

　俺は立ちあがると、大聖堂の中をすみずみまで捜した。祭壇の裏も、パイプオルガンをおおう重じゆう厚こうなベルベットのカーテンの裏まで捜した。でも、どこにも竜崎の姿はない。もしかしたら、と俺は床をはいずって、ベンチの下を捜しはじめた。転がった消しゴムじゃあるまいし、そんなところに竜崎が落ちてるはずはないと思いながらも、もしかしたら……と思いながら。

　そのとき「ガタン」と音がした。俺はあわてて、近くのベンチの下にかくれて身をひそめた。

　入ってきたのは、あの流る々る土どとかいうちっこい修道女の教頭先生だった。大聖堂の入り口から、ちょこんと顔を出して中をのぞいている。気になるように、何度かのぞいて大きな目をきょろきょろさせては頭を引っこめて、どうも中に入るかどうか迷っているようだ。

　やばい、このままじゃ見つかってしまう。俺はベンチの下で、身をこわばらせた。剣のソード・呪言ワードで何か身を隠かくせるようなものを出すか？　いや、声が聞こえたら俺がいることがバレてしまう。では、字を書いたら？　……それもだめだ、字を書けるものを何も持っていない。麻桜中学みたいにあちこちホコリがたまってるようなら指でホコリに字を書くこともできるけど、さすが聖セントレジェンド中学はきれいに掃そう除じされて、チリひとつ落ちていないのだ。

　焦あせっているうちに、流々土教頭はついにちょこちょこと数歩、大聖堂の中に入ってきた。もうだめかもしれない……！

「教頭先生、どうかしましたか？　そこはさっき捜しましたよ？」

　他の先生の声が聞こえた。流々土教頭がクルッとそちらを振りかえる。俺には、天の助けの声に聞こえた。

「ええ……そうなんですけれど、物音がしたような気がいたしまして……」

　流々土教頭は気になるようにそわそわと、何度か大聖堂の中を振りかえっている。さすが伝説の魔王を倒した伝説級の勇者だけあって、カンがいい。俺の心臓はばくばくしていて、この音すら聞かれてしまうんじゃないかと思って、全身からだらだらと脂あぶら汗あせが出た。竜崎を捜さないといけないのに、油断してうかうかとベンチに座ったりしたせいだ。まわりは全員敵だってことを、忘れちゃいけなかったんだ。

「それより、麻桜中学からまた電話です。校長先生がリューグー・コングロマリット関係の対応に追われているので、かわりに電話に出てください」

　教師にそう言われて、流々土教頭は後ろ髪を引かれるように何度も大聖堂の中を振りかえりつつ、

「そうですか、了解いたました……」

　と、大聖堂から出ていった。……やった、助かったぞ！

　大聖堂の扉が閉まった瞬間、俺はベンチの下から飛びだして、聖堂の裏口から脱兎のごとく逃にげだしたのだった。




　そのあと、俺は校舎のほうへ向かった。

　聖セントレジェンド中学の全校生徒は七七七人、一学年あたり七クラスもある。だから校舎もめちゃくちゃ広い。麻桜中学よりも広い。四階建ての建物は広くて、迷路のようだ。

　俺は、ひとつひとつ教室を捜した。カギがしまってたけれども、

「合いカギ！」

　と、剣の呪言ソード・ワードでカギを出して開けて、捜していった。

　教室も、床はつるつるした板張りだし、机も椅子も高級感あふれるもので、教室というより高級ホテルのロビーみたいだ。麻桜中学とは全然ちがう。壁かべには、武器をかけるフックもついている。聖セントレジェンド島では勇者たちはケンカしたりしないから、麻桜中学のような校内武器持込禁止、なんてことにはなっていないようだ。壁に貼られている時間割表にも、体育とは別に「戦闘実技」がある。むしろ戦闘実技のある日に忘れ物をしたら厳しいなー、などと思ったりした。

　三学年分・二十一部屋の教室のほかにも、職員室や保健室、理科室などの特別教室や、理科準備室などの倉庫もある。どの設備も、麻桜中学よりもずっと豪華で、俺はうらやましくてついついため息をもらしていた。

　ただひとつ、麻桜中学にはある学食が、聖セントレジェンド中学には無かった。ここは寮が近いので、昼食は寮の食堂に移動して食べられるからだ。

　音楽室には、聖歌を歌うためのパイプオルガンがあった。パイプオルガンを置くために、音楽室は三階分ぶち抜きの吹き抜けになっている。天井からはシャンデリアがかかっていて、音楽室というより、オペラホールみたいだ。つくづく、聖セントレジェンド中学の荘厳な豪華さにはびっくりしてしまう。

　理科準備室には、珍めずらしい錬金術用のガラス器具もたくさん置いてあった。社会科準備室には勇者の歴史年表が貼ってあり、伝説の鎧よろいや武器のレプリカが飾かざってあった。

「わっ、俺の天蛇斬アメノハハキリまであるじゃないか」

　俺はちょっとうれしくなって、レプリカの剣を手に取った。部屋の中をひととおり捜しても、竜崎の姿はない。そのとき俺は、気づいた。

「待てよ……。まわりが暗くて足元だけぼんやり明るいってのは、寝ねていて足のほうに窓があるんじゃなくて、こういう鎧の中に閉じこめられてるってことは……？」

　俺は鎧に近づく。鎧の足の部分っていうのは長靴みたいに見えるけれど、金属の板で表を覆おおってるだけで、靴底にあたる部分はない。だから、そこから光が入って足元が明るいんじゃないか……と思ったのだ。

「もしかして当たりかも？　竜崎が見つかるかも！」

　自分でもいい思いつきだと思って、俺はけっこうな自信とともに、鎧のレプリカをのぞきこんだ。……いない。

　一個一個のぞきこんだが、そのたびに俺のテンションはどんどん下がっていった。そして最後の一個をのぞき終えたとき、俺は脱力してしまって、座りこんだ。

「はぁぁ～……。いい思いつきだと思ったんだけど、甘かったか……」

　心がくじけそうになったが、くじけている暇はない。こうしているあいだにも、竜崎は俺の助けを待っている……いや、待っていてほしい。どうか、まだ生きていますように、と俺は祈りながら校内の捜索をつづけた。屋上まで捜したけれど、竜崎の姿はなかった。

　廊ろう下かを歩いていると、ときどき竜崎を捜している先生たちに遭遇した。足音が聞こえるたびに、俺は壁に身を隠してやり過ごした。

「先生、いましたかっ？」

「やっぱりいませんでした、召しよう喚かん獣じゆうを飛ばして天井裏まで調べたんですが……」

「どうします、竜王を怒らせたら！　勇者系企き業ぎようにもリューグー・コングロマリットと取引をしてるところは多いんですよ、卒業生の就職先に影響したらわれわれ教師の評定も下がってしまいます！」

　聖セントレジェンド中学の先生たちも、けっこう大変そうだ。

「よし、もう一度校内を捜してみましょう！」

「ええっ？　もう三度も捜しなおしましたよ？」

「ならば四度目を捜すんです、とにかく竜王の娘を捜しだすまで何度でも捜すんです！」

　先生たちはかなり必死の形相で、ふたたび散開した。召喚獣まで使って三度も捜して見つかってないなんて、やっぱり校内にはいないんだろうか……？　だとしたら、どこを捜せばいいんだろうか。

　煮つまり気味な俺の耳に、大聖堂の鐘の音が聞こえてきた。ペルチェと約束した合流の時間だ。

「ペルチェは何か見つけたかな」

　わらにもすがるような気持ちで、俺は待ちあわせ場所に向かった。急いで、でもそのあたりをうろうろしている教師に見つからないよう慎重に、静かな校舎にひびく鐘の音の中を、俺は早足で移動する。

「♪ハレルヤ・ハレルヤ・グローリア・イン・エクセルシス・デオ・ハレルヤ……」

　古い讃美歌の音色を聞きながら、俺は歌詞を口ずさんでいた。この歌詞の意味は古いヘブライ語で、「神をたたえよ、神をたたえよ、高きところの神に栄光あれ、神をたたえよ」という意味だ。俺もまた、竜崎の無事を神に祈る気持ちだった。

　校舎を出て、俺は大聖堂の横を通る。大聖堂のむこうに寮があって、その裏庭のしげみが待ち合わせ場所だ。さっきよりも寮生が増えているから、見つからないよう用心しなければならない。

「♪ハレルヤ・ハレルヤ・グローリア……」

　見つからないよう、俺はまた神に祈る。鐘の音に合わせて……いや。

　俺はふと、違和感に気づいて歌を止めた。

「♪ハレ　ヤ・ハレ　ヤ・グローリ　・イン・エクセ　シス・デオ・ハレ　ヤ♪」

　音が足りない。

　鐘がかなでるメロディに音が足りない。いつも麻桜島にも聞こえてくる音色だから、当たり前に聞き流していて気づかなかったけれど、よく聞くと音が足りないのだ。

　俺は大聖堂の鐘楼を見あげた。鐘が八個、並んで吊るされている。ドレミファソラシド、の音の鐘がそれぞれある。鐘の上にはオルゴールのドラムのような装置がついていて、これが順番に鐘を揺らして鳴らしているのだ。全自動のハンドベルみたいなものだろう。

　俺は耳をすました。足りない音は全すべて同じ音……「ミ」の音だった。

「もしかして……！」

　全身に電気が駆けめぐるような衝撃を感じた。一いつ瞬しゆんの時間も惜しい。俺は、大聖堂の中に駆けこんでいた。




　大聖堂の中は、あいかわらずだれもいなかった。天井と鐘楼がつながっているから、大聖堂全体が鐘の音を響かせて増ぞう幅ふくしている。それで、麻桜島まで聞こえてくるぐらい大きな音になるんだろう。

「こんなところにペルチェがいたら、頭が爆ばく発はつしそうになるだろうな……」

　俺は鐘楼を見あげる。鐘が見えるけれど、かなり高い上に鐘の中は暗いので、よく見えない。

「縄ばしご！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえた。鐘を吊るしている棒に、縄ばしごがガシッと引っかかる。俺は、それをスルスルとのぼっていった……目ざすは「ミ」の鐘だ。

　上がっていくと、鐘の内がわがぼんやり見えてきた。鐘の中には、鉄の棒で吊るされたミスリル銀の玉がある。これで音が鳴っているのだ。

　けれど、「ミ」の鐘の中には玉が無かった。かわりに、白い足が二本見えた。

「……竜崎！」

　俺は縄ばしごに足をからめて上半身を浮かせ、鐘のふちにしがみついた。鐘の中に、両手をしばられて吊るされた竜崎がいた。足首も、二本合わせて縛られている。さらに、そこにガルムと、織田の茶ちや坊ぼう主ずが縛りつけられていた。

「ガルム！　おい、しっかりしろ、竜崎、ガルム、茶坊主！」

　俺が呼んでも、竜崎はぴくりとも反応しない。深く眠りこんでいる……サキさんが言うように、眠りの呪文をかけられている。ガルムも眠っているが、茶坊主のほうはただの人形になっていた。刀からの魔力が切れてしまったせいだろう。

　剣の呪言ソード・ワードでは、一回に一個ずつしか物を出せない。縄ばしごが出ていると他のものが出せないので、俺はいったん床に降りた。

　俺は考える。剣の呪言ソード・ワードで一個だけ何か出して、あの高い場所にいる竜崎を助けられる物……というと、何だろう？　脚きや立たつ？　いや、脚立じゃ届かない。もっと高くまで上がっていけるもの……。そうだ、ビルで火事が起こったときに人を助ける、はしご消防車はどうだ？　たしか日本で最大級のものは、五十メートルもの高さまではしごを伸ばせたはずである。

　すばらしい名案だ、と俺は余よ裕ゆうたっぷりに、

「はしご消防車！」

　と、剣の呪言ソード・ワードをとなえた。

　ところが……出てきたのは、子供が転がして遊ぶような大きさの、おもちゃのはしご消防車だった。いちおうスイッチを押したら、赤いサイレンが光って「ウー」とか鳴るのだが……。

　大型機械を出すには、それだけ精神力が必要である。どうやら今の俺の力ではまだ、はしご消防車のような巨大なものは出せないようだ。

「ということは……竜崎のところまで届くサイズのものは出せないのか？」

　俺は鐘を見あげた。大きなものは出せない、そして一度に一個しか出せない……この剣の呪言ソード・ワードのしばりの中で、どうやって竜崎を助けられるだろう？

　俺は考えた。おもちゃのはしご消防車を眺めていると、ふとひとつ、考えが浮うかんだ。いや、だけどそれはあまりにも危険すぎる。俺はためらった……けれど、たとえ危険でも、迷っている時間はないのも確かだった。

　俺はまずはしご消防車を解除し、息を大きく吸いこむと、剣の呪言ソード・ワードをとなえた。

「ラジコンヘリ！」

　ことばは風になり、俺の手の中にずっしりと重いラジコンヘリが現れた。はしご消防車と同じように、本物は魔力不足で出せなくても、おもちゃサイズのものなら出せるようだ。そしてこれに関しては、おもちゃサイズのほうが役に立つのである。

　俺はラジコンヘリを操縦して、「ミ」の鐘のほうへ飛ばした。チャンスは一度、失敗は許もとされない。俺は緊きん張ちようしながら、ラジコンヘリをゆっくりと鐘の中に入れ、竜崎を縛りつけているロープのほうへそーっと近づけた。

　高速回転するプロペラがロープに当たって、チリチリチリッ、とロープが削れていく。削れたロープは弱くなって、竜崎の重さに引っぱられ、さらにプロペラに削けずられながら、ゆっくりとちぎれていく。そしてロープが切れるやいなや、俺は超ちよう早口で叫さけんだ。

「解除！　エアクッション！」

　ラジコンヘリが消えると同時に、白いクッションが床にあらわれた。これが、剣の呪言ソード・ワードのしばりの中で俺が考えた打開策だが、何とかタイミングよく間にあった。鐘の中からすべり落ちてきた竜崎が、クッションの上にぼふんと落ちた。

「ひゅ～。もうこんな、ハードモードの音ゲーみたいにタイミング勝負な剣の呪言ソード・ワードの使い方はごめんだ」

　俺は胸をなでおろした。心配だったのは、解除後のエアクッションが、気持ちが焦って精神が統一できていなければ、出てきてくれない可能性があるというところだった。ほんとに助かって良かった……いや、まったりしている場合ではない。早く竜崎を連れて、ここから逃げなくては！

「竜崎！　起きろ、竜崎！」

　呼んでも、竜崎は目を覚まさない。とりあえず俺はクッションを解除してから、剣の呪言ソード・ワードでハサミを出し、竜崎の手首と足首をしばるロープを切ってやった。ずっとぶら下げられていたせいで、竜崎の手首にくっきりと残る赤いロープのあとが痛々しい。いったいだれが、こんなひどいことをしたんだ？　いくら相手が魔王でも、竜崎みたいにか弱くて優やさしい女の子に、どうして……と、俺は胸が痛くなる。

　そうして俺は、竜崎の足にしばりつけられていたガルムも自由にしてやった。だが、ガルムも目を覚まさなかった。

「おい、竜崎、ガルム？　どうした、起きろよ！　起きろ、二人とも！」

　どんなに呼んでも、竜崎もガルムも起きない。そのまま竜崎を背負って麻桜島へ戻っても良かったんだろうけど、俺はとにかく竜崎が目を覚まさないと、もしかして死んでしまうんじゃないかと思って心配でたまらなかったのだ。

　ふと、俺は思いだした。ゆうべ、俺は竜崎に電話をした。竜崎は、俺の「子こ守もり歌うた」とも言えない……吟ぎん遊ゆう詩人の眠りの精せい霊れいへの賛歌で、眠ってしまった。それは、単に眠かったからたまたま眠ったんだとばかり俺は思っていた。

　けれども、もしかしてほんの少しでも、眠りの精霊が発動してたんだとしたら？　俺だって剣の呪言ソード・ワードの練習を積んで、呪文の素養はあるのかもしれない。てなことを、委員長にも言われた気がする。

　そして、眠りの精霊をほめることで起きているものを寝かせてくれるなら、逆に、寝ているものを起こしてくれたりするかもしれない。

「♪すりぷら　すりぷる　うぉーむんぐる　はぁーとんぐる　ねら　ねら♪」

　ダメモトで、ワラにもすがる気持ちで、俺は夏休みに覚えた吟遊詩人の賛歌を歌ってみた。

　すると……。

「がるるー」

　ガルムの声だ！　転がっていたガルムが、ぴこんと耳を立て、しっぽも立てて、元気いっぱいに起きあがった。

「すごい、効いた！」

「がるるっ、がるるー！」

　ガルムは、喜んでしっぽを振りながら俺の腕の中に飛びこんできた。いつものガルムは、俺に敵てき愾がい心しんを抱いているのか、それとも竜崎に俺を近づけまいとしているのか、何かというと吠えかかってくる。俺はガルムにかなり嫌きらわれてると思っていた。でも、やっぱり俺に助けてもらったってことはわかるんだろう。

　ガルムが目覚めたってことは、竜崎ももしかして……？　俺は期待に胸をふるわせながら、ガルムを胸に抱きつつ、竜崎の顔をのぞきこんだ。

「うーん……」

　竜崎がうめいた。床の上で、ボロボロのピンクのワンピースで横たわっていた竜崎が、眉まゆをしかめて寝返りを打つ。そして、ぱちりと目を開いた。

「……ヒロ？」

　竜崎は、驚おどろいたように大きく目を見開いた。それから、ガバッと身を起こした。

「こなた……生きているのかっ？　夢ではないのか？　ヒロが助けてくれたのかっ？」

「いや、まだ完全に助けたってわけじゃない。ここはまだ、聖セントレジェンド……」

　俺のことばが終わるまえに、竜崎はガルムと同じように、俺の胸に飛びこんできていた。

「ヒロ！　やっぱりヒロは、こなたのヒーローだぞ！」

　ぎゅう、と竜崎が俺の首に腕うでを回して抱きついた。ふわふわの髪かみが、俺のほっぺたをくすぐる。その感かん触しよくのせいで、俺はなんだかむずむずする。しかもきゃしゃな竜崎の体は、今にも折れてしまいそうで怖こわい。それで俺は、どぎまぎしてしまう。
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「りゅ……竜崎、離れろって」

「だってこなた、怖かったのだ。ホワイトドラゴンに襲おそわれて、何が何だかわからなかったのだ」

　竜崎は俺にしがみついて、しくしくと泣く。弱った、これじゃ動けない。

「竜崎、立てよ。ほら、早く逃げないと……ガルムも来い」

「がるるー」

　俺はウエストポーチに茶坊主をねじこみ、竜崎を支え、ガルムをうながして、ここから出ようとした。

　だがそのとき、大聖堂の扉がバタンと開いた。

「しまった、見つかった！」

　俺は叫んだ。万ばん事じ休すか？　そんなに強くなさそうな相手なら、眠りの精霊でもぶつけてみるか？　でも、「魔王を助けるために勇者学校に忍しのびこんで勇者を攻こう撃げきした勇者候補生」なんて、果たして勇者検定試験に合格させてもらえるだろうか？　いや、ぜったいに無理だ。なぜなら勇者同士の争いは勇者ギルドで禁じられていて、勇者たちはそれをきちんと守っているから。でも、それなら俺はどうすればいい……？

　俺の頭は、ものすごい勢いでぐるぐるしていた。答えは出せなかった。けれども、扉から入ってきた人物が、小さな歩幅でちょこちょこと歩いてくるのを見た瞬間に、俺の心配は一気に消えうせた。

　それは、金色の百合ゆりの刺し繍しゆうが入った修道服をまとった、あの流々土教頭だったからだ。竜崎を捜しまわってる間は見つかるわけには行かなかったが、竜崎を見つけた今なら、別に見つかっても平気である。流々土教頭も竜崎をつつがなく麻桜島に送り戻したいと思っているわけで、俺たちの利害は一致してるんだから。

「教頭先生、俺は怪しい者じゃないんです。俺は竜崎を助けにきた……」

　俺は流々土教頭に説明をはじめた。ところが、ガルムは流々土教頭の顔を見るなり、

「がるるるるー！　がるるるるー！」

　と、ものすごい勢いで吠えたてはじめた。なんだろう、相手が（外見的には）ちっこい女の子だから、気が大きくなって威嚇してるんだろうか。いやでも、ガルムは顔は怖いけど、竜崎の犬だけあって性格は悪くないはずなんだが……？

　しかし流々土教頭はさすが、見かけはちっこくても中身はバ、もとい、実力も経験値も社会的地位もある立派な大人の女勇者なので、俺のような不測の侵入者にも驚くようすもなく、ガルムの怖い顔に引くでもなく、体の前でそっと両手を重ね、静かな表情で俺の顔をじっと見上げてきた。

「あなたは遊ゆ佐さヒロくんですね」

「えっ、俺を知ってるんですか？」

「まちがって魔王学校に通うことになってしまったとき、どうにか転校できないかお問い合わせいただきましたでしょう？　そのときの書類をまとめて勇者ギルドに送らせていただいたのが、わたくしめなのです」

「あ、そうなんですか。それは、お世話になりました」

「いえ……結局、わたくしめの力がおよばずに聖セントレジェンド中学への転入許可が下りませんでしたので、遊佐くんには申し訳ないと思っています」

　流々土教頭の声は鈴を転がすようにかわいく、優しく、ことばはやわらかい。それに外見の幼さのせいか、俺を見上げてくる申し訳なさそうな表情がすごく頼たよりなくて、謝られるとこっちのほうが思わず恐縮してしまう。

「あ、いやいや、いいんです。そんなことより、教頭先生が俺が勇者だってことを知ってるなら話が早い。俺がここにいるのは、ただこの竜崎を助けにきただけなんです」

「わかります。聖セントレジェンドに悪さをしにきた魔王というわけではない、とおっしゃりたいのですね？」

「そうです、そのとおりです！　だから、竜崎を見つけたからすぐに帰るつもりなんです。これで聖セントレジェンド中学のほうも、麻桜島とのことも竜王さんとのことも万事解決ですから、教頭先生も安心して……」

「万事解決……すると思っておられるのですか？」

「あ、まあ……竜崎をここにつかまえてた生徒がいるわけですよね。俺が竜崎を連れて帰ったら、せっかく楽しみにしていた経験値がフイになってしまうわけですよね。それは気の毒だとは思うけど……すみませんが、かわりに謝っておいてください」

「謝って許される、とでも思っておられるのですか？」

「で、でも謝って許してもらうしかないじゃないですか。だって竜崎が麻桜島に戻らないと、聖セントレジェンドだって困るんでしょう？」

「わたくしめは、別に」

　流々土教頭が低い声でつぶやいた瞬間、だれもふれていないのに扉がバタンと激しく閉まった。扉だけじゃない、ステンドグラスを守る雨戸も次々にバタバタと閉まっていく。鐘楼の窓扉まで閉められてしまった。流々土教頭の魔ま法ほうだ……と、俺はすぐに気づいた。

　窓が全部閉まると、聖堂の中は真っ暗になった。でも、自動的に壁ぎわに取りつけられた燭台のろうそくの炎がパパパッとついて、聖堂をオレンジ色のやわらかな光で照らした。どうやら、暗くなったときに自動で灯りがつくよう、魔法センサーが配備されているようだ。

「あの……俺は、ここから外に出たいって言ってるんですけど」

「お出しいたしません。遊佐くん、あなたには口ふうじのために死んでいただきます」

　流々土教頭の表情は、見かけの幼さや愛らしさに反して、底知れぬ暗さと冷れい酷こくさを帯びている。俺は、背中に冷水を浴びせられたように感じた。この冷ややかさは、経験値のために、まるで草刈りでもするように何の感情も無くモンスターの命を刈り取っていく、上級勇者特有のそれだと感じた。

「口ふうじって何だよ、俺が何をしたんだよ！」

　何がどうなってるのかわからない。

「がるるるるるるー！」

　ガルムは、俺の足元でものすごい勢いで吠えたて続けている。それが、何かを俺に伝えようとしているかのようだ、ということに俺はようやく気づいた。そして、吠えるガルムと対照的に、竜崎は流々土教頭があらわれたあたりから俺の背中にぴったりとくっついて、無言になっていることに。いや、無言になっているだけじゃない……竜崎は、震えてるんじゃないのか？

「どうした、竜崎？」

　俺がたずねると、竜崎はカチカチと歯の根が合わず、なかなか声を出せないようすだったが、必死に声を絞りだして答えた。

「……その者だ、ヒロ……」

「え？」

「こなたを襲しゆう撃げきしたホワイトドラゴン使いは、そのちっこい修道女だ……！」

　竜崎が、震える指で流々土教頭を指さした。信じられないことばに、俺は耳を疑った。流々土教頭はそれを聞いても眉ひとつ動かさず、ただ愛らしく、そして冷ややかにほほえんでいた。







五章　伝説の魔王を倒たおした伝説の勇者の後日談を語る者はだれもいない







　竜りゆう崎ざきのことばを、俺はすぐには理解できなかった。

　聖セントレジェンド中学は、麻ま桜おう中学や竜りゆう王おうさんとゴタゴタを起こしたくないはずだ。だから迷いこんだ竜崎をつかまえたのが流る々る土ど教頭だとすれば、トラブルになるまえにさっさと麻桜中学のほうへ返すはずじゃないか？

「なんで教頭先生が竜崎を隠してたんだ？」

　わけがわからなくなってたずねた俺に対して、流々土教頭はあくまでも冷ややかなほほえみを崩さず、幼い声で答えた。

「それはもちろん……わたくしめに彼かの女じよを返す気が無いから、隠していたに決まっております」

　あまりにも予想を裏切る答えに、俺は耳がおかしくなったんじゃないかと思って、念を押すようにたずねた。

「あの……校長先生が竜崎を捜してたよな？　だから先生たちも捜してたよな？　竜崎を返さないと、いろいろ聖セントレジェンド中学の在校生とか卒業生とかが困るんだよな？」

「そうかもしれませんが、まあ『いないものはいない』のですから、仕方がありませんでしょう？」

「竜崎をつかまえて教頭先生に何の得があるんだ？　そりゃ竜崎の経験値は高いけど、教頭先生にとっちゃカスみたいなもんだろ？　伝説レベルの魔王を倒して、伝説レベルの経験値をもらって、伝説レベルの勇者になったんだから」

　伝説レベルの魔王、と聞いた瞬間、はじめて流々土教頭の大きな瞳が揺れた。

「あなたには関係のないことです、遊ゆ佐さヒロくん。やめていただきましょう、よけいなことをわたくしめに思いださせるのは」

　静かな怒りを秘めた表情で流々土教頭がそう言った瞬間、その背中に大天使のような白い翼つばさが広がった。それが流々土教頭の翼ではなく、その背後に召しよう喚かんされた巨大なホワイトドラゴンの翼だということに気づいた瞬間、

「グオオオオオオオオオッ！」

　ホワイトドラゴンが大きく首を振り、俺をはじき飛ばした。

「ぐああ！」

　俺はゴルフボールみたいに吹っとばされ、大聖堂に並んだベンチの上に墜落した。ボキリ、とにぶい嫌いやな音が体のどこかで聞こえた。

「ヒロ！」

　俺という盾たてを一瞬でひっぺがされた竜崎は、悲痛な声で叫んで俺のほうへ走ってこようとした。だが、そのワンピースのすそを、流々土教頭がちっちゃい手でぎゅっとつかんでいた。

「お待ちなさい、あなたは行かせません」

「何するのだ？　放すのだ！」

　竜崎はワンピースをすそをつかんで引っ張りかえしたが、さすが最弱魔王というべきか、竜崎の貧弱な腕力ではちっちゃい女の子の手すら振りほどけないようである。延々と、流々土教頭とワンピースのすその引っぱりあいっこをしていて、はた目から見てると何を遊んでるんだという状態だ。

「そのちっちゃい手を放すのだ！　こなたの経験値がほしいのなら、こんな方法では無理だぞ。勇者ギルドに死亡証明書を持っていかなかったら、経験値はもらえないのだぞ？　でも勇者ギルドにこなたの死亡証明書を持っていったら、そなたは命令違反で校長先生にめちゃくちゃ叱しかられるのだぞ？」

　竜崎は怯えながらも、気丈に理路整然と反論していた。俺はベンチの上で、全身をつらぬくズキズキとした痛みの中で立ち上がれないまま、そのことばを聞いていた。

　俺はそこまで気づいてなかったけど、たしかに竜崎の言うとおりだ。流々土教頭が竜崎の経験値を手に入れることはできない。

「それなら何のために、他の先生までだまして、竜崎を隠したんだ……？」

　俺は立ち上がろうとしたが、だめだった。今の衝撃で、足が折れたようだ。

　いや、大丈夫。ウエストポーチに、母さんが焼いてくれたクッキーが入っている。回復魔法ポイミンで回復できるはずだ。俺は流々土教頭に気づかれないよう、ウエストポーチに手を伸ばそうとして……。

「ううっ！」

　激しい痛みが、俺の脳天を突きぬけた。腕が動かせない……腕も折れていたのだ。動かそうとしても力が入らないし、指も動かせない。俺の体は、どこもかしこも動けなくなっていた。

「そうだ……マジックハンド！」

　俺はマジックハンドでポケットの中のクッキーを取りだそうと考え、剣の呪言ソード・ワードをとなえる。けれど……何も出てこない。痛みで精神が統一できなくて、呪じゆ文もんが発動しないのだ。

「くそっ……これじゃ回復ができない……」

　動けないまま焦っている俺にかまわず、流々土教頭は、つかんでいた竜崎のワンピースのすそをぐいっと強く引っぱった。

「きゃああ！」

　急に引っぱられて竜崎はバランスを崩し、前のめりに倒れた。そこを流々土教頭は、背中の上におおいかぶさって、親亀の上の子亀のようにぎゅっと抱きつく。ちっちゃい子がお姉さんにひっついて、どう見てもじゃれついているようにしか見えないのだが、いちおうすごい危機的状じよう況きようなのである。

「別にわたくしめは、死亡証明書など必要としてはおりません。竜崎リュウナさん、あなたは乙おと姫ひめの娘、海の魔王……乙姫と同じように、海水に浸かっておられるかぎり、海の無限の生命力を受けとって、どんなにダメージをくらっても無限に回復されるのでしょう？」

「そ、そんなことがそなたに何の関係があるのだ？」

「がるるるるー！」

　ガルムが竜崎を助けようと、流々土教頭にかみつこうとした。だが、ホワイトドラゴンがばさっと翼を一振りすると、しょせん顔が怖いだけのチワワであるガルムは、あっさり吹きとばされてしまった。

「がるぅぅぅーっ！」

「ガルム！」

　竜崎が叫ぶ。ガルムはステンドグラスを突きやぶり、大聖堂の外へ行ってしまった。竜崎は背後の流々土教頭をにらみ、背中から振り落とそうとして暴れる。流々土教頭は落とされまいとして、ぎゅうっと短い腕で抱きつく。

「放せ、ちっちゃい教頭先生！　こなたにふれるな！」

「何という弱い腕力……わたくしめを背中から振り落とすこともできないのですか？　最弱魔王といううわさは、本当だったのですね」

「勇者のくせに、ガルムをいじめたりヒロをいじめたり、ひどいではないか！」

「暴れてもむだです、ぜったいにお放しいたしませんから。だってわたくしめはずっと、あなたを欲しいと思っていたのですからね」

「ほ……欲しいって、こなたを？　何のためにだ？」

　気味悪そうに振りかえる竜崎に、流々土教頭はうっとりと夢見るような表情で、竜崎のふわふわの髪にぷっくりしたほっぺたを、スリスリとすりつけた。

「わたくしめが欲しいのは『死なない魔王』……」

「死なない魔王？」

「わたくしめは、麻ま桜おう島じまに襲撃をかけた二年生の天てん竺じくフリトくんたちから事情をうかがったとき、無限回復能力を持った魔王がいらっしゃるという話をお聞きしました。そのときから、何とかして手に入れたいと思っていたのです」

「何のために、なのだ？」

「もちろん、それが竜王の娘だということはわかっておりました。だからうかつに手を出せばすぐに取りかえされてしまいます。けれどわたくしめはずっと、どんな手を使ってでも欲しいと思って、狙ねらわせていただいていたのですよ……そこに都合よくあなたが、自分から迷いこんできてくださったというわけです」

　流々土教頭が竜崎の背中の上で振りかえって目くばせすると、ひょいっとその背中からどいた。それと同時にホワイトドラゴンがカギ爪のついた前足で竜崎をガッとわしづかみにし、高く持ち上げる。

「きゃああああ！」

　竜崎は完全に怯えて、真っ青になっていた。流々土教頭は楽しそうに、くすくす笑っている。

「こ……こなたをどうする気なのだっ？」

「近くに無人島があるのです。もうすぐ寮りよう生せいは食堂で夕食の時間、教師たちの注意はそちらに向かいます。そのすきにあなたを、少しはなれたところにある無人島へお連れいたします。だれもこない、小さな岩がひとつあるだけの島……潮が満ちれば海面の下に消えてしまうので、地図にも載っていない島なのです。あなたにはそこの洞窟で、永遠にわたくしめの相手をしていただきます」

「せっせっせーのよいよいよいなら、こなたけっこう得意だぞ」

「そういう相手ではありません」

「オセロとか頭を使う系は苦手だし、ウノはローカルルールがうっとうしいから、ほかの魔王を捜すのだ」

「勇者が魔王に相手をしていただくといえばただひとつ、バトルの相手ですよ」

　流々土教頭は両手を胸の前でポンと合わせて、にっこり笑う。

「バトルの相手だとっ？」

　俺おれは骨折の痛みも忘れて、思わず叫んでしまった。

「あんたはバカかっ？　竜崎が最弱魔王だって知ってるのに、なんで……」

「最弱魔王であろうと少々強い魔王であろうと、伝説レベルの勇者であるわたくしめの前では攻こう撃げき魔ま法ほう一発でカタがつきますから、同じことなのです。体力百ポイントのモンスターでも千ポイントのモンスターでも、ダメージ一万ポイントの魔法の前ではどちらもひと削りであることに変わりはありませんからね」

　流々土教頭が、かわいい声で言った。

「ただ、竜崎さんは海水にお漬けすれば、どんなにダメージを受けても無限回復するでしょう？　つまり竜崎さんを海水に漬けさせていただいて、その状態で攻撃させていただけば、わたくしめは永遠に攻撃しつづけられるということです」

「ちょっ……こなた、無限回復はするけど、攻撃されたらやっぱり痛いのだぞっ？」

　ホワイトドラゴンに捕まえられた竜崎が叫んだ。流々土教頭はニコニコとほほえむ。

「それが何か？　わたくしめの知ったことではございませんよ。ただわたくしめは、死なない魔王と永遠にバトルをつづけさせていただきたいだけなのです。あなたはその欲求を果たしてくだされば、それでよろしいのです」

「あんたイカれてるのかっ？　竜崎はサンドバッグじゃないぞ！」

「魔王ですからね……サンドバッグは壊すともったいないですが、魔王は壊させていただいてもむしろ、世の中が少し良くなるぐらいですからね」

「それが勇者のセリフかよ！」

　体が動かせないので、俺はせめて口で反はん抗こうしていた。すると流々土教頭は、大きな瞳で俺のほうをチロッと見つめ、静かな声で言った。

「勇者だからこそ、言うのです。あなたのような勇者候補生にはまだわからないこと、勇者にならなければわからないこと……魔王を追いつづけ死し闘とうを繰り広げなければ、わからないことがあるのです」

　流々土教頭はそう言うと、ホワイトドラゴンを見あげた。幼い横顔は、なぜかすごく悲しげに見えた。

「かつて、わたくしめは教職につく前、就職活動をしていました。勇者レベルを上げて少しでも良い就職先に……と、最初はそのていどの気持ちでパーティに参加したのです。そして廃墟の野の良らモンスター駆除など細かいイベントをこなしているうちに、一人の伝説レベルの魔王の存在を知ったのです。彼かれは暗殺者アサシンの魔王でした……すさまじい魔力で、単身、敵陣に斬りこんでいくのです。彼の指先の動きひとつで、世界のバランスと人類の歴史が大きく変わっていきました」

　恐ろしい魔王の話をしているはずなのに、流々土教頭の声色はなぜか、切なく懐かしげに聞こえた。

「彼に狙われたターゲットはもちろん、護衛として雇われた勇者も、何百人と犠牲になっていました。そのおかげで彼は、伝説レベルの魔王となった……。そのときわたくしめはまだやっと、見習い勇者を卒業するころでした。そんなわたくしめがはじめて彼の存在を知ったときは、彼の恐ろしさと自分のちっぽけさに絶望すらおぼえて震えました。彼の目には、実力的にも身長的にもちっぽけなわたくしめなど、見えてすらいなかったのです。わたくしめはそのとき……どうしても、この人を倒してみたいと思ったのです」

　流々土教頭は、幼い外見に似つかわしくない、また僧そう侶りよ系勇者とは思えない、積極的な口調でそう語った。

「わたくしめはいつも、彼のことばかり考えていました。圧倒的に強い彼を倒すため、寝る時間もおしんで魔ま法ほう書を読み新しい呪文を覚えました。野良モンスター狩がりで経験をつみ、彼を倒せるぐらいの勇者になろうと、毎日必死でした。力をつければ、わたくしめは彼にとって無視することのできない存在になる。彼が全ての勇者を拒絶する封ふう印いんを叩き破り、襲いかかる護衛モンスターの猛攻を叩きつぶしてラスボスの広間まで突とつ破ぱすれば、そうして彼の目の前に立てば、彼はわたくしめを見ないわけには行かなくなる、もはや無視するわけには行かなくなる……」

　流々土教頭は、修道服の長めの袖そででおおわれた両手を、胸の上でそっと重ねる。その姿は、魔王のことを話す勇者のようには見えない。その姿はまるで……。

「わたくしめは勇者レベルを上げて、難解な魔法を必死に覚えて、時間があれば魔王の情報を集めて攻略法を練っていました。魔王は何系の魔法に弱いのか……戦せん闘とう力りよくは、耐久力は、魔法力は、速度はどれぐらいなのか……どの順番で補助魔法を唱えるべきか……攻撃魔法はどのタイミングで使うか……。魔王が身を隠している要よう塞さいの位置を調べ当て、その構造を探り、彼がどの部屋で寝ているのか、睡眠時間は何時から何時までなのか、暗殺の仕事がある前の日はきっちり八時間眠って万全の態勢で臨んでいること、けっこうきちょうめんな性格であると思い、暗殺を終えた日は夜更かしして祝杯を上げる習慣があること。わたくしめは、狙ねらうならそこがチャンスだと思い……」

「それ、かなりストーカーっぽいのではないか？」

　竜崎が、ちょっとゾッとした様子でツッコミを入れた。それだ、じつは俺も今、まるで恋をしているようだとか、むしろストーカーだよなとか、同じことを考えていたのだ。

　すると流々土教頭は、顔を真っ赤にして、小さな両手をグーにしてどなった。

「違います！　わたくしめはただ、魔王を倒すのに一生懸命だったのです！」

「そんなに怒おこることないではないか」

「勇者であるわたくしめを愚弄すると、お許しいたしませんからね」

「それで、そこまで綿密に準備をしたということは、そなた、その魔王を倒せたのか？」

　竜崎がたずねると、流々土教頭はこくりと小さくうなずいた。

「ええ。毎日夢中で魔王を追いかけて、追いかけて、ついに魔王の前に出たときには全身が震えるのを感じました。魔王の切れ長の鋭い目が、今だかつてほんのわずかな感情の動きすら見せなかったその目が、わたくしめに向けられてはじめて動揺し、その瞳どう孔こうがほんの一瞬スッと収縮して恐怖の色を帯びたとき……わたくしめは、天にものぼる心地でした。かつて魔王が歯し牙がにもかけなかったわたくしめの実力を、魔王のために積み重ねたわたくしめの今までの努力を、せいいっぱいのわたくしめの全てを、魔王に叩きつけたかった」

　そう語る流々土教頭の大きな瞳はわずかにうるんで、やっぱり何だか、これは魔王を倒した武勇伝っていうよりは何だか……。

「バトルは何度もパーティ全ぜん滅めつの危機にあいながらも必死に回復して、戦って……何十時間におよぶバトルだったか、まるで夢にうかされたようで、終わってみれば一瞬だったような気もします。ついに魔王の魔法力が尽つき、魔王は回復魔法を使えなくなり、そしてわたくしめたちは彼を倒しました。あまりにも大事件だったので勇者日報の一面にもニュースが載ったし、おかげでわたくしめたちのパーティは伝説レベルの勇者になったのです。そしてわたくしめは念願だった、聖セントレジェンド中学の教師に就任できた……しかも、まさかの教頭待遇で」

「良かったではないか、おめでとう。就職の望みが叶ったなら、もう何もいらないではないか。こなたのことを解放するのだ」

　竜崎がうったえると、流々土教頭はプルプルと首を横に振った。

「魔王を倒すこと、良い就職をすること……それがわたくしめの望みだと思っていたけれど、それは違ちがっていたのです。そんなことは、わたくしめの望みではなかったのです。魔王を倒したその日はとてもうれしくて、同じパーティの勇者たちと祝杯すら上げたのですが……翌日目が覚めたら、自分の中で何かの熱が冷え切っているのを感じたのです。魔王が死んだ今、今日からわたくしめは何をすればいいのか、どこへ行けばいいのか……今まで必死に読んでいた魔王攻略の魔法書は必要がなくなり、魔王の情報を集めるための酒場にも行く必要がなくなり、魔王を捜して草原を歩くこともなくなり、持てあますほど強大な魔法力を使うあてもなくなり……何をしていいのか、何もわからなくなっていたのです」

「あ、こなたその気持ち、ちょっとわかるぞ。こなた、夏休みのあいだゲームをしていたのだが、けっこうハマったのだ。それでゲームクリアしてしまったのだが、そうすると、何だかやることがぜんぜん無くなってしまって、こなたこれから何を楽しみに生きて行けばいいのだ……と、絶望的な気持ちになったのだ。さいわいペルチェがいてくれたから、めちゃくちゃ悲しい思いはせずにすんだのだが……」

　竜崎、なんで捕まえられてるのに話を合わせてるんだ？　お人よしにもほどがあるぞ！

ふと、竜崎は何かに気づいたように、目を上げた。

「そうか！　こなた、そのゲームのことがすっごく好きだったから、それで終わってしまったらもう遊べないから、さびしかったのだ。ということは、そなたもその魔王のことが好きだったのだ」

「はっ……？」

　流々土教頭は大きな目をさらに見開き、あせったように顔が赤くなる。

「な……何を言っているのですか、あなたは？　ストーカー呼ばわりのみならず、す、好きとは……わたくしめが魔王などを……無礼にもほどがあります！」

「あ。こなたけっこう適当に言ってみただけなのだが、ひょっとして今の、当たりだったのか？」

　俺も、流々土教頭の表情の変化を見た瞬しゆん間かんに、驚くべきことだが意外にもほんとに図星なんだな、と感じた。竜崎はほんとに、天然ぽやぽや魔王のくせに、ときどきものすごく鋭いところをついてくるのだ。

　けれども、図星をつかれた人間がすなおにそれを認めることはまずない、というのも事実だ。だからそのへん空気を読まなければならないのだが、天然ぽやぽや魔王の竜崎はいつだってまっすぐで、思ったことをまっすぐそのまま口にするから、空気を読むとかオブラートにくるむとか、そんなこと思いもよらないにちがいない。そして、果たして図星をつかれた流々土教頭は、両手をぎゅっとにぎりしめ、ぶんぶんと激しく首を横に振って叫んだ。

「薄汚い魔王が！　くだらない戯ざれ言ごとでわたくしめを愚弄するのはお許ししない、と申しあげたはずです！」

「英語でしゃべられると、こなたよくわからないぞ」

「日本語です！」

「どうして怒ってるのだ、こなた真しん剣けんにそなたの人生相談につきあってあげようと思ったのに」

「どうして伝説レベルの勇者であるこのわたくしめが、下げ賎せんな魔王などに人生相談をしなければならないのです！」

「今の、魔王を倒して心にぽっかり穴があいたという話だろう？　それって、人生相談ではないのか？　こんなにがっつり捕つかまえてなくても、人生相談ならばこなたつきあうぞ？　ペルチェもよく、こなたが夜中にさびしいとき、ヒロに会いたいという話をしていたらずっと聞いていてくれたぞ」

　ペルチェ、竜りゆう宮ぐう城でそんな感じだったのか。クールだと思っていたけど、けっこうつきあいがいいんだな。

　けれど、竜崎が真剣に思いやり深いことばを出せば出すほど、流々土教頭はかたくなに首を横に振りつづける。

「……そんなことのために、わたしはあなたを捕らえたわけではありませんよ、竜崎さん。わたくしめは別に自分の生き方を後悔などしていないのですから、他人に人生相談などする必要はないのです。まして、魔王になど……！」

　流々土教頭は大きな瞳で、竜崎をキッとにらみつけた。

「わたくしめは勇者……花が水を浴びないと生きられないように、わたくしめは魔王の血を浴びつづけなければ生きられないのだと、気づいたのです。わたくしめはただ戦いつづける相手がほしかっただけ、それを倒してしまったから虚無感が生まれたのです。『死なない魔王』が手元にいれば、その虚無感は無くなるはず……。伝説レベルの勇者のわたくしめは、たいていの魔王は一撃で倒してしまいますが、あなたはぜったいに死なないのですから、気がすむまで相手をしていただけるというわけです」

　竜崎を見上げる流々土教頭は、幼さに似あわず、いや幼さゆえにいっそう強調される、邪じや悪あくな表情をしている……なのにそれを見下ろす竜崎は怖がるでもなく、むしろ悲しそうな目で流々土教頭を見ていた。それに気づいて、流々土教頭は細い眉をきゅっとひそめた。

「……何です。貧弱な魔王のぶんざいで、なぜわたくしめを哀れむような目で見ているのです」

「こなたをどんなにぶん殴ったところで、そなたの心のぽっかりは治らないと思うぞ」

　竜崎の、何億年もの歴史をきざむ深い海の色を宿した瞳が、自分を見上げている流々土教頭をじっと見すえる。

「こなたも、竜宮でどんなに楽しくても、ペルチェがどんなに優しくしてくれても、ヒロがいない心のぽっかりは、ほんとには埋まらなかったのだ。好きな人のことは、他のもので代わりにはできないのだ」

「すっ、好きなっ……？」

　流々土教頭が、あたふたと焦あせりを見せた。

「そなたは、なんだか竜宮にいるときのこなたにそっくりなのだ。こなたがヒロのことを好きなように、そなたもその魔ま王おうにきっと恋をしていたのだ」

　竜崎は、心から相手を思いやるように、優しく真摯にそう言った。

　けれども、そのことばに流々土教頭は顔をまっ赤にして、首をぶんぶん横に振る。

「戯言を！　勇者であるわたくしめが魔王を？　恋？　わたくしめが堕落しているとでも？　わたくしめを侮辱することは、お許しいたしませんよ！」

「どうして侮辱なのだ、人を好きになることは恥はずかしいことではないぞ。もちろんちょっとは照れくさいが、でもこなたはヒロのことを好きになって、好きになるってすばらしいことだと思ったぞ」

「おだまりなさい！　勇者が魔王に恋をするなど、ありえないのです！　ホワイトドラゴン、その魔王の薄汚い口をふさぎなさい！」

　命令されたとおり、ホワイトドラゴンはもう片方の手で竜崎の口をきつく押おさえつけた。その手は大きすぎて、竜崎の鼻まで押さえている。

「うー、うー！」

　竜崎はそれをうったえるように、足をばたつかせて暴れている。けれども、頭に血がのぼっているのか、流々土教頭はそれに気づかない。

「ありえない、そんなこと、わたくしめは勇者なのです、ありえない……！」

「おい、竜崎から手を離させろ！　死んでしまうぞ！」

「ありえないありえないありえないありえないありえない……！」

　俺が叫んでも、流々土教頭はちっちゃい両手で大きな頭をかかえ、ブツブツと繰り返すばかりで、聞こえていない。暴れる竜崎の動きがにぶくなった。意識を失いかけているのか、まぶたが半分落ちている。顔色が白い……このままだと危ない。

「がるるー！」

　そのとき、俺のすぐそばでガルムの声が聞こえた。ふっとばされたガルムが、よろよろしながら戻ってきたのだ。ステンドグラスを突きやぶったせいで、足をケガしたのか、引きずっている。それでも竜崎を助けたい一心で、必死に俺のところへ戻ってきたのだ。

　ガルムはぎょろぎょろとした怖い目を上げて、俺の顔を間近で見つめている。まるで、何かできることはないか、とたずねているようだ。

「ガルム……ポーチの中のクッキー、出せるか？」

　俺はガルムにたずねた。野良モンスターもはだしで逃げだす怖い顔のガルムだが、怖い顔をしているだけで中身はふつうのチワワである。竜崎がすごくかわいがっているから、しつけが良くてよく言うことも聞くけれど、こんな複雑な命令がわかるかどうか、ダメモトで俺は言ってみた。

「がるるー」

　ガルムは、俺のウエストポーチをふんふんとかいだ。犬は鼻がいいから、母さんのクッキーの良いにおいをかぎ当てたようだ。ポーチのジッパーを口で引っぱって外し、中に鼻先をつっこんでクッキーを取りだした。

「そうだ。ガルム、それ食っていいぞ」

　俺が言うと、ガルムはすぐにクッキーをぼりぼりと食べはじめた。俺が言うまで食べないところが、しつけがいいなと思った。クッキーを食べているうちに、元気なく垂れていたガルムのしっぽがピンと高く巻きあがり、痛そうに引きずっていた足もしゃっきりとなった。

「よし、ガルム。俺にもくれ」

　俺がそう頼たのむと、俺の必死さに思いが通じたのか、それとも単においしいお菓子を俺にも分けてやろうと仏心を出してくれたのか、ガルムはクッキーを一個くわえると、トコトコと俺の顔のほうに来てくれた。そしてくわえたクッキーを、俺の口の中に押しこんだ。「ペットと口うつしで物を食べるのはやめましょう」と、犬の飼いかたの本で読んだことがあるが、今はそんなこと言ってる場合じゃない。俺はクッキーをボリボリかじって、ごくんと飲みこんだ。

　とたんに……俺の全身が、ほわんと温かくなった。とくに折れた骨のあたりが、カイロでも当てられたように熱くなる。痛みは一いつ瞬しゆんで、スッと消えさった。

「……動く」

　俺は腕を動かしてみた。体のはしばしに力が入るのがわかる。動ける。

　動けるということは、俺は竜崎を助けることができる、ということだ。

「竜崎を放せ！」

　俺は立ちあがる。流々土教頭はハッとして振ふりかえり、竜崎は完全に落ちかけていたまぶたを弱々しくふるわせながら必死に見開いた。

「愚かですね、わたくしめが彼女に気をとられているあいだにこっそり逃げることができたのに。あなたを口封じすると申し上げたのを、お忘れですか？」

「竜崎を見捨てて逃げられるわけないだろ！」

「逃げて人を呼べば、あなたも彼女も助かったのですよ？」

「別に今だって、俺は竜崎を助けるさ」

「自分の命をかけて、勇者なのに魔王を助ける？」

　流々土教頭は、幼い顔に泣きそうな笑みをうかべた。

「ありえませんね……そんなものは、いつわりの戯ざれ言ごとにすぎません。勇者が魔王を好きになるわけなど、ないのですから」

「いつわりじゃない、俺は竜崎が好きだし、だから竜崎を助ける！」

「そんなものは、本当の戦いを知らないお子様勇者候補生のきれいごとにすぎませんよ。そのことを、お教えしてさしあげましょうか？」

　流々土教頭がそのことばを終えるか終えないかというタイミングで、ホワイトドラゴンが俺に向かって炎ほのおを吐はいた。

「グオオオオオオオンッ！」

　ゴオオオオオオッ、と青い炎がかたまりになって、渦巻くように俺にせまってきた。織お田だの茶ちや坊ぼう主ずから送られてきた映像そのままの、ものすごい質量の炎だ。

「ダイヤモンドの盾！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードで巨きよ大だいな盾を出した。無色透とう明めいな盾のむこうに、その表面をなめるすさまじい炎が見える。俺はウエストポーチから茶坊主の人形を取りだすと、ガルムのほうへ投げた。

「ガルム、そいつを持って外に出てろ。もしペルチェを見つけたら呼んできてくれ」

「がるるー……」

「心配するな、竜崎はかならず俺が助けるから！」

　ガルムは躊ちゆう躇ちよしていた。けれどもホワイトドラゴンの炎を見て自分にできることは何もないことを悟さとったのか、

「がるるー！」

　と、決意したようにひと吠えすると茶坊主を口でつかみ、急いでさっきのステンドグラスの穴から外へ逃にげだした。

　俺の目の前は、炎ばかりで何も見えない。炎は尽つきるようすもない。ゴオゴオとすさまじい音に半分かき消されながら、流々土教頭のあざけるような声が聞こえてきた。

「なるほど、考えられましたね。ホワイトドラゴンの炎の温度はアセチレンバーナーに匹敵する三三〇〇度、鉄をも焼き切る超ちよう高熱。しかしダイヤモンドは三五〇〇度まで耐えられる……と、いうことですね。けれど、そこからどうされるのです？　さっき竜崎さんを鐘かねから下ろしていた姿を見るかぎり、あなたの剣の呪言ソード・ワードは一度にひとつの物しか出せないようですけれど、ご自分を守っていらっしゃるかぎり、わたくしめを倒して竜崎さんを助けることはできませんよ？」

「俺が竜崎を鐘から下ろしたところ、見てたのか」

「否定されないということは、図星のようですね」

　流々土教頭の鋭い指摘に、俺はぐっとことばがつまってしまった。さすが伝説レベルの僧侶系勇者だけあって、頭がすごくいい。力でおよばないのはもちろんだけど、うまく裏をかいて何とか、なんてできそうにない。

「けれどもわたくしめは、ここでホワイトドラゴンに足止めをさせて、竜崎さんを外へお連れすることもできるのですよ。無人島へはホワイトドラゴンでなくても、モーターボートで移動すればいいのですからね」

　すさまじい炎の音のまにまに、ホワイトドラゴンがわずかに背をかがめたのが見えた。竜崎を外に連れだすため、ホワイトドラゴンに放させたのだろう。

「ヒロ……助けて……！」

　ホワイトドラゴンの手から解放されて、竜崎には、まだ意識があったようだ。弱った竜崎の声が、かすかだけれども、俺の耳にははっきりと聞こえた。

　竜崎を助けるには、このホワイトドラゴンを倒さなければならない。けれど、剣の呪言ソード・ワードで攻撃するには、ダイヤモンドの盾は解除せざるをえない。解除した瞬間、俺はペルチェの計測によると正確には三三四七度もあるらしい、鉄をも溶とかすこのすさまじい炎に包まれて、一瞬で焼け死ぬだろう。

　まさに手も足も出ない状態だ。ホワイトドラゴンが息継ぎでもする間に攻撃できればいいのだが、炎はとぎれることなく吹き出しつづけている。

「ヒロ……！」

　竜崎の声が、さっきよりもわずかに遠くなった。連れ去られようとしている。今つかまえないと、もう二度と見つからないかもしれない。永遠に閉じこめられ、無限に回復しつづけるがために、延々と傷つけられつづける、そんな地じ獄ごくを竜崎に見せてはいけない。一度つかんだ竜崎の手を、俺は決して放すわけにはいかない。

「無限に……回復？」

　ふと、自分の中に浮うかんだそのことばが胸に引っかかった。

　俺はウエストポーチに手を伸のばした。クッキーはまだ十枚ぐらいある。母さんの回ポ復イ魔ミ法ンが練りこめられたクッキー……。どれぐらいのダメージを回復できるんだろうか？　あのひどい骨折を一瞬で直してしまうほどだし、母さんはかなり優ゆう秀しゆうな僧侶系勇者だったらしいけど、でももし回復力が足りなかったら？　……いや、迷っているひまはない。

　俺はクッキーをわしづかみにして全部口に放りこみ、ぼりぼりかじってごっくんと飲みこむと、一度深呼吸して覚かく悟ごを決め、叫んだ。

「……解除！」

「何ですってっ？」

　青い炎のむこうに一瞬、驚愕、としか言いあらわしようのない表情を浮かべて流々土教頭が振りかえったのが見えた。そして、ちっこい流々土教頭の肩かたに両腕を回して手首をつかまえられる形で背負われ、床をズルズルと引きずられていく竜崎の姿も。

「待ってろよ、竜崎。おまえは俺が、かならず助ける！」

　一瞬後、俺は青い炎に飲みこまれた。すさまじい熱と痛みを感じる……激痛としか言いあらわしようのない痛みだ。服がわずか一瞬赤い光をポッと放っただけで燃えつきたのを見ても、ホワイトドラゴンの炎がとんでもない熱量だということがわかる。

　その熱によって俺の皮膚の表面のほんの一番表面の部分だけが焼け落ち、その直後に回復しているのだ。たとえ回復しても傷つけられたら痛い、と竜崎が言ったとおりだ。いったいこの回復魔法はいつまでもつのか……。けれど、痛いとか怖いとか、そんなことで精神の集中を乱したら、剣の呪言ソード・ワードは発動しない。母さんの回復魔法を、そして自分の剣の呪言ソード・ワードを信じるほかはない。

「天蛇斬アメノハハキリ！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえた。ことばは風をつむぎ、風はうねりながらホワイトドラゴンのすぐそばまでやってくると、俺の家に代々つたわる剣の姿に変わった……成功した！

　剣といっても、フリトが持ってる魔ま剣けんバルムンクみたいな、いかにも一流勇者が持ってる上位武器っぽい感じの、豪華な飾かざりや彫刻がついた剣じゃない。社会の日本史の教科書にのってる、古墳時代の人が持ってる地味な鉄剣だ。

　地味だけど、これは大蛇オロチ斬りの鉄剣。剣の呪言ソード・ワードで出したコピー商品みたいなものだから、その切れ味は俺の精神力にも左右されるので本物には劣るけれども、でもドラゴンを倒すには魔剣バルムンクと双璧をなすほど適した剣なのだ。

　その剣がホワイトドラゴンの間近で、蝶ちようのようにひらりと舞まった。

　ジャキジャキジャキンッ！　鋼鉄のように硬いドラゴンのうろこと、鋼鉄よりも硬い鉄剣がぶつかって、甲高い音を立てた。

「ギャオオオオオッ！」

　ホワイトドラゴンが吠える。攻撃が効いてるみたいだ。けれども数回斬りつけたところで、鉄剣は反はん撃げきするホワイトドラゴンの炎に飲まれてどろどろに溶けてしまった。だが、それは想定内のことだから、それはいい。こんなことで俺はあせらない。

　俺はまだ鉄の剣が溶けきるまえから、すばやく冷静に剣の呪言ソード・ワードを解除して、もう一度となえた。

「天蛇斬アメノハハキリ！」

　ジャキジャキジャキッ、ジャキーン！

「ギャオッ！　ギャオオオオッ！」

　青い炎のむこうでホワイトドラゴンが暴れている。俺の皮膚の表面を走る痛みが、さっきよりも強くなっている。この高熱で、回復魔法の効果がどんどん削けずられているんだろう。どこまで持つか？　回復魔法が切れるまえに、俺はホワイトドラゴンを倒さなければならない。わずかな時間のむだも許されない、かといって焦ることも許されない。

「天蛇斬アメノハハキリ！　天蛇斬アメノハハキリ！　天蛇斬アメノハハキリ！」

　俺は音楽の授業のときに使うメトロノームのように規則正しく、鉄剣が溶ける時間をはかりながら、剣の呪言ソード・ワードを解除しては繰りだしつづける。そして、竜崎をめざして、少しずつ前へ進んでいく。燃えあがる青い炎の中で、大きな目に涙をいっぱい浮かべて俺を見つめている竜崎の姿が、かげろうのようにゆらめいている。

「ヒロ！　ヒロ！」

　助けを求めているのか、俺を心配しているのか、その両方なのか、竜崎は俺の名前を呼びつづけている。ホワイトドラゴンの炎がどんなに熱くても痛くても怖くても、その声が俺に勇気をくれる。心を乱すことなく、俺は剣の呪言ソード・ワードを繰りだしつづける。竜崎はもう、ほんのすぐそこだ。

「何をしていらっしゃるのです、ホワイトドラゴン！　その愚か者を早く焼きつくしてしまうのです！」

　流々土教頭の声が引きつっている。あせっている。俺はちっともあせっていないのに。

　そのとき俺は、勝利を確信した。

「竜崎！」

　俺の髪かみの先が、チリリッと音を立てて燃えた。回復魔法がついに、尽つきようとしていた。けれども、

「天蛇斬アメノハハキリ！」

　その一言とともにあらわれた鉄剣の一閃とともに、ホワイトドラゴンは力つきた。

「グオオオオオオ……ン」

　ドドドオオオッ、とホワイトドラゴンの巨体が床にくずれた。俺の体にまとわりついていた炎が、ちぎれるようにたちまち消えていく。

「……そんな、ばかな」

　流々土教頭が、かすれた声でうめいた。消えていく炎のむこうに、はっきりとその姿が見えた……そして、彼女につかまえられた竜崎の涙も、俺にははっきり見えた。

　ホワイトドラゴンに最後の一撃を加えただけの天蛇斬アメノハハキリは、ほとんど溶けることなく落ちてきた。俺はそれをつかんで、流々土教頭に突きつける。流々土教頭は大きな目に、じわりと悔し涙をうかべ、俺を見あげてにらんだ。

「遊佐くんが回復アイテムをお持ちだったことに気づかなかったとは、うかつでした……」

「竜崎を放してください、教頭先生」

　俺は冷静にそう言った。流々土教頭は竜崎を背負ったまま、大きな目で信じられないように、じっと俺の顔を見つめつづけている。

「……遊佐くん。あなたは、魔王を助けるために、盾たてを解除されましたね」

「俺はまだ勇者候補生だけど、でも剣術は得意なんです。いくら教頭先生が伝説レベルの勇者でも、僧侶系勇者でしかも素手ってことは、剣を持ってる俺には勝てないですよね？」

「入学試験前の事前調査で、あなたは剣術だけでなく学力もそこそこだと記されていました。だとすれば、ホワイトドラゴンを倒すまえに回復魔法がつきる可能性もじゅうぶん計算できていたはず。それでも、あえて魔王を助けるために命をかけられたのですか？」

「竜崎を放してください！」

　俺は、声に力をこめて叫さけんだ。

　流々土教頭はまだ、大きな瞳でじっと俺を見つめている。何を考えているのかわからない。まだ何か攻こう撃げきをしかけてくるかもしれない、そうしたら回復のクッキーを使い切った俺に勝ち目は無い。けれども、ここで怯えたり自信のないところを見せれば、それが相手にバレてしまう。だから、腹をしっかりすえて、ぜったいに負けないってところを見せていなくては……。

「……勇者なのに、魔王が好きなのですね。あなたは」

　流々土教頭は小さな声でそう言うと、突然竜崎を手放した。

　竜崎は腕の支えを失って、床にぺたんと崩れる。俺はあわてて、竜崎を支えた。

「ヒロ……！」

　竜崎は俺に気づくと、すぐに俺にしがみついてきた。怯えていて、体が冷たくなっている。それでも竜崎は、気丈に流々土教頭のほうをにらんで、負けじと言った。
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「ヒロだけではないぞ、ちっちゃい教頭先生！　こなただって、魔王だけどヒロが大好きだぞ！」

　この状況でいったい何をはりあってるんだ、と俺はあきれたんだが、そのことばを聞いた瞬間、流々土教頭は急にクルリと俺たちに背を向けてしまった。

「そうかもしれませんね……。わたくしめも、認めればよかったのかもしれませんね。けれども、わたくしめには戦う勇気はあっても、それを認める勇気がなかった……」

　流々土教頭はうなだれ、小さな肩が少し震えているようだった。そして、流々土教頭は小さくかすれた声で言った。

「お行きなさい」

「えっ？　……行っていいんですか？」

　あまりにもあっさりしすぎていて、俺は思わず聞きなおしてしまった。いや、「やっぱりだめ」って言われたらやばかったな、とその直後に自分でもすごくあせったのだが、

「お行きなさい」

　と、流々土教頭が背中を向けたままもう一度言ったので、俺は竜崎の手を引いて、大急ぎで大聖堂を出た。俺たちが扉とびらから出る寸前、

「わたくしめは……あなた……ちが……らやまし……」

　背中を向けたまま、流々土教頭がぽつりとつぶやいた。その背中はやけに小さく見えて、ことばもほんとに小さくて、しかも涙ぐんででもいるかのようにかすかに震えていて、俺にははっきり聞き取れなかった。だからといって、戻もどって「今なんて言いました？」と聞きかえしにいくほど俺はバカじゃない。とにかく、大急ぎで大聖堂から逃げだした。

　大聖堂からは、床にぺたりんと座すわりこむ音と、

「ふええええええええぇぇぇぇ……！」

　と、幼い少女の泣き声が聞こえてきた。その声を聞いたとき、竜崎はまるで俺を決して手放さないとでもいうように、ぎゅっとしがみついてきた。

　悲しい切ない泣き声は、いつまでも俺の耳にこびりついて離れなかった。







六章　あの魔王学校がこんなになつかしいなんて？







　俺が竜りゆう崎ざきを連れて、大急ぎで大聖堂から逃げだすと、

「がるるるー！」

　俺たちの姿を見つけたガルムも、喜びいさんで追いかけてきた。

　寮りようは、さっきよりさらにざわざわしていた。人数が増えれば、俺たちも見つかりやすくなる。

「さっきペルチェが作ってたステルスっぽいもの！」

　よくわからないが、いちかばちか俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえてみた。正式名称を知っていても、イメージが貧困だとサイズ違いのものが出てきたり、へたをすると同音異義語の物が出てきたりする性質を持つ剣の呪言ソード・ワードであるが、逆にイメージがはっきり固まっている場合は、正式名称をきちんと知らなくても、たとえば「体育の走り高跳びのときに使うふわふわしたマット」などという指定できっちりそのものが出てきたりするのだ。

　果たして今回も、イメージがはっきりしていたおかげで、走る俺たちの上にさっきペルチェが俺のゴムボートの上に覆おおいかぶさったときと同じような、薄いドームのようなものがあらわれた。俺はそのドームを手で支えながら、竜崎といっしょに寮の裏庭を通って、裏手にあるしげみのところへ行った。

　そこには、小さなペルチェが三角座りをして、所在なげにちょこなんと座っていた。

「ペルチェ！」

　俺は、ドームをちょっと上に上げて姿をあらわしながら、ペルチェに声をかけた。ペルチェは、俺のほうにゆっくり首を回した。

「わたしの名はペルチェ……完全究極機械ではない有機生命体である少年に多くを求めることは酷かもしれませんが、約束の時間を大幅に遅おくれているようですが……？」

　それはつまり逆に言えば、俺がどんなに遅れても、ペルチェはここでじっと待っていたということなのだ。さすが完全究極機械だけあって、一度決められたことはぜったいに守る、きちょうめんな性格である。

「ごめん、竜崎を助けてたんだ」

「竜りゆう王おうの……娘むすめを？」

　無表情の中にも、ペルチェはかすかに驚おどろいたような表情を見せた。俺の後ろでステルスのドームにかくれていた竜崎が、ひょこっと顔を出した。

「きゃーペルチェ、どうしたのだっ？　ものすごくちんまくてかわいいぞ！」

　竜崎はほっぺたを真っ赤にしてペルチェを両手ですくい上げ、ほっぺたをすりすりとすりつけた。ペルチェは思いっきり迷めい惑わくそうな顔をしている。

「わたしの名はペルチェ……竜王の娘が無事だったのはよしとして、どうしたもこうしたも、部品ネジが足りないのです……。少年も、ずいぶん部品ネジが足りないようですが……」

「俺の部品ネジ？」

　ペルチェに言われて、それからペルチェの視線を目でたどって、そのときはじめて俺は気づいた。

　ホワイトドラゴンに服を焼かれてしまって、俺は今完全に、

　は　だ　か　だ　。

「うわあああああ！　服、何か服！」

　俺はあわてて、剣の呪言ソード・ワードをとなえた。ぽん、と節分のときによく豆のおまけについている、白いお多た福ふくのお面があらわれた。

「そうそう、この福のお面で大事なところを、って下品だろうがーっ！」

「楽しそうだな、ヒロ」

　竜崎がニコニコと、ほほえましそうな笑え顔がおを俺に向けている。

「楽しいわけがないだろ！　どうして裸だって教えてくれなかったんだ！」

「えー、別にかまわないではないか。人魚マーメイドだって、裸みたいなものだぞ」

「ここは竜宮城じゃないし！　人間は、人前では服を着ないといけないんだよ！」

　いや、これぐらいであせっていたら、またわけのわからない同音異義語で福のお面が出てきてしまう。こんなところで節分の豆まきをしてる場合じゃない、そもそも今日は八月三十一日で豆まきには季節はずれだし。

「麻ま桜おう中学の制服！」

　これなら、同音異義語に引っかからないだろう。落ちついて、こんどはきちんと出すことができた。俺の体を、半そでのワイシャツと黒いズボンがおおった。

「じゃ、他の勇者に見つかってまたモメる前に、とっとと麻ま桜おう島じまに戻ろう」

　俺はそう言うと、竜崎の手を引っぱって、俺たちが上陸してきた浜はま辺べへふたたび下りていった。竜崎はペルチェとガルムを抱っこして、ガルムは茶坊主の人形をくわえて、ぱたぱたと俺を追いかけてきた。




　俺たちはぶじ、見つからずに浜辺に移動した。目の前には海が広がり、麻桜島は水平線のかなた、はるかに遠い。

「どうやって帰るのだ？　こなた、マオウイカを呼ぼうか？」

　竜崎が言ったが、ペルチェが竜崎の手のひらの上から砂すな浜はまにぽんと飛びおりて、チチチッと短い人差し指を横に振った。

「それでは逃げているあいだにまた見つかってしまいます、迅速にここから離れるのが一番です、わたしの名はペルチェ……」

　そう言うやいなや、ペルチェの体が薄うすく伸びて、三角形の形を取った。もとのペルチェの体積が少ないのに、一番長い辺が十メートルぐらいあるので、ほんとにうすい。三角形の下に、空中ブランコのようなものがついている。

「ひょっとして、ハンググライダー？」

「そうです、少年よ……空中を飛ぶのがもっとも速い移動法です、ステルスにして海面ぎりぎりを飛べばまず探知されることもありません……わたしの名はペルチェ……」

「わー、すごいぞ！　こなた、一度こういうの乗ってみたかったぞ！」

　さっきまで永遠に監かん禁きんされかけていた上に、まだ思いっきり敵地の真っただ中だというのに、竜崎はほんとに明るい。なんでこんなに無防備に、安心しきっていられるんだろう？

　……ひょっとして、俺がいるから……って、うぬぼれてもいいところなのか、ここは？

「ヒロ、早く乗るのだ！　今から帰れば、晩ごはんにまにあうぞ。宿題は竜宮宅配便で学校に送ったから良いとして、ホワイトドラゴンに襲おそわれたせいで『ふらーけん』はケシズミになってしまったからな。志し信のぶはきっと夕飯にふらーけんを食べようと、楽しみにしてるはずなのだ。だから、その前に帰って、ちゃんと謝らなくてはな」

　この状じよう況きようで一番の心配ごとが、宿題とクラーケンのふりかけのお土産みやげだというところが、ほんと竜崎は大物だと思う。そのへん、ある意味竜王の娘にふさわしいとも思う。

「茶坊主は、こなたのポケットに入れて……と。ガルムも、落っこちないようしっかりこなたにくっついてるのだぞ」

「がるるー」

　空中ブランコのような部分に座った竜崎のひざに、ガルムが乗る。俺も岩に引っかけていたリュックサックを取ってきて、竜崎の隣となりに座る。なんだか遊園地の乗り物に二人で並んで座ってるみたいで、気恥ずかしいのだが。

「ヒロ、なんだか遊園地デートのようだな」

　竜崎も同じ感想を抱いていたようだ、横にいる俺にほほを染めてニッコリと笑いかける。きっちりことばにされると恥ずかしいとか、そんなにかわいくほほえまれると恥ずかしいとか、ペルチェが聞いてるのに恥ずかしいとか、ガルムがこっちをにらんでてドキドキするとか、もし竜崎がデートに連れてってほしいって言ったら遊園地がいいかな、って俺はこの状況で何考えてるんだバカバカバカとか、なんだか俺は思いっきり混乱してしまっていた。竜崎にほほえまれて、俺が混乱してないときのほうが珍めずらしいかもしれないが。

「わたしの名はペルチェ……ごちゃついたよけいなことが終わりましたら、発進してかまわないでしょうか、少年よ……？」

　ハンググライダーになったペルチェの声が低い……ひょっとして、怒ってるのだろうか。最近、感情というものをごくわずかだけれど見せるようになってきたペルチェだし、ペルチェは竜崎のことが好きだから俺と竜崎が必要以上に仲良くしていると、どうも機き嫌げんが悪くなるような気がするのだ。

「あ、う、うんごめん、発進してくれていいよ、ごめん」

　俺は気をつかって、思いっきり謝ってしまう。

「それではペルチェ、発進します……」

　無表情だけれどやっぱり何となく不機嫌そうなペルチェの声とともに、ハンググライダーは夕方の海へすべり出した。




　ペルチェの作戦とステルスのおかげで、俺たちはぶじ、聖セントレジェンド島とうの勇者に見つかることなく、聖セントレジェンド島を離れた。もしかして、聖セントレジェンド中学の先生たちには気づかれていて、そのうえで逃がしてくれたのかもしれないが……。
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　夕焼けに染まった海は、黄金に輝かがやいてとてもきれいだった。ペルチェのハンググライダーは後ろにプロペラがついているので、ハンググライダーというよりも軽量飛行機のように、速度を上げることで高度を上げることもできた。

　黄金の海の上を、ペルチェは位置を確かく認にんするためか、少し高度を上げていた。目の前に、麻桜島がずいぶん近くなってきていた。

「ヒロ、ペルチェ、もうすぐ麻桜島だぞ」

　竜崎が指さした。

「そのとおりです、竜王の娘よ……わたしの定点計算によれば、ここはすでに麻桜島の領海内です。わたしの名はペルチェ……」

「やった！　じゃあもう、聖セントレジェンド島のやつらに追いかけてこられる心配は無いんだな！」

　俺は、それなりに追っ手がきたら竜崎を守らなくちゃとかいろいろ想像して緊きん張ちようしていたから、もう大だい丈じよう夫ぶだと思うと、全身の力が抜けてしまった。竜崎を守りきったという達成感とか、脱力感とか、疲労とか、心配とか、いろんなものがどっと俺に襲いかかってきた。脱力のあまり思わず俺はよろけ、隣にいた竜崎にもたれかかってしまった。竜崎はびっくりしたのか、小さな声をあげた。

「きゃっ……」

「あ、ごめん。うっかりぶつかった」

　俺はあわてて竜崎に謝った。だが、竜崎の目は俺を見てはいなかった……麻桜島のほうを、おびえたような目で見ていた。

　俺もそっちに視線をうつして、「あっ」と思わず声をもらした。

　俺たちの前には、巨大なブラックドラゴンが大きな翼つばさを広げて立ちはだかっていた。その背の上には、生徒会長・黒くろ姫ひめルシフェが立っている。黄金に輝く夕方の海と空の中で、生徒会長の黄金の髪はきらきらと光をはなつようにまばゆくて、神々しささえ感じる。けれども、その足元のブラックドラゴンは、醜くまがまがしい気配を全身にまとっていた。

「生徒会長……迎えにきてくれた、とか？」

　たぶんそうじゃないだろうなと思いながら、俺はたずねた。生徒会長は、美しくほほえんだ。

「あら、つまらない……帰ってきてしまったんですのね？」

　ブラックドラゴンの背で、生徒会長は困ったように眉まゆを下げた。竜崎が、怖がって俺の腕にぎゅっとつかまりながら生徒会長をにらんだ。

「何がつまらないのだ、生徒がぶじに帰ってきたのだから、生徒会長なら喜ぶところではないのか？」

「がるるー！」

　ガルムも本能的に敵意を感じたのか、うなっていた。生徒会長は、黄金の髪を指先でかきあげながら、あでやかにほほえんだ。

「だってわたくし、これを口実に聖セントレジェンド中学と開戦しようと考えていましたのよ？　だからようすをうかがうためにこの海域でじっと待機していましたもの、あなたがたの死亡がわかりしだい他のだれよりも早く聖セントレジェンド島に攻撃をかけられるように……。でも海の上って、思ったより紫外線が強いですわね。日焼け止めクリーム、肌荒れを気にしてＳＰＦ値の低いものにしていましたけれど、ＳＰＦ五〇のをつけてくれば良かったですわ」

　聖セントレジェンド中学に単身攻撃をかけようというときに日焼けを気にするとは、生徒会長、どこまで余よ裕ゆうなんだ。っていうか「開戦」って……以前フリトたちが麻桜島を襲しゆう撃げきしたように、ちょっと攻撃して帰ってくるというのとはちがって、全面戦争を起こすってことなのか？

「学校同士で最終戦争アルマゲドンでも起こすつもりかよっ？」

　いくら候補生とはいえ、六六五人の魔王と七七七人の勇者が戦ったら、とんでもないことになるのは目に見えている。だから双方の学校では、お互いの島に干かん渉しようしないよう協定を結んでいるというのに、学校の治安を守るはずの生徒会長がいったい何を言ってるんだ？

「だってリリ子こちゃんは最近、どうもわたくしに反はん抗こう的ですから、聖セントレジェンド中学を陥おとせばわたくしのすごいところを見せつけてあげられますでしょう？」

「最終戦争アルマゲドンを起こす理由がそれでいいのかよ！」

「ついでに、リリ子ちゃんが逆立ちしても届かないぐらい経験値をザクザクとゲットして、『お姉様すごい！　わたしではとてもお姉様にかないません！　もうお姉様を越えようだなんて思いません、一生、世界の終しゆう焉えんのときまでついて行きます、いえついて行かせてください！』と言わせることができたなら、う～ぶるるっ、めくるめく快感ですわっ！」

　へんたいだー。いや、大変だ。生徒会長がどうしてここにいるのか、俺は気づいてしまった……生徒会長は聖セントレジェンド中学を攻撃する理由が欲しいから、俺たちにぶじに帰ってきてもらうと都合が悪いのだ、と。

「さらわれたのがあなたたちで良かったですわ。竜崎さんは最弱魔王だし、遊ゆ佐さくんは倒せばわたくしに経験値が入るから二度おいしい。ペルチェさんは少々強敵ではありますが、今の魔ま力りよくの波動から見ると、聖セントレジェンドで攻撃でも受けてかなり魔力が目減りしているのではありません？」

　ぴくん、とハンググライダーがふるえた。

「あら、反応した……では、図星ですのね。ひょっとしてこれって、ペルチェさんを倒す絶好のチャンスということではありませんかしら？」

　すう、と生徒会長は長いまつげにふちどられた目を細め、人差し指で美しいくちびるの形をなぞった。

「わたくし、悲しいですわ。悲しくて涙が止まりませんわ。大事な生徒が三人も聖レジェンド中学の不届き者によって無残な死を迎えてしまうなんて、生徒会長として責任を感じて胸がつぶれそうですわ。生徒会長としては責任を取って、復讐しなければなりませんでしょうねぇ……」

「つまり、無残な死を迎えさせてあげます宣言ってことか？」

　俺は息をのんだ。生徒会長の圧倒的な魔力は、じゅうじゅう承知している。そして、ほうほうのていでやっとこさ聖セントレジェンド島から逃げ帰ってきた俺たちに、反撃する余力はない。ここは麻桜島から遠い海の上で、先生たちに助けも呼べないし、たぶん気づかれてもいない。

　ここでやられたら竜崎はどうなる？　そして、この戦闘力とこの性格の生徒会長が攻撃を仕掛けたら、聖セントレジェンドはどうなる？　戦闘力も正義感も強いフリトはたぶん、ほかの生徒を逃がすために最前線で迎え撃うつことになると思う。そうなれば、確実にフリトは生徒会長に倒されるだろう。

　俺たちの命を守ることは、フリトたちを守ることでもある。麻桜島にさえ戻ってしまえば、先生たち（とくにまだその実力のほとんどを見せていない怖こわい寮りよう母ぼさん）や番長が牽制して、生徒会長も好きなようにはできないのだ。でも、どうすれば今、生徒会長から逃げられるっていうんだ？

　良い方法は思いうかばない。でも俺に考える余裕など与えず、生徒会長は攻撃をしかけてきた。

「獅し子しはウサギを狩るにも全力をつくすと言いますから、あなたがたをつぶすのにも本来は黒い万軍ブラツク・サバオスを召しよう喚かんするのがわたくしの好みなのですけれど、それでは目立ちすぎて麻桜島にバレてしまいますので、ブラックドラゴン一頭での攻撃になりますけれど、決してあなたがたを軽んじて力の出しおしみをしているわけではありませんから、気を悪くしないでくださいませね？」

　生徒会長は優やさしくほほえんでいる。目だけ笑ってない、というのならまだ怖さはそうでもないのだが、生徒会長が怖いのは、ほんとに心から、目までニコニコ笑っているというところなのだ。

「いや、せっかくだから、もうちょっと出しおしみしてくれてもいいですよ」

「いえいえ、それではあなたがたに失礼ですもの。ですからここでずっと待っていたあいだ、ブラックドラゴンには何もエサをやらずに待っていたのですわよ。だって、同じ食い散らすなら、おなかいっぱいのときのおやつがわりなんて失礼ではありません？　やはり、食事は命をいただいているという感謝を胸に、メインディッシュとしていただかなくては……」

　生徒会長は、なんか食しよく育いくのいい話っぽいことを言っているが、メインディッシュにされるのは俺たちなんだよな？　というか、ブラックドラゴンがハラペコだということは、遊びじゃなくて死に物ぐるいで俺たちを食いにくるから、これは厳しい戦いになりそうだ……。俺は、剣の呪言ソード・ワードで飛び道具で攻撃したほうがいいのか、それとも剣を出して接近戦にしたほうがいいのか、数学のテストのときよりもものすごい勢いで脳をフル回転させながら作戦を練る。

　ただ、どの作戦でも、デッド・エンドの結末しか見えてこないのが厳しいところなのだが……。

「エサをやっていないのかっ？」

　いきなり、竜崎が叫んだ。竜崎が斜ななめ上うえ方向なのはいつものことなのだが、生徒会長はとつぜん何を言われたのか理解していなくて、キツネにつままれたような顔をしていた。

「……は？　エサ……？」

「ペットにエサをやってないなんて虐待ではないか、かわいそうだぞ！」

「いえ、あの……何？　ペット？　ブラックドラゴンは、使い魔まなのですけれど？」

　生徒会長の論理が、竜崎に通じるわけがない。竜崎は魔王のくせに、保健所でもらい手がなかった怖い顔のチワワを連れて帰ってだいじに飼っているぐらい、優しくて動物が大好きなのだ。

「かわいそうに、こなたがおやつをあげようではないか」

　そう言って竜崎は、ハート型のクッキーをひとつ取りだして、ブラックドラゴンのほうへ投げた。ハート型の……クッキー？

　ぽーん、とクッキーは放物線を描いてブラックドラゴンのほうへ飛んでいく。甘あまい香かおりにさそわれたのかよっぽど腹が減っていたのか、ブラックドラゴンは迷いもせずにぱくんと食べた。

　その瞬間、

「グギャオオオオオオンッ！」

　ブラックドラゴンは激しく悶絶し、暴れまわった。

「きゃあああ！」

　生徒会長は、必死にブラックドラゴンの背中にしがみつきながら、竜崎のほうをにらんだ。俺たちがはじめて見る、よゆうの無い表情だった。

「くっ……竜崎さん、あなたぼんやり天然娘だとばかり思っていたら、意外に策さく士しですのね。これはわたくし、あなたがたを甘く見すぎていたようですわ……！」

「えっ……こ、こなた、何もしてないぞ」

　竜崎は思いっきりあせっている。その瞬間、ブラックドラゴンは黒い霧のようにバッと散って消えた。

「きゃあああああ！」

　生徒会長はまっさかさまに海に落下した。どぼーん、と高い水柱が上がる。

「わー！　だっ、大丈夫か、生徒会長！」

「わたしの名はペルチェ……敵の安否より、まずは自分たちのぶじを確保するほうが大事です、竜王の娘よ……生徒会長が復活してきたら、今のわたしたちに勝機はありませんから……」

　さすがペルチェは冷静に、ハンググライダーの後ろについたプロペラを最高速で回転させながら、その場をはなれた。俺もちょっとぐらい心配しないでもないが、まあ委員長よりはるかに強いあの生徒会長のことだから、大丈夫だろうとは思っていた。

「なぜなのだ、こなた、エサをあげただけなのに、どうしてブラックドラゴンはあんなに苦しんでたのだ？　やっぱり犬の飼い方の本に、よそのペットをむやみに餌え付づけしてはいけません、と書いてあったのは、守らなければならなかったのだな……」

　竜崎は、しゅんとしている。俺は、竜崎にたずねた。

「竜崎、あのクッキーどこから出てきたんだ？」

「茶坊主のはかまの下に、ひとつ入っていたのだ」

　そう言って竜崎は、ガルムがくわえていた茶坊主のはかまをスカートのようにぺろんとめくって見せた。茶坊主のはかま……ということは、俺が一度茶坊主をウエストポーチに入れたときに、そこに入れてたクッキーがはかまと着物のあいだにはさまったのだろう。つまりあのハート型のクッキーは、俺の母さんの手作りの……？

「そうか、あれはポイミンの魔ま法ほうが入ってたクッキーだったんだ」

「えー！　じゃあこなた、毒入りクッキーをあげてしまったのかっ？」

　竜崎は、ものすごくショックを受けて青ざめ、両手でほっぺたを押さえていた。

「いやまあ……結果オーライ、ってことじゃないのかな」

「こなた、悪いことをしてしまったぞ」

「わたしの名はペルチェ……しかし、そのおかげでわたしたちは生きて帰れますので、少年が言うように結果オーライです、竜王の娘よ……」

　そうだ、これでほんとに生きて帰れるのだ。ペルチェのことばで俺は、心のタガが外れた気がした。水平線のかなたに、ずいぶん大きくなってきた麻桜島のシルエットまでもが、何だかとてもなつかしい。魔王の中に勇者が一人状態で、毎日経験値をねらわれてバトルを挑まれて心の休まるひまなど無いのに、そして俺はさっきまでむしろ自分と同じ勇者たちの島にいたというのに、どうしてあの魔王の島がこんなにも心なつかしく感じるのだろう？

　たぶん、俺は疲つかれてるんだと思う。さっきもホッと一息というところで生徒会長に襲われたので、完全に疲れ果てているんだろう。

「なんか、すごく疲れた……」

　俺はうなだれた。すると竜崎が、いきなり俺の肩に腕をのばして、自分のほうにぐいっと引っぱると、自分のひざの上に俺の頭を押しつけた。それはちょうど、ひざ枕状態になる。

「わ、こら！　危ないだろ、竜崎！」

　ハンググライダーの上でそんなことをされて、俺はあせった。いくらふつうのハンググライダーとちがって、ブランコか遊園地の乗り物のベンチ風であったとしても、海の上のかなりの高度を飛んでいるのだ。落ちたら全身を打って、死ぬかもしれない。だが竜崎は困ったようにほほえんで、

「ヒロはほんと、ものすごく心配性だな。別にこれぐらい、危なくないぞ」

　海の魔王である竜崎はケガひとつしないだろうから、危機意識が無いようだ。そんなことだから迷子になったり捕つかまったりするんだぞ……と、俺は苦く言げんを呈ていしたかったのだが、

「……でも、ヒロがそんなふうに心配してくれるの、こなたけっこう悪くない気分だぞ」

「わたしの名はペルチェ……原因は不明ですが、不明な気分の発生にもとづき、突発的にこの変身を解除したくなってきました……わたしの名はペルチェ……」

　それは平たく言うと、ブチギレとかプッツン来たとかいう状態ではなかろうか。俺はあわてふためいて、ペルチェに言った。

「だ、だめだぞペルチェ、こんなところで変身を解除したら海面に落ちて死ぬ！」

「そして少年はわたしの経験値ネジになる、と……」

「いや、ネジにしてる場合じゃないだろ！　ぶじに竜崎を島に送りとどけるまでが遠征クエストだぞ！」

　俺は何となくよくわかるよーなわからないよーなことを叫んで、必死に竜崎に言い聞かせていた。ペルチェはまだ自分の中で釈然としていないのか、黙だまりこんでいる。

　そのとき、ガルムがくわえていた茶坊主がいきなりピョコンと、竜崎のひざの上にある俺の頭の上に飛び下り、お茶を口にふくんでプーッと霧にして吹きだした。

　あれっ、茶坊主、動けるのか？　織お田だの長ドスと通信がつながったってことか？

　何が起こるのか俺が見守っていると、霧をスクリーンにして、茶坊主の目から出された光線の画像が映った。まるで映画みたいだ……と感心していると、そのスクリーンの中に女子が四人、もとい、女子が三人と女子のようにかわいい男子が一人あらわれた。

　織田と委員長とサキさんと、それから竜崎の三人の四天王の最後の一人、毒水蛇ヒユドラの魔王の黄よ泉み原はら冥めい土とだ。

『やった！　テメーら、やっと茶坊主の映像がつながったぜ！』

『ということは、聖セントレジェンド島の結界を出たということですね？　それならみなさんを、わたしのマジック・キングス・ザ・ギャザリングでここへ召喚して連れもどすことが可能です』

『よかった！　ひい様の夢がとちゅうから消えたから、目を覚ましたのかもしかして死んじゃったんじゃないかって心配してたのよ～！』

『それで織田さんどうなんですか、ひい様はぶじなんですか？　もしぼくの大事なひい様に何かあったらぼくは、ぼくはっ……！』

　四人は織田の長ドスをのぞきこんで押しあいへしあいしているようだったが、ふと、俺たちのほうに視線を止めた。

　そしてそのとき、俺は自分が竜崎にひざ枕されている状態であるということに気づいた。

『『『『あっ』』』』

　四人が固まった。

「あっ」

　俺も固まった。

「やっほー、サキ、冥土、志し信のぶ、委員長ー。こなたたち、これから帰るぞー」

　竜崎だけが、あいかわらず能天気にぱたぱたと手を振っている。

　冷ややかな四人の視線が俺を突きさした。

『なんか心配することなかったですね……。校長先生とかに必死にいろいろ働きかけたというのに、へっちゃら感が超むかつきます……なんか召喚するのももったいないので、自力で必死こいて帰ってくればいいと思います……』

　委員長のメガネが、冷たい氷のように光る。

『だな。遊佐、テメーそんなに元気なんだったら、帰ってきたら容よう赦しやなくバトル再開だからなっ！』

　織田は、あいかわらずの狂犬っぷりで吠え立てる。

『ひい様を助けてくれたのはお礼を言うわ、ヒロ、ひい様を助けてくれたことに関してはね。でも、それはそれこれはこれ、ってものがあるのよね……』

　サキさんの、怒おこった目が怖い。

『遊佐くん、お疲れさま♪　ひい様を助けてくれてありがとう♪　ぼく、遊佐くんが帰ってくるの、待ってるから♪　帰ってきたら最高級の紅茶を淹いれてごちそうするからね♪　楽しみだなぁ～♪』

　ある意味、黄泉原の優しいほほえみが何よりも怖い。

　そして、映像がぷつんと消えた。

「……自業自得、ですね、少年よ……」

　ペルチェの無表情な低い声が、俺の恐怖にとどめをさした。

「ああよかった、こなた内緒でヒロをむかえにいったから、冥土にすごく叱しかられると思ってビクビクしていたのだ。冥土、せっかくあんなに顔がきれいなのに、怒ったらサキとかよりもメチャクチャ怖いのだ。機嫌がよさそうで、よかったぁー♪」

　竜崎がニコニコしている。わかってない、竜崎は何もわかってない。

『やっぱり……帰りたくないいいいぃ～っ！』

　俺は、地平線の上にそびえるあの黒い島しま影かげが「魔王の島」であるということを、あらためて痛感するのだった。
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あとがき







　魔王学校、むたびご愛読いただきましてまことにありがとうございました。今回は、勇者学校のある聖セントレジェンド島が舞台です。わりと魔王学校の魔王たちは召喚系と打撃系が多いので、今回は火力強めにぼぼぼぼーんと派手な全体魔法を使えて楽しかったです。

　ところで日本の魔王というと閻えん魔ま大王ですが、このあいだ節分のときにイワシを買ったら小さな紙が入っていました。節分でヒイラギをかざってイワシを食べるのは、ヒイラギの葉で鬼おにの目を突き、イワシを焼く煙と臭においで鬼を退散させるからだと言われていますが、小さな紙にそのへんの事情を詳くわしく書いてありました。

　閻魔大王は人間たちがどんな悪いことをしたのか調べて閻魔帳に記し、人間が死んだときに極楽行きか地じ獄ごく行きかを決めます。それを調べるため、あるとき手下の聞かぐ鼻ばなという名前の鬼を人間界に派は遣けんしました。すると、閻魔大王に報告されるとマズイと思った人間たちは、聞かぐ鼻ばなの目をヒイラギで刺し、イワシの煙で退散させたということなのですが……これ、どう見ても人間が悪事の隠いん蔽ぺい工作をしてませんか？　こわこわ。そして聞かぐ鼻ばなが閻魔大王のもとに戻ってこのことを報告していたとしたら、ぜったいに犯人の人間たちは即刻地獄行きになるはずです。そうでないということは、聞かぐ鼻ばなは報告に戻れなかったということですから、つまり人間たちに殺されて、イワシの強烈な臭いでごまかしながら焼かれてしまったのでは……コワー。

　案外、魔王が人間を支配した世界でもこんな感じで、支配している人間が税金を納めないという正当な理由で魔王の手下が調査に行ったら、そのままナイナイされてしまうのかもしれません。しかも「魔王に支配された暗黒の国」とか被害者意識を振りかざしつつ、通りすがりの勇者に「魔王を倒たおしてください」と自分の手は汚よごさずに殺害依頼をするとか、やっぱり人間、かなり悪いですね。人間を支配しようと思ってもぜったい一筋縄ではいかないというか、ある意味真の闇やみは人間の中にあるんじゃないかという気もします。

　だから魔王ギルドや勇者ギルドの、魔王や勇者が人間を直接的に支配するのではなく、人間社会の仕組みの中に乗っかってうまい汁を吸う的なあり方は、ものすごく正しいのかもしれないなーと、イワシを食べながら思いにふけったことでした。

　朱あかシオ先生、今回もかわいいイラストをどうもありがとうございました。読者の皆様、麻ま桜おう中学と聖セントレジェンド中学、皆様はどちらに通いたいでしょうか？

二〇一二年四月　夏緑＠恵え方ほう巻きを食べてる人に話しかけるのは節分の様式美
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

夏 緑先生／朱シオ先生
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